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　第一話　揚羽蝶と青雛菊









　美しい人口池と噴水のまわりに石畳が広がるアクロスティア王宮の中央広場に、一台の馬車が止まる。

　馬車に掲げられた旗には、鷹と王冠を象った紋章が描かれていた。

　アクロスティア王国と大河を挟んで隣接するメルバーナ王国の王家の紋章である。

　馬車を出迎えに広場に出ていたアクロスティア王国の王女エディルレーヌは、風にほつれる金髪を指で耳元に撫で付けた。そして背筋を伸ばし、顎を引く。

　本人は大真面目に貴婦人然としているつもりだったが、その様子は周囲の目には微笑ましくも少しばかり滑稽な光景に映った。

　それも仕方がない。

　エディルレーヌは十一才。

　金の髪と青い目の美少女ではあるが、まだまだあどけなさが目立つ。

　コルセットで腰を締め上げ胸元を強調する当代流行りの型のドレスを身に付けてはいたが、エディルレーヌの胸元には膨らみはなく、首筋にも色香の片鱗すら見えない。

　そんなエディルレーヌの可愛らしい姿は広場に集まっている大人達の心を和ませていたのだが、エディルレーヌはそんなことにかまっている余裕はなかった。

（あの中に……）

　じっと、エディルレーヌは隣国からやって来た馬車を注視する。

（あの中に私の『夫』がいる……）

　近衛兵が金色に輝くビューグルを吹き鳴らし、鳩が一斉に大空に飛び立った。

　それを合図にしたように、馬車の扉が開く。

　エディルレーヌにとってはまるで自らの運命の扉が開かれるかのような心持ちだった。

　黒い長靴ブーツが踏み台を踏みしめ、馬車からエディルレーヌの『夫』が頭を出す。

　侍従に手を支えられ、石畳に降り立った『夫』が、ゆっくり顔を上げた。

　あどけなさが隠しきれない丸い頬。

　漆黒の髪。

　つり気味な目は、青味を帯びた紫色をしている。

　太陽の下で見るせいか、絵姿で事前に見ていたよりも目の色が鮮やかだ。

（まるで青雛菊みたいだわ）

　エディルレーヌはそう思った。

　青雛菊は、エディルレーヌのお気に入りの花だ。

　メルバーナ王国第四王子、アーヴィング・セイブル・メルバーナ。

　エディルレーヌの三才年下の『夫』である。

　十段ばかりの緩やかな階段ごしに、エディルレーヌとアーヴィングは初めての対面を果たした。

　アーヴィングが無遠慮なほどにまっすぐエディルレーヌを見つめてくるので、エディルレーヌは緊張で汗ばんだ手を握り締める。

（絵姿より……）

　事前に渡された絵姿より、実際のアーヴィングは幼く見える。

　飾りと勲章がたくさんついた立派な赤い軍服が重そうだ。

　侍従に導かれ、アーヴィングが広場につづく階段を登ると、エディルレーヌの父──アクロスティア国王ロスイムの前に跪いた。

「アーヴィング・セイブル・メルバーナでございます。分からぬことが多くありますが、よろしくお願いいたします」

　たどたどしいながら、アーヴィングは大きな声で名乗りをあげた。

　エディルレーヌの父は幼い婿の挨拶に満足したように頷くと、アーヴィングの両腕を強く掴み、真っ直ぐに立たせた。

「堅苦しい挨拶はいらないよ。隣国とはいえ馬車の長旅は疲れただろう？　今日はゆっくり休んで明日の婚礼に備えるといい。エディルレーヌ」

　ロスイムは、隣にいたエディルレーヌの背に手を回した。

「エディルレーヌ。君の夫だ」

　夫と言われても、エディルレーヌは戸惑うことしか出来ない。

　しかもアーヴィングは相変わらず不躾にエディルレーヌを凝視している。

　背丈はエディルレーヌの方が頭一個分大きかった。けれどアーヴィングのあまりに強い目力に、エディルレーヌは気後れして後ずさりしそうになる。

（私の方が……）

　三才年上よ、と胸の奥で負けず嫌いなエディルレーヌが頭をもたげる。

　負けてはいられない。

　母が『夫婦は最初が肝心よ』と言っていたではないか。

　エディルレーヌは意識して胸を張った。

「よ、ようこそ。アーヴィング殿下」

　エディルレーヌは出来得る限り貴婦人らしく微笑んだが、アーヴィングは唇を堅く引き結びニコリともしない。

「……っ」

　エディルレーヌの笑顔がひきつる。

（何なの？）

　アーヴィングに付き添っていたメルバーナの外務大臣が、少し焦り身を屈めてアーヴィングの耳元で囁いた。

「殿下。エディルレーヌ姫にご挨拶を」

「うん」

　素直に返事をし、アーヴィングはエディルレーヌに向けて手を差し出した。

　女性の指に口づけをすることで、親しみを示す挨拶。

　エディルレーヌはてっきりそれだと思い、アーヴィングの小さな手に手を重ねた。

　けれど、アーヴィングはエディルレーヌの手を上に向かせて、さらにそこへ自らの手を重ねる。

　その手が……。

「……？」

　ムズムズする。

　嫌な予感に、エディルレーヌの顔から愛想笑いが消えた。

　対照的に、アーヴィングはニカリと歯を見せて笑う。

　歯の生え替わりの時期らしく、右下の糸切り歯がない。

「僕の宝物あげる。一番大きいやつ」

「……っ」

　おそるおそる、エディルレーヌはアーヴィングと繋いだ手を離した。

　そして、掌にコロリと転がる黒い球形の物体。

　黒光る甲殻。

　微かに蠢く無数の足。

　やがてそれは、エディルレーヌの掌で丸めていた身を伸ばし、カサカサと動きはじめた。

「すっごいでっかいダンゴムシだろ？　まだ見る？」

　アーヴィングは無邪気に脚衣のポケットに手をつっこみ、エディルレーヌの前に拳を突きだした。

「ほら！」

　アーヴィングが開いた掌には、うじゃうじゃとダンゴムシが這っている。

「……っキャアアアアアアアアアアアアアアーーーーッッ！」

　命の限りに、エディルレーヌは絶叫した。
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　エディルレーヌが、父親でありアクロスティア王国の国王・ロスイムに『君の結婚が決まった』と告げられたのは、ひと月程前だ。

　王女として生まれたからには国の為に有益な結婚をと、エディルレーヌは常々教師から教えられていた。

　とは言え、十一才の自分がその役目を果すのはさすがにまだ先のことだろうと思っていたエディルレーヌは寝耳に水で、目を瞬かせることしか出来なかった。

　そんなエディルレーヌに代わり、母親である王妃・ミーフェが憤然と進み出る。

『早すぎますわ！　エディルレーヌはまだ十一才ですわよ!?』

　ミーフェは腰に手をあて、夫の前に立ちはだかった。

『国の為とはいえ、まだ幼いエディルレーヌをどこのクソジジイに嫁がせると仰るの!?』

『いや、嫁がせはしないよ。婿を迎えるんだ。国と国との結び付きを強くするためにね』

　ロスイムは面白そうにミーフェを眺めて笑った。

　余談ではあるが、かつてミーフェはアクロスティア王国の西部、オータス地方の田舎領主の娘に過ぎなかった。

　男勝りで有名で、『オータスの暴れ馬』とまで呼ばれていたらしいが、この暴れ馬をからかうことに人生の楽しみを見いだしたロスイムにより、あれよあれよと王妃に上りつめた。

　今でもロスイムはミーフェが大声で口ごたえしてくるのを、それは楽しそうに聞いている。

　ミーフェは眉を大袈裟なほどにひそめた。

『婿？』

『そうだ。メルバーナの第四王子』

　ロスイムはエディルレーヌに小さめの絵姿を差し出した。

　エディルレーヌが受け取った木枠の中では、幼い少年が行儀正しく座っている。

　それを横から見たミーフェは、拍子抜けしたように眉尻を下げた。

『……随分お若いのではなくて？』

　ミーフェの疑問に、ロスイムが頷く。

『八才だそうだ』

『八才？』

　今度尋ねたのはエディルレーヌだった。これにも、ロスイムは頷いた。

『うん。エディルレーヌより三才年下だよ』

『年下……』

　エディルレーヌは再び絵姿に目を落とす。

　黒い髪。紫の目。

（男の子なんて……嫌い）

　エディルレーヌの胸に複雑な思いが渦巻く。

　結婚するなら、もっと年上で大人の素敵な男性だとエディルレーヌは思っていたのだ。

　エディルレーヌには母方の従弟が何人かいる。ちょうどアーヴィングと同じ年頃の彼らは、大人しく座っているということがとにかく苦手だ。

　彼らときたら、虫を探して木に登り、蛙を探して池に入る。

　果ては特製泥団子を投げて戦争ごっこを始めるのだ。

　エディルレーヌは彼らに会うとドレスを泥で汚され、リボンを引っ張られ、気持ちが悪い虫を掲げて追いかけ回されて、いつもろくなことがない。

　この絵姿の少年も、きっと同じに違いない。

（そんな相手と結婚するなんて……）

　正直言って気が重い。

　そんな心のうちが顔に出てしまったエディルレーヌを見て、ミーフェが再び顔をしかめた。

　今でこそ王妃として人々に仰がれる立場であるミーフェだが、田舎で伸び伸びと育った彼女は、娘を政略の駒にすることに強い抵抗を感じているのだ。

　そしてミーフェが容易に頷きがたい理由は、実はもう一つあった。

　まだ幼いエディルレーヌは知らないことだったが、アクロスティアと隣国メルバーナはある国を巡って長く争っているのだ。

　和平の証としての結婚。

　それは、薄氷の上に立つ城のようなものだった。

「エディルレーヌを不幸にするようなことになりはしませんわね？」

　挑むように、ミーフェは夫を見据えた。

　刃のような妻の視線を、ロスイムは平然と受け流す。

「勿論さ」

「お約束していただける？」

「わかった。約束しよう」

　ロスイムはミーフェの唇に軽く口づけを落とす。

　妻を愛しむその行為にも、ミーフェはまだ剣呑な顔を崩さない。

「エディルレーヌ」

「はい」

　ロスイムに呼ばれ、エディルレーヌは背筋を伸ばす。

　ロスイムは柔らかく微笑んだ。

「アーヴィング王子は親元を離れ、心細いこともあるだろう。よく面倒をみておあげ」

「はい」

「年上だからと、威張ってはダメだよ」

「そんなことしないわ」

　少し頬を膨らましたエディルレーヌに、ロスイムは愉快だと言わんばかりに小さく声を上げて笑った。

　かつて壮絶な王位継承争いの末に兄弟を殺して王位についたロスイムを、『兄弟殺しの王』と冷酷な為政者として評する人がいることをエディルレーヌは知っている。

　だがエディルレーヌにとって、ロスイムは優しい父親以外の何者でもない。

（けれどお母様は……）

　エディルレーヌは母親を見上げた。

　その視線を感じたらしいミーフェは、エディルレーヌを安心させるように優しく笑う。

（お母様は……優しいだけではないお父様を知っているのかもしれないわ）

　どことなく不安げなミーフェの微笑みを見ながら、エディルレーヌはそう思った。





　　　＊　＊　＊






　アーヴィングとの衝撃の対面で卒倒したエディルレーヌは、自らの部屋で目を覚ました。

「エディルレーヌ？」

　枕元に椅子を置き、そこに座ってエディルレーヌに付き添っていたミーフェが、娘が意識を取り戻したことにすぐに気づいて身を乗り出す。

「お母様……」

「目が覚めてよかったわ。気分はどう？」

　気遣わしげな母親の顔を見ているうちに、エディルレーヌは年下の夫からのとんでもない贈り物のことを思い出した。

「水を……！」

　勢いよく起き上がる。

「水を持ってきて！」

「水？」

「手を洗いたいの！」

　エディルレーヌは喚いた。

　そして自らの右手を汚いものでも見るように遠ざける。

　掌は、一見して何の汚れも見つからない。

　だが、まだそこで小さな甲殻類が蠢いているような気がして、エディルレーヌの青い瞳に涙が滲む。

「さ、触っちゃった……」

　エディルレーヌが世界で一番嫌いなもの。それが虫である。

　蝶はもとより、幼虫、蜘蛛、蟻など、大小種類様々な虫という虫が大嫌いなのだ。

　小さな籔蚊一匹さえ恐ろしくて、あの特徴的な羽音を聞いただけで母親の助けを求めて泣き叫ぶ。

　ミーフェといえば暴れ馬の異名を誇っていただけあり、虫の一匹や二匹は痛くも痒くもないらしく、虫に大騒ぎする娘に少々呆れがちだ。

「大丈夫。貴女が気絶している間に拭いましたよ」

「拭っただけ？　ダメよ！　水を持ってきて！　それから石鹸と、それから……」

「落ち着きなさい！　エディルレーヌ!!」

　落雷のような母の声に、エディルレーヌは驚いて肩を竦めた。

「十一才にもなって、しかもアクロスティアの王女ともあろう娘が虫一匹で何事ですか！」

「でも、でも……」

「アーヴィング王子は貴女に宝物を見せてくれただけでしょう？　それをあんな大声をだして……」

　その宝物が問題なのだが、大きく嘆息するミーフェに、エディルレーヌは反論も出来ず俯いた。

「生まれ育った国を一人離れてただでさえ心細いでしょうに……貴女は王子の思いを踏みにじったのです。可哀想に、アーヴィング王子は肩を落としていましたよ」

「…………」

　母の言い分は分かる。

　分かるが、納得出来なかった。

　藪から棒にダンゴムシを掌に乗せるなんて、アーヴィングの方こそが礼儀知らずなのではないのか。

　嫌な思いをしたのはこちらの方なのに、何故自分が怒られているのだろうか。

　何よりミーフェがアーヴィング王子の肩を持ったことが、エディルレーヌは気に入らなかった。

　もとより情が厚いミーフェが、まだ幼いにも関わらず政略的な理由で親元を一人離れたアーヴィング王子に同情するのは仕方がないことかもしれない。

　だがエディルレーヌにしてみれば、母親を取られたような気分だ。

「エディルレーヌ。いいこと？　アーヴィング王子に非礼を謝って、仲良くするのですよ」

「……嫌よ」

「エディルレーヌ！」

「嫌!!」

　エディルレーヌは母親の剣幕から逃れるように寝台に突っ伏すと、頭から白い掛布をかぶる。

「アーヴィング王子なんて大嫌い！　お母様も大嫌い！」

　大声をあげて、エディルレーヌは泣き始めた。

　普段聞き分けの良いエディルレーヌのあまりの泣きように、ミーフェは仰天して慌てふためいたが、もう遅い。

「結婚なんてしないんだからー！」

　婚礼を明日に控えての当の花嫁の問題発言に、騒ぎを聞いてやって来たロスイムは『花嫁の反乱だ』と暢気に笑ったが、ミーフェと宰相は顔を青くして右往左往し、エディルレーヌの好きな焼き菓子や欲しがっていたドレス人形をテーブルに並べてあの手この手でエディルレーヌの機嫌をとろうとした。

　だが、エディルレーヌにも意地がある。

　エディルレーヌは菓子にも人形にも、決して懐柔されはしなかった。

　攻防戦は夜まで続いたが、やがて掛布にくるまったエディルレーヌからの反応がなくなった。

「……泣き疲れて眠ってしまったみたいだわ」

「そのようですね」

　そう言って、ミーフェと宰相は部屋から出て行った。

　しかし、エディルレーヌは眠ってはいなかった。

　誰もいなくなった部屋で、エディルレーヌはムクリと身を起こす。

　辺りは既に暗い。

　扉の向こうに侍女が控えている気配はあるが、状況が状況だ。無断で入ってくることはないだろう。

　エディルレーヌは寝台から飛び降りると裸足のまま戸棚に駆け寄った。

　そこからレースのハンカチをとりだすと、そのハンカチを広げ、テーブルの上の焼き菓子を包む。

（これでお腹がすいても大丈夫）

　それから靴を履き、ハンカチの包みを抱えて硝子扉からそっと内庭へ滑り出た。

　このまま朝になれば、無理矢理にでもあのアーヴィングと結婚させられてしまう。

（そんなの嫌！）

　逃げ出すなら今しかない。

　警備が厳重な王宮から逃げ出すのはまず不可能。運良く逃げ出せたとして、その後どうするのか。深いことは何一つ考えていなかったが、そこは十一才。思慮の浅さは致し方がない。

　とにかくエディルレーヌは、明日に迫った結婚という現実から逃れたい一心だった。

　だが夜の内庭に足を踏み出した途端、エディルレーヌはおじけづく。

　昼間は木漏れ日に溢れる美しい庭は夜の闇に染まり、知らない場所のようだったのだ。

　木々が夜風にザワザワと揺れ、月明かりが生み出す影はまるで魔物のように不気味だ。

　きっと大嫌いな虫もたくさんいるだろう。

　エディルレーヌはゴクリと唾を飲み込み、拳を握り締める。

「……結婚なんて……絶対しない！」

　自らを鼓舞して、エディルレーヌは歩き始めた。

　月明かりだけを頼りに、先に進む。

　手入れされた庭は歩くには苦労しなかったが、虫の鳴き声や揺れる影がエディルレーヌの行く手を何度も阻んだ。

　叫びだしたいのを必死に我慢し、意地で歩き続けたエディルレーヌは、けれどあることに気が付いた。

（気のせい……？）

　いつからかわからないが、エディルレーヌの後を足音がついてくる。

　その足音はエディルレーヌが歩みを止めると止まり、歩き出すとまた歩き始める。

（……お母様？）

　それとも侍女だろうか。

　エディルレーヌが部屋を抜け出したのに気がついて、追いかけてきたのかもしれない。

　だが、足音はペタペタと、まるで裸足で歩くような音なのだ。

　王妃であるミーフェやそれなりの礼儀作法を身に付けている侍女が、庭で裸足になるだろうか。

　そもそもエディルレーヌを追ってきたのであれば、エディルレーヌの名を呼び慌てて走って来るはずではないのか。

「…………」

　エディルレーヌは、背筋を凍らせた。

（亡霊？）

　歴史あるアクロスティア王国の王宮には、さ迷っている首のない亡霊やら、井戸に身を投げた下女の亡霊やら、怪談話は掃いて捨てるほどある。

（庭を裸足で歩く亡霊なんて……）

　そんな怪談話は聞いたことはないが、そういう亡霊がいないとは言いきれない。

　エディルレーヌは震え上がり、足を速めた。

　すると、ペタペタと足音も速くなる。

「……っ」

　悲鳴を押し殺し、エディルレーヌは走り始めた。

　すると、足音もペタペタ走り始める。

（憑りつかれる!!）

　気味が悪い足音に、エディルレーヌは既にパニック状態だ。

　焼き菓子を包んだハンカチを放り投げ、ドレスの裾を持ち上げて、全力で走った。

　けれど、追いかけてくる足音はどんどんエディルレーヌに近づき、いつの間にかすぐ後ろに迫っている。

（追いつかれる!!）

　恐怖と焦りの波に飲み込まれたその時、十一才の少女のなかで何かがストンと落ちた。

　先人が『肝が座った』と言い表した、それかもしれない。

（……亡霊なんかに）

　エディルレーヌは立ち止まった。

（亡霊なんかに、負けるもんですか！）

　エディルレーヌは勢いよく体を反転させると、そこにいた白い影のような亡霊を睨み付ける。

「……え？」

　エディルレーヌは目を疑った。

　亡霊が立っているはずのそこにいたのは、踝丈の白い寝間着を着たアーヴィングだったのだ。

　アーヴィングは裸足で、足と寝間着の裾は土に汚れている。

　エディルレーヌは瞬きを繰り返し、ようやくアーヴィングに尋ねる。

「え……ど、どうして？」

「……窓から」

　アーヴィングはどこか所在なげな様子だ。

「窓から見えたから……」

「窓から？」

「だから追いかけてきた」

「……裸足で？」

「その方が速く走れるから。これ、落としたよ」

　アーヴィングは手に持っていたハンカチの包みを、エディルレーヌに手渡した。

　エディルレーヌがさきほどパニックになって放り出した、それである。

「あ、ありがとう……」

　手の中に戻ってきた焼き菓子を、エディルレーヌは不思議な思いで見つめた。

　この状況は一体何だろう。

　エディルレーヌが顔を上げると、アーヴィングはジッとこちらを窺っていた。

　昼間と同じ、遠慮のないその視線に晒され、エディルレーヌは居心地が悪くて半歩下がる。

「わ、私の顔に何かついてる？　何でそんなに見るの？」

「エレーヌみたいだと思って」

「……エレーヌ？」

「目だよ。君の目。蒼くて、でも少し緑っぽくてエレーヌみたい」

　アーヴィングが、エディルレーヌに一歩近づく。

　そして、エディルレーヌの顔を──目を、じっと見つめる。

「本当に綺麗だ」

　アーヴィングの黒い瞳の中に見つけた自らの姿を、エディルレーヌは困惑しながら見返した。

　見慣れたはずの自らの姿が、何故か別人に見える。

「……エレーヌって誰？」

「揚羽蝶。エレーヌ揚羽っていう揚羽蝶がいるんだ。名前も君とちょっと似てるね」

　アーヴィングの答えに、エディルレーヌは呆れて眉をひそめた。

（また虫……）

　虫が嫌いなエディルレーヌにしてみれば、目や名前を虫に例えられて綺麗と言われても嬉しくない。

　アーヴィングはエディルレーヌの表情の変化に少し怯えたようで、少し肩を竦めた。

「あの……北の山脈わかる？　夏でも雪をかぶってる」

　大陸の北にあるエドアール山脈は、雪化粧が美しくて有名だ。

「もちろん知ってるわ」

　エディルレーヌが答えたことで、アーヴィングは突破口を見つけたかのように捲し立てた。

「エレーヌ揚羽はそこだけに住んでるんだ。凄く綺麗な蝶なんだよ。見つけた学者が奥さんの名前をつけたんだって。僕、いつか山にエレーヌ揚羽を見に行くんだ。僕の国よりアクロスティアからの方が近いんでしょう？　エディルレーヌ姫も一緒に行かない？」

　身を乗り出すようなアーヴィングの勢いに、エディルレーヌはたじろいだ。

　確かにアーヴィング王子の母国よりアクロスティアからの方がエドアール山脈には近い。

　近いとはいえ、それはアーヴィングの母国と比較すれば、という意味であり、実際には馬車で十日以上かかる距離だ。

　地図の上で手を広げれば、アクロスティアの王都が親指、エドアール山脈が人指し指の先にある。

　はっきり言って、行くのは難しい。

　けれどその現実を三才年下の少年に告げることは、出来なかった。

　キラキラと瞳を輝かせる彼を、がっかりさせるのは可哀想な気がしたのだ。

「……私、虫は嫌い」

　エディルレーヌは話を逸らせようと、自らの嗜好について口にした。

「ダンゴムシも……蝶も蜻蛉も毛虫も、嫌いなの。私」

　アーヴィングは目を丸くした。

「蝶々も嫌いなの？」

「だって虫だもの」

「へえ……」

　意外だと言うようなアーヴィングの様子に、エディルレーヌは首を傾げる。

「何？」

「虫が嫌いっていう女の子は、たいてい蝶々は別っていうんだ。でも、エディルレーヌ姫は違うんだね」

「……だって、蝶をよくよく見たら、お腹のあたりが芋虫みたいなんだもの」

　蝶は、エディルレーヌにとっては芋虫に羽が生えたようなものなのだ。

　ただでさえ気持ち悪い芋虫が、自由自在に飛び回って寄ってくるなんて、考えただけでも背筋が寒くなる。

　すると、アーヴィングが突然笑い始めた。

「あはははは！」

　エディルレーヌは何だか決まりが悪くて俯いた。

「私、そんなに変なことを言った？」

「ううん、変じゃないよ」

　アーヴィングは、けれどまだ楽しげに笑っている。

「蝶が嫌いなら、一緒にエレーヌ揚羽を見には行けないね。……どうしてそんなに虫が嫌いなの？」

　アーヴィングの質問に、エディルレーヌは更に深く俯いた。

「……従弟に」

「従弟？」

「従弟に……襟首から毛虫を入れられたの」

　その時のことを思いだし、エディルレーヌは涙ぐんだ。

「とってって言ってもとってくれなくて……私、ドレスを脱ごうとして……毛虫を潰しちゃった」

　背中で蠢いていた毛虫が、潰れる感触。

　しかも毛虫の体毛は弱いが毒をもっていて、エディルレーヌの背中はかぶれて痛みを持ち、暫く仰向けに眠ることが出来なかった。

「だから……虫は嫌い。大嫌い」

　エディルレーヌの白い頬に、ポロリと涙が零れる。

「……そっか」

　アーヴィング王子は手を伸ばし、エディルレーヌの涙を拭ってくれた。

　力加減がわからないのか少し強引で痛かったが、慰めてくれるその優しさが嬉しくて、そして意外で、エディルレーヌは顔を上げた。

　アーヴィングはしょんぼりと肩を落としていた。

「ごめんね。昼間のダンゴムシも……嫌だったよね？」

「……ええ」

　エディルレーヌは率直に頷いた。

（でも……）

　エディルレーヌのように特別虫が大嫌いではなくても、あれだけダンゴムシがウジャウジャしていたら、大抵の人は悲鳴をあげるだろう。

　アーヴィングは背筋を伸ばすと、大きな声で宣言した。

「もうあんなことしない。約束する」

「……本当？」

「うん！　絶対しない！」

　アーヴィングが体が揺れるほどに大きく頷いた時、彼の小さなお腹が、きゅるるる……と空腹を訴えた。

「……き、緊張して夕飯あんまり食べられなくて……」

　アーヴィングは恥ずかしそうに言い訳を口にした。顔が耳まで真っ赤だ。

　その様子に、エディルレーヌは吹き出した。

（可愛い）

　それは、エディルレーヌが年下の男の子に対して持つ、初めての好意的な感情だった。

　弟のウィセブは体が弱い上に後継ぎと目されている為、数人の乳母と大勢の侍女に常に守られ、かしずかれている。弟なのに一緒に遊んだこともなく、エディルレーヌにとっては遠い存在だ。

　従弟達は、まさに論外。悪戯好きで腕白盛りの彼らを、可愛いなんて思えるわけもない。

　けれどアーヴィングは、何だか可愛い。

　守ってあげたくなる。

　エディルレーヌは辺りを見回した。

　月明かりのなかに四阿あずまやを見つけ、アーヴィングの手を引き歩き始める。

「こっちよ」

　簡素な石の椅子に並んで座り、膝の上でハンカチの包みを開いた。

　焼き菓子は一度放り出してしまったため形が崩れているものもある。

「お菓子だ！」

　アーヴィングが伸ばしてきた手を、エディルレーヌはパチンと軽く叩く。

「お行儀が悪いわ。『いただきます』は？」

　母親が子供に言い聞かせるように言うと、アーヴィングは少し嬉しそうな顔をした。

「姉上みたい！」

「お姉様がいるの？」

「うん！　兄上達は僕のことチビって邪魔にするけど姉上は優しいよ。おやつをこっそり分けてくれたり、風の音で眠れないと、手を握ってくれるんだ」

「姉弟が一緒に眠るの？」

　エディルレーヌは驚いた。ウィセブと一緒に眠ったことなど一度もない。

「一番上の兄上はもう大きいから一人で寝るよ。でも他の兄上達と姉上は一緒。そうしないと、母上が大変でしょう？」

「どうして？」

「お休みのキスをするために皆の寝室を順番に回らなきゃいけないから」

　お休みのキス、という響きにエディルレーヌは感慨深いものを感じた。

　昔、ミーフェもエディルレーヌにお休みのキスをしてくれていた。

　けれど、ウィセブを身籠ったミーフェは長く悪阻に苦しめられ、ウィセブを産んでからは母乳を上手く飲めず吐き戻すウィセブにかかりきりになった。

　忙しい母の手を煩わせまいとエディルレーヌは母に甘えることを我慢し、そんなエディルレーヌにミーフェは『いつの間にかしっかりしてくれて、安心だわ』とますますウィセブの世話に専念するようになった。

　お休みのキスなんて習慣は忘れ去られて久しい。

　母からの信頼を裏切りたくなくて、エディルレーヌは母に甘えることが出来なくなってしまったのだ。

「お休みのキス。もう、してもらえない……」

　寂しそうに、アーヴィングが呟いた。

「母上も姉上も……兄上達もいないし……」

　そのしょんぼりとした風情に、ミーフェの訪れを寝台のなかで待っていた自らの姿が重なって見え、エディルレーヌはドキリとした。

　彼の寂しさが分かる。

　だからこそ、放ってはおけない。

「……私がしてあげる」

「え？」

　エディルレーヌは椅子から立ち上がり、そして地面に跪いた。

　きょとんとしたアーヴィングに、目の高さを合わせる。

　母のミーフェがそうしてくれたように。

「私が貴方にお休みのキスをしてあげる。風が強い夜には手を握ってあげる。今日から私が、貴方の新しい姉上よ」

　我ながらいい考えだ、とエディルレーヌは思った。

　アーヴィングの寂しさを埋めてあげることが出来たら、自分が密かに抱えていた寂しさも、消えてなくなるような気がしたのだ。

　アーヴィングは驚きに目を見開き、その青紫の瞳はやがて輝き出した。

「新しい姉上？」

「そうよ」

「一緒に寝てくれる？」

「ええ」

「おやつを分けてくれる？」

「いいわよ」

「叱られたら庇ってくれる？」

「叱られるようなことはしちゃダメ」

　エディルレーヌが怖い顔をして嗜めると、アーヴィングは舌を少しだして、へへへ、と笑った。

　その笑顔の可愛いこと。

　エディルレーヌは、新しい弟に夢中になった。

　焼き菓子をつまみ、アーヴィング王子に手渡す。

「『いただきます』よ？　姉上の言うことをよく聞いて。お行儀よく、よく噛んで食べるのよ？」

「うん！　姉上！」

　アーヴィングは素直に頷いた。

　エディルレーヌは満足し、ニッコリ微笑むと、アーヴィングの頬についた焼き菓子の欠片を指先で拭ってやる。

　結婚を嫌がって逃げ出したことなど、すっかり忘れていた。

「おやすみアーヴィング」

「おやすみ姉上」

　焼き菓子でお腹を満たした二人は、エディルレーヌの部屋に戻ると並んで寝台に横になった。

　おやすみのキスを交わし、手を繋ぐ。

　欠けていた何かが満たされた気がして、エディルレーヌは安心して目を閉じた。

　──寝台から姿を消したアーヴィングを大騒ぎで探し回っていた侍女達が、エディルレーヌの寝台で手を繋いで眠る二人に気づいたのはこの少し後のことである。
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　翌日。

　エディルレーヌとアーヴィングの婚礼は、つつがなく執り行われた。

　純白の豪奢な衣装に身を包んだエディルレーヌは両親である国王夫妻や司祭、王公貴族の見守るなか、乙女の処女性をあらわすという赤い絨毯の上をしずしずと進む。

　祭壇前で待っている花婿は、勿論アーヴィングだ。

　花婿の手を花嫁がとり、二人一緒に神の御前に向き直るという当たり前の手順を前にして、実は列席者の殆どが祈るような気分で若すぎる新郎新婦を見つめていた。

　それと言うのも、前日にアーヴィングがエディルレーヌに前代未聞の贈り物をし、エディルレーヌが卒倒した件は既に国中の人間に知れわたっていたからである。

　王女の婚礼という国家を上げての式典の最中に、花嫁である王女が悲鳴をあげて気絶することになりはしないかと、多くの人間がハラハラと気を揉んでいたのだ。

　しかし彼らの心配をよそに、エディルレーヌは迷わずアーヴィングの手に手を重ねる。

　二人は、秘密の合図を送るように目配せをした。

　すると、アーヴィングが堪えきれないというように、小さく吹き出した。

「しっ！　ダメじゃない笑っちゃ」

「姉上だって……」

　クスクスと、二人は肩を寄せて笑い合う。

　大人達が真面目な顔をする厳粛な儀式は、子供にとってはむず痒く、理わ由けもなく笑いたくなるものだ。

　司祭がわざとらしく咳き込んだことで、二人は同時に慌てて背筋を伸ばす。

　それがまた互いに楽しくて、エディルレーヌとアーヴィングは顔を見合わせて吹き出してしまう。

　それは、結婚の意味も恋も知らない、ごく普通の幼い子供の姿だった。

　昨日初めて会った相手と、親の言いなりに国同士の政略の為に結婚する──そんな悲壮な事情は微塵も感じられない。

　司祭が神に祈りを捧げ、聖典を読み上げる。

　結婚の宣誓をし、結婚許可書への署名が終わった。

「それでは、誓いのキスを」

　司祭の言葉に、控えていた侍女達がエディルレーヌの顔を隠していたベールをよってたかって持ち上げた。

　侍女達が音もなく離れて行ったところで、エディルレーヌとアーヴィングはヒソヒソと相談し合う。

「届かないよ」

　アーヴィングの背はエディルレーヌにまだ及ばない。誓いのキスをしようにも簡単には出来なかった。

「もう、仕方がないわね」

　エディルレーヌはまだ背が低い夫の為に膝を折り、アーヴィングは自分より背の高い妻の為に爪先立つ。

　エディルレーヌの白い額に、アーヴィングの薄い唇が触れた。

　ここに、一組の夫婦が誕生した。








　第二話　姉と弟の日常









　風に前髪を撫でられて、エディルレーヌはレースを編んでいた手を止め、ゆるりと目を上げた。

　汗ばむほどの陽気だ。

　風通しをよくするために開けられた窓が、キイと小さく軋む。

　窓の向こうは抜けるような青空だった。

「…………」

「エディルレーヌ様？」

　物言わず外を見つめ続けるエディルレーヌに、侍女が声をかけた。

「どうかなさいましたか？」

「……いいえ。何でもないの」

　エディルレーヌはしっとりと微笑んで、首を振った。

　アーヴィングとの婚礼から十年。

　どんなに貴婦人おとなぶっても無邪気さを隠しきれなかった少女は、瑞々しくも艶やかな大人の女性になっていた。

　金の巻髪を高く結い上げ、あらわになった白く細い首には色香が漂う。

　エディルレーヌの青い瞳が濡れるように瞬く様を、人々はまるで蝶が羽ばたくようだと褒め称え、その美しさに惚れ惚れとため息をつく。

　けれどエディルレーヌは『蝶のようだ』という賛辞を喜んではいなかった。

　十年たっても、虫嫌いは相変わらずなのだ。

　そもそも『蝶のようだ』と言い始めたのは、エディルレーヌの三才年下の夫アーヴィングである。

　彼は初めて会った日の約束通り、エディルレーヌに虫をつきつけることは二度となかったが、エディルレーヌの目を『エレーヌと同じ色』と言うことは譲ろうとしなかった。

　そんなアーヴィングも、今年で十八才。

　エディルレーヌの夫である彼は『公子殿下』と呼ばれている。

　低かった背丈も、今やエディルレーヌを見下ろすまでに高くなった。

　そんな彼について、エディルレーヌは近頃少々悩んでいる。

「エディルレーヌ様！」

　扉が開き、アーヴィング付きの護衛騎士であるバーグが部屋に飛び込んできた。

　十年前、アーヴィングの護衛につけられたバーグは、騎士団の中でも有望株の三十才。

　筋骨隆々のいかにも騎士らしい体躯を折り曲げ、彼は膝に手をついて肩で息をしている。

　侍女達から密かに人気がある凛々しい顔は、汗に濡れてびっしょりだ。

「バーグ？　どうしたの？」

「突然申し訳ございません！　アーヴィング殿下はこちらでは!?」

　エディルレーヌに問いかけながらも、彼は部屋のなかをうろつき戸棚の影や机の下を確認して回っている。

　エディルレーヌはたおやかに微笑んだ。

「見ての通り、ここに私の夫はいないわ」

「……失礼ながら、お隠しになられてはいませんね？」

　バーグの疑わしげな目線に突き刺され、エディルレーヌは眉尻を下げた。

「まぁ、私を疑うの？　ひどいのね」

「エディルレーヌ様におかれましてはご自身が犯人隠匿罪の前科何犯かご存じで？」

「えっと……」

　自身の指を折り曲げて、エディルレーヌは記憶を辿る。

「七犯くらい……かしら？」

「恐れながら桁が違います。桁が」

「あら」

　肩をすくめておどけるエディルレーヌを、バーグが鋭く睨んだ。

「ご夫君を甘やかすのはやめて頂きたい。アーヴィング様はやがて我が国の政治に参画するお立場の方です。今のうちに身に付けるべき知識は山のようにあるというのに……」

　バーグは大きくため息をつき、肩を落とす。

「とにかく。アーヴィング様をお見かけになったら、すぐにお部屋にお戻りになるように仰ってください。いいですね？」

「ええ。わかったわ」

　エディルレーヌが頷くとバーグはもう一度大きくため息を吐き出し、部屋から出ていった。

　それを見送り、エディルレーヌは傍に控えていた侍女に声をかける。

「ここはもういいわ。何かあれば呼ぶから、それまであなたも少し休憩してらっしゃいな」

「かしこまりました」

　侍女は頭を下げると、空になった茶器を持って下がって行った。

　扉がしまり侍女の足音が聞こえなくなると、エディルレーヌは窓へと向き直り、呼び掛ける。

「いるんでしょう？　もう大丈夫よ。アーヴィング」

　すると、窓の向こうで木の枝が激しく揺れた。

　緑色の葉がヒラヒラと舞い散り、太い幹から逆さまにぶら下がったアーヴィングが姿をあらわす。

「いつものことながら、よく僕がいるってわかるね」

　アーヴィングは屈託なく笑うと、宙返りをするかのような動きで窓枠に降り立つ。

　まるで猿のように身軽だ。

　行儀もへったくれもないその様子に、エディルレーヌは溜め息をつかずにはいられなかった。

「いつも言っているでしょう？　窓は出入り口じゃないのよ？」

　十年前、アクロスティアにやってきたアーヴィングは、当初こそお行儀よく振る舞っていたが、一ヶ月もたたずにその本領を発揮し始めた。

『窮屈だから』と上衣コートも長靴ブーツも放り投げ、王宮の広い中庭を裸足で駆け回る予想以上の腕白ぶり。

　最高の教育を、とつけられた家庭教師陣からもちょこまか逃げ回り、ちっともじっとしていられない。

　そんな彼を『まぁ、大人になれば落ち着くだろう』という国王ロスイムの楽観的意見に基づいて、人々は暖かく成長を見守ることにした。

　だが、それも既に過去のこと。いつしかアーヴィングを見る人々の視線は冷めていき、今では誰もが『十八にもなって…』と呆れかえっている。

　というのも、アーヴィングは十八才になった今も連日予定されている講義をすっぽかし、何とか椅子に縛りつけようとするバーグと広い王宮を舞台にして鬼ごっこを繰り広げているのだ。

　さすがに長靴ブーツを脱ぐことはなくなったが、黒髪はいつも乱れているし上衣コートもネッカチーフも身に付けず、日がなふらついている彼を『アクロスティア国王の娘婿に相応しくない』と声高に言う者もいる。

　そんな声を聞くと、エディルレーヌは腹がたってしかたがない。

　相応しいも何も、幼かったアーヴィングを親と母国から引き離して連れてきたのは、大人達の都合だ。

　それを今更、さもアーヴィングが悪いような言い方をするのはやめて欲しい。

　自分だけはアーヴィングの味方でいなくては。

　そんなふうにエディルレーヌのアーヴィングへの庇護欲は益々高まっていく。

（でも……それがかえってアーヴィングの為にならないのではないかしら）

　バーグも言っていたではないか。『甘やかすのはやめてください』と。

　正直に言えば、甘やかしている自覚はある。

（だって、可愛いんですもの……）

　数年前にちょっとした反抗期は迎えたものの、アーヴィングは相変わらずエディルレーヌを姉のように慕ってくれている。

　青雛菊色の瞳にキラキラと見つめられると、エディルレーヌにはもう太刀打ちするすべがない。

　家庭教師が出した課題が出来ずにお仕置き部屋に閉じ込められたアーヴィングの脱出を手伝い、大嫌いな野菜に苦戦して食事を終えられないアーヴィングのためにこっそり食べてやり、そしてバーグに追いかけられる彼を匿ってきた日々。

　もはやアーヴィングはエディルレーヌに甘やかされることを当たり前と思っているふしがある。

　エディルレーヌは座っていた椅子から立ち上がった。

「それで？　いったい今日は何から逃げ回っているの？」

「歴史学。どこそこの政治思想がどうとか宗教対立がああとか、難しすぎてさっぱり」

　そう訴えるアーヴィングのむくれた顔が可愛くて、エディルレーヌはたまらず笑ってしまう。

「もう。仕方がない子ね」

　今日こそきちんと叱らねばと思っていたのに、やはり出来そうもない。

（体は大きくなっても、この子はまだまだ子供なんだわ）

　エディルレーヌは手を伸ばし、アーヴィングの髪についた葉っぱを払いのけた。

　ついでに少し硬めの乱れた髪を指先ですいてやる。

「バーグを困らせちゃだめよ。講義をしてくださる先生方にも申し訳ないわ。さぁ、部屋に戻るの。いい？」

「……」

　アーヴィングはエディルレーヌから目をそらせ、口を尖らせる。

　すねた子供のようだ。

　エディルレーヌは、彼の目線に無理矢理入り込む。

「アーヴィング？　私の言うことわかるわね？」

「……わかったよ」

　不承不承、アーヴィングは頷いた。

　彼は今も姉に従順な弟なのだ。

　そのことに満足すると、エディルレーヌはアーヴィングから手を離した。

　けれど今度は、アーヴィングの手がエディルレーヌに伸ばされる。

　関節一つ分エディルレーヌより大きくなったその手は筋張っていて、昔の小さくてプクプクした可愛らしい面影はどこにもない。

　彼はエディルレーヌの白い頬を掌で包みこみ、武骨な親指でエディルレーヌの唇をなぞった。

「……アーヴィング？」

「……」

　アーヴィングの瞳が切なげに揺れる。

　まるで風に揺れる青雛菊のような瞳は何か言いたげで、けれど唇は決して言うまいと引き結ばれていた。

（……アーヴィング？）

　普段の無邪気で屈託ない彼からは想像できないような表情だ。

　けれど、それは一瞬だった。

「アーヴィング殿下ー!!」

　バーグが、ぶち抜く勢いで扉を開け放つ。

「ついに見つけましたよ！　もう逃がしませんからね！」

　頬に流れる汗もそのまま、息を切らしたバーグはエディルレーヌとアーヴィングを睨み付けた。

「やっぱり隠してらっしゃいましたね！　エディルレーヌ様」

「バ、バーグ。ご、ごめんなさい……」

「じゃあ、行くよ」

　ニッコリといつものように明るく笑うと、アーヴィングはエディルレーヌに背を向け窓に走り寄る。

「アーヴィング！」

　エディルレーヌは慌てて呼び止めた。

　ここは二階だ。落ちたら怪我をする──なんてことは一切心配していない。

　制止に従うことなく、アーヴィングは窓枠に足をかけると、躊躇うことなく踏み切った。そして、難なく地上に着地する。

　やっぱり、彼は猿かもしれない。

　エディルレーヌは窓から身を乗り出した。

「アーヴィング!!　何度言ったらわかるの!?　窓は出入り口じゃないのよ!!」

　アーヴィングはエディルレーヌを振り仰いだが、叱られたからとしょげる様子も見せず、満面の笑顔を浮かべて大きく手を振る。

　その笑顔の眩しいこと。

「殿下ーっ！　逃がしませんよーっ！」

　バーグがアーヴィングと同じように窓枠に足をかけ、飛び降りた。

　エディルレーヌは手で口を覆い悲鳴をあげる。

「バーグ!?」

「うわああああ！」

　植木が連続して折れる音と、重い衝撃音。

「バーグ!?　大丈夫!?」

「な、何のこれしきーーっっ！」

　ふらつきながらもバーグは立ち上がり、既に走り出しているアーヴィングの後を追う。

「殿下ー！　お部屋へお戻りをーー！」

「あはは！」

　逃げるアーヴィングの笑い声が聞こえてきて、エディルレーヌはため息をつきながら笑いをこぼす。

「もう……」

　あんなふうに笑われたら、怒るに怒れないではないか。

　無邪気で可愛い、いつまでもやんちゃな弟。

（後でお茶とお菓子を用意しておかなきゃ）

　鬼ごっこで喉が乾いたら、アーヴィングはまたこの部屋に逃げ込んでくるだろうから。

　愛しい弟を甘やかす算段をしながら、エディルレーヌはまたレースを編み始めた。
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　少しばかり時を遡る。

　今から数年前。

　アーヴィングの低かった背丈が急激に伸びてエディルレーヌに追い付き、そして追い越そうとしていた頃のこと。

「アーヴィング！」

　窓の外に彼を見つけ、エディルレーヌは声をかけた。

「一緒にお茶にしない？　あなたが好きなアーモンドの焼き菓子があるわ」

　アーヴィングは足を止めこちらを肩越しに振り向きはしたものの、少し顔をしかめる。

「……いらない」

　素っ気なく言うと、またスタスタと歩いて行ってしまった。

「……」

　このところ、エディルレーヌは困り果てていた。

　それというのも、これまでエディルレーヌの言うことに素直に従っていたアーヴィングが、何かにつけて反抗するようになったのだ。

「……やっぱり、反抗期なのかしら……」

　肩を落としたエディルレーヌは、しょんぼりと椅子に座る。

　これまで『姉上』と慕ってくれたアーヴィングがよそよそしいのがエディルレーヌはひどく寂しくてたまらない。

　成長過程特有の避けては通れない道とはいえ、アーヴィングが知らない大人の男性になってしまいそうだ。

（そんなの嫌だわ……）

　どうにかしなければ。

　その夜。

　鏡台の前に座ったエディルレーヌは、寝台に座るアーヴィングに話しかけた。

「ねえ、アーヴィング」

「……何？」

　大きな枕を背もたれに本を読んでいたアーヴィングが、目線を上げる。

　眠る前にエディルレーヌが本を読んであげていた習慣は、やがてアーヴィングの就寝前の読書習慣へと移行した。

　以前はよく『これは何て読むの？』『これは何て意味？』と本の内容についてエディルレーヌに尋ねてきたものだが、今やそれもない。

　少しばかり剣呑なアーヴィングの表情に怖じ気づきながらも、エディルレーヌは意識して明るい笑顔をつくる。

「明日、一緒にどこか出かけない？　馬に乗って行くのもいいし、それともバーグに頼んで街に行く？」

　かなり前だが、衣服を着替え身分を隠してバーグに街を案内してもらったことがある。

　街角で偶然遭遇した大道芸人の手品に、アーヴィングは目を輝かせていた。

「ねえ、そうしましょう？　きっと楽しいわ！」

「……行かない」

　素っ気なく拒否し、アーヴィングは本の世界へ戻っていく。

　エディルレーヌは眉尻を下げた。

「どうして？　あなた大道芸が好きだったじゃない」

　エディルレーヌは寝台に上がると、四つん這いになってアーヴィングに迫る。

　すると、アーヴィングはギョッと目を剥き、慌てたように顔をエディルレーヌから逸らした。

「ちょ……っ何考えてるんだよ！」

「何って、だから明日一緒に……」

「そうじゃなくて！　見えるから！」

　顔を真っ赤に染めて喚くアーヴィングに、エディルレーヌは首を傾げる。

「見えるって、何が？」

「だから……その……」

　アーヴィングは口ごもる。

「寝間着の胸元が……そ、その……」

「え？　何？」

「もういい！」

　アーヴィングは本を持って憤然と立ち上がる。

「アーヴィング？　どこに行くの？」

「自分の寝へ室やで寝る」

「え？」

　エディルレーヌは目を丸くした。

　普通、夫婦の寝室は扉で繋がっていて、閨事に至る時だけ夫が妻の寝室を訪れる。

　けれど幼くして夫婦になったエディルレーヌとアーヴィングは、『おやすみのキス』をして手を繋いで眠るのが常態になっていた。

「どうして？　あなた風が強い日は一人じゃ眠れないじゃない」

「子供扱いするなよ！」

　扉に向かっていたアーヴィングが、体を反転させると同時に大きな声で反論した。

　あまりに大きな声にエディルレーヌはびっくりして目を丸くする。

「子供扱いするなって言われても……」

　その発言こそが子供の発言に他ならないではないか。

　そもそも、アーヴィングはまだまだ子供だ。

　寝相が悪く、今でも寝台から転がり落ちて朝まで床で眠っていたり、突然夜中にエディルレーヌをきつく抱き締めて離さない時がある。怖い夢でも見たのだろう。そんな時、エディルレーヌは彼の頭を撫でて落ち着かせてやるのだ。

　アーヴィングは自らの主張がまさに子供じみていることに自分でも気づいていたらしい。

　唇を噛み締め、悔しげに顔を歪める。

「風が強くたって平気だ。おやすみのキスもいらない！」

　そう宣言するとアーヴィングは背を向け、今度こそ扉の向こうに行ってしまった。

　乱暴に閉められた扉を、エディルレーヌは唖然と見つめる。

（変なアーヴィング……）

　顔を真っ赤にさせて、一体何にあんなに怒っていたのだろう。

「子供、か」

　子供扱いされることに無性に苛立った時期があったことを、エディルレーヌも覚えている。今のアーヴィングは、あの頃のエディルレーヌと同じなのかもしれない。

（それなら悪いことをしちゃったわ……）

　アーヴィングがいつまでも八才の少年であるような気分で、エディルレーヌも彼にかまいすぎたような気もする。

　それが彼のプライドを傷つけてしまっていたのかもしれない。

　とりあえず、彼が一人で眠るというなら、それを邪魔するのはやめよう。

　エディルレーヌはそう思い、寝台に横になった。

　そして夜半。

　カタカタと、風が窓を鳴らす音に目をさます。

（アーヴィング……）

　彼が怖がってはいないかと心配になり、エディルレーヌは寝返りをうつ。

　けれど、そこにはアーヴィングの姿はなく、ただ何もない空間が存在するだけだった。

「……あ」

　そうだった。彼は自分の寝室で寝ると言ってこの部屋から出て行ったのだった。

「……」

　急に、寝台が広く感じた。

　幼い頃、母の訪れを待っていた心細さが蘇り、エディルレーヌは手を握りしめる。

「……寝なきゃ」

　こういう時は、眠るのが一番なのだ。

　掛布を引き寄せ、体を丸くする。

（眠らなきゃ……眠らなきゃ……）

　自分に言い聞かせるものの、一度去った眠気はなかなか戻ってきてくれない。

　しかも折悪く、窓を叩く風はどんどん強くなっていく。

　季節外れの夜の嵐に、心は怯えて弱気になる。

（……怖い）

　自覚してしまうと、もう駄目だ。

　暗闇に囚われ、エディルレーヌの体は身動きするのも難しい。

（アーヴィングに……）

　彼に助けを求めようか。怖いから傍にいてと、頼もうか。

　けれど、今までどんなに風が荒れて恐ろしい夜も、エディルレーヌは怖がるアーヴィングの前では平気な顔をしてきた。本当は自分も怯えていたくせに、年上だから、姉だからと、必死に自分に言い聞かせてきた。その『姉』としての矜持が、エディルレーヌに助けを求めることを許してくれない。

　第一、アーヴィングに助けを求めようにも、寝台からアーヴィングの寝室の扉までが、まるでエドワール山脈までの道のりのように遠く感じられる。とても辿りつけるとは思えなかったし、そもそも彼はエディルレーヌに対して腹をたてて出ていったのだ。エディルレーヌが扉の前まで行ったところで、迎え入れてはくれないかもしれない。

（アーヴィング……っ）

　エディルレーヌは、神に祈るようにその名前を心のなかで繰り返した。

（アーヴィング！　助けて！）

　その時、扉が嵐で吹き飛んだ……とエディルレーヌは思った。

　そのくらいの勢いで、扉が乱暴に開け放たれたのだ。

　エディルレーヌが驚き怯える間に寝台が大きく軋み、背中に温もりを感じる。

「……え？」

　瞬きながら、エディルレーヌは半身を起こす。

　さっきまで何もなかった空間に、アーヴィングがこちらに背中を向けて横たわっていた。

「……アーヴィング？」

「……」

　眠っているはずはないのに、アーヴィングは応えない。

　こちらを見ようとしないかたくなな様子に、エディルレーヌは小さく吹き出した。

「……何？」

　向こうを向いたまま、アーヴィングがぶっきらぼうに言う。

　エディルレーヌはクスクス笑いながら首を振った。

「ううん。何でもないの」

　子供扱いをするなと駄々をこねたのはついさっきなのに、アーヴィングはやはり風の音が怖くていてもたってもいられなかったらしい。

（やっぱり……）

　彼はまだ子供だ。

　エディルレーヌの、可愛い可愛い弟。

　再び横になり、エディルレーヌはアーヴィングの背中にぴったりとくっついた。

「大丈夫よ、アーヴィング。姉上が一緒にいるわ」

「……」

　アーヴィングは、やはり何も言わない。

　けれど彼の温もりにすっかり安心したエディルレーヌは、すぐに寝息をたて始める。




「……」

　アーヴィングは、ゆっくり身を起こした。

　眠るエディルレーヌを見下ろし、目を細める。

　その横顔は、少年のものとは思えないほどに大人びていた。

　嵐に怯える様子など、微塵もない。

「エディルレーヌ……」

　切なく小さく呼び、そして俯く。

　祈るように、嘆くように、長いこと彼はそうしていた。




　嵐が去った翌朝。

　エディルレーヌは小鳥の囀ずりに目をさました。

　傍らを見ると、昨夜はいたはずのアーヴィングがいない。

「……アーヴィング？」

　夢だったのだろうか。

　何となく不安になりあたりを探すと、ほどなく寝台のすぐ下の床に丸まった彼の姿を見つけた。

「もう……」

　ため息をつきつつ、エディルレーヌの頬は緩む。

『子供扱いするな』なんて、朝まで寝台で寝ることが出来てから言って欲しい。

　エディルレーヌは裸足で寝台から降りると、アーヴィングを揺り起こした。

「アーヴィング。ほら、起きて」

「……っ」

　小さく唸り、アーヴィングが瞼を開く。

　エディルレーヌお気に入りの青雛菊色の瞳が姿をあらわした。

「おはよう。アーヴィング」

「……おはよう。姉上」

　ニッコリと、アーヴィングは無邪気に笑う。まるで幼い子供が母親に甘えるように。

　最近見ることが出来なかったその笑顔に、エディルレーヌの心が歓喜に震える。

　突然涙があふれ、頬を滑り落ちた。

「エディルレーヌ!?」

　アーヴィングが驚いて飛び起きる。

「どうかした!?　どこか痛い!?」

　オロオロと心配する彼に、エディルレーヌは「ううん」と笑って見せた。

「嬉しくて」

「え？」

「最近、ずっとよそよそしかったでしょう？　だから……嬉しくて」

「……」

　アーヴィングが、そっとエディルレーヌに顔を寄せる。

　朝露のような涙が浮かぶ目尻を、彼は舌で舐め上げた。

「ッッッ!?」

　仰天して、エディルレーヌは身を引く。

「な、な、何をと、突然……っ」

　顔を真っ赤に染めて抗議するものの、アーヴィングは屈託なく笑うだけだ。

「拭くものがなかったから舐めちゃった」

　ニコニコとしか形容できない、まるで日向に咲いた花のような笑顔に、エディルレーヌは毒気を抜かれる。

　今の行為に、深い意味はないのだ。

「もう……」

　一瞬でも緊張した自分が逆に恥ずかしくて、エディルレーヌは髪を指に巻き付け閉口した。

　それをきっかけに、『反抗期』と思われたアーヴィングのよそよそしい態度は改まった。

　彼は以前のようにエディルレーヌに甘えてお菓子をねだり、教師による講義をさぼってバーグに追いかけ回され、お休みのキスを頬にしてエディルレーヌと並んで眠る。

　朝になると床に転がっているのも、相変わらずだ。

　そんな彼を見て、よかった、とエディルレーヌは安心した。

　これからも、今までと何も変わらない日々がずっとずっと続くに違いない。

　それはエディルレーヌにとって、昔話の『めでたしめでたし』だった。

　──エディルレーヌは知らなかった。

　アーヴィングが、いつまでも自分を子供扱いしてくる妻に苛立っていた理由にも、彼が自らの人生に遠からず襲ってくる影に怯え悩んでいたことにも。

　そして嵐の夜。アーヴィングが密かに抱いた決意にも──エディルレーヌは、何一つ、気づいてはいなかった。








　第三話　国王との夕食









　歴史学の講義を嫌がって逃げ回っていたアーヴィングは、結局その日一日をバーグとの鬼ごっこに費やしたらしい。

「逃げ切った！」

「く…っ負けた…っ！」

　誇らしげに胸を張るアーヴィングと、体力の限界を超えて床に膝をつくバーグの対比にエディルレーヌが苦笑いをしていると、ミーフェ付きの侍女が部屋を訪ねてきた。

「国王陛下と王妃陛下が夕食を一緒に、とのことでございます」

「お父様とお母様が？」

　エディルレーヌとアーヴィングは普段は二人で食事を摂るが、時折こうやって両親に食事に誘われる。

　断る理由も特になく、その日の夕食はエディルレーヌの父ロスイムと母ミーフェ、弟のウィセブとエディルレーヌ、アーヴィングで円卓を囲むことになった。

　国王であるロスイムは忙しく、家族が揃って食事をとることは珍しい。

（……何かあったのかしら？）

　エディルレーヌが抱いた小さな不安とは裏腹に、食事は和やかな談笑が絶えなかった。

「今度遠乗りに行こうよ義兄上！」

　最近一人で乗馬ができるようになったウィセブは、寝ても覚めても馬の話ばかりしている。

　昔、虫の話ばかりしていたアーヴィングを思いだし、エディルレーヌはひそかに口元を緩めた。

『男の子』という人種は一つのことに夢中になると、それ以外のことは見えなくなるのかもしれない。

　アーヴィングはウィセブの誘いに、大きく頷く。

「そうだね。どこか見晴らしのいい丘に行こうか」

「やったあ!!」

「よかったわね。ウィセブ」

　ウィセブが嬉しそうに手を叩き、そんな息子の姿にミーフェがやはり嬉しそうに目を細めた。

「ところで。アーヴィング」

　葡萄酒のはいった硝子の杯を置き、ロスイムがアーヴィングに声をかけた。

「歴史学は退屈かい？」

　穏やかに笑ってはいたが、ロスイムが纏っている空気が妙に冷たい。

　アーヴィングが歴史学の講義から逃げ出したことが、ロスイムの耳にはいったに違いないとエディルレーヌは直感した。

（大変だわ！）

　きっとロスイムはアーヴィングを叱りつけるつもりだ。

　可愛いアーヴィングを庇うべく、エディルレーヌは口をひらく。

「お、お父様。アーヴィングは……」

「君に訊いてはいないよ、エディルレーヌ」

　ロスイムにぴしりと撥ね付けられ、エディルレーヌは身を強張らせる。

　父親の厳しい一面を、成長したエディルレーヌは理解しつつあった。

　ロスイムは肘をつき、両手の指を絡める。

　そうして、やはり優しげに笑った。

「アーヴィング。答えなさい。歴史学は退屈かい？」

　アーヴィングは背を伸ばしたまま微動だにせずにいたが、ややあって短く答えた。

「……はい」

「歴史学だけではない。語学も地理も経済も、君は出された課題にも取り組まず、逃げ回ってばかりいるそうだね？」

「……」

　アーヴィングは答えない。

　エディルレーヌはオロオロと困り果て、何とかアーヴィングに助け船を出そうとする。

「お、お父様。あの、アーヴィングも反省しているから……」

「君にはウィセブと同じ最高の教師をつけてある。それでも退屈かい？」

　エディルレーヌの言葉を遮り、ロスイムがなおもアーヴィングに尋ねる。

　アーヴィングは目の前の銀の食器を見下ろしながら、静かに頷いた。

「……はい」

「そうか」

　ロスイムが、椅子に深く座り直す。

「では、教師達には処罰を与えよう」

　アーヴィングが、ぎょっと目を剥く。

　エディルレーヌも、驚いて言葉が出ない。

　ミーフェだけが、ロスイムに向かって身を乗り出した。

「どういうこと？　何故、教師達を罰するなど」

「退屈するような講義しか出来ない無能な教師は処罰されてしかるべきだろう？」

「か、『彼らは無能ではありません』！」

　アーヴィングが突然、声をあげて立ち上がった。

　エディルレーヌは驚いてそれを見上げる。アーヴィングが口にしたのは、彼の母国語でもエディルレーヌにとっての母国語でもなかったのだ。

　アーヴィングは少し緊張したような声音で、けれど大陸で公用語とされている言語を淀みなく操った。

「『彼らは優秀な教師です。処罰はどうぞ考え直してください』」

　ロスイムは微笑みを深くし、公用語で問い掛ける。

「『教師に問題はない？　それでは何故、君は講義から逃げ出すんだい？』」

「……それは」

　アーヴィングは口ごもった。そして、チラリとエディルレーヌを見る。

（……え？）

　アーヴィングの視線の意味がわからず、エディルレーヌは瞬いた。

　押し黙るアーヴィングに、ロスイムは少し考え込むふうだったが、ややあって口を開いた。

「まぁ、無理に言えとは言わないけれどね。教師達を罰されたくないなら、彼らが有能だと君が証明するしかないな」

「……僕が？」

「『五年前のラズリッツ地方では何がおこった』？」

　戸惑うアーヴィングにかまわず、ロスイムは大陸の北方で使われる言語でアーヴィングに尋ねる。

　アーヴィングの喉仏が、ゆっくりと上下した。

「……『農民が武装蜂起し領主の館をおそいました』」

　ロスイムが尋ねた言語で、アーヴィングは答える。

　アーヴィングの答えに、ロスイムは違う質問を投げ掛けた。また違う言語で。

「『その理由は？』」

「『冷夏の影響で農作物が……』」

　ロスイムと同じ言語で、アーヴィングはまた返す。

　アーヴィングとロスイムは、そんなやり取りを何度か繰り返した。

　ミーフェとウィセブは、ポカンと口を開けたままアーヴィングを見上げている。

　公用語の理解がやっとなミーフェとウィセブには、アーヴィングが何を話しているのか分からないようだ。

　エディルレーヌも言葉をききとるのが精一杯だった。

　ラズリッツ地方がどこなのかも、そこで何が起こったのかも分からない。

　けれどアーヴィングは、時々考え込みながらも、ただ解答するだけではなく自分の考えも折り込んでロスイムに答えていく。

　その姿はひどく立派で、彼の成長を目の当たりにしたエディルレーヌは、胸が熱くなる思いだった。

　エディルレーヌは胸を押さえる。

（……すごいわ……）

　いつの間に、アーヴィングはこんな様々な言語を身に付けたのだろう。

　歴史学も、『難しすぎて』とあんなに嫌がっていたのに。あれは嘘だったのだろうか。

「『では、最後に』」

　ロスイムは、アーヴィングの母国語であるメルバーナ語で話しかけた。

「『最近母国から何か報せはきたかい』？」

　その質問はそれまでの難しい内容の質問とはうってかわった簡単なものに思えて、エディルレーヌは拍子抜けした。

　何故ここで突然世間話が出てくるのだろう。

　けれどアーヴィングは、まるでとてつもない難題を突きつけられたかのように瞠目し、息を飲む。

（……アーヴィング？）

　愛しい弟の緊張した横顔に、エディルレーヌは不安になった。

　そっと、エディルレーヌは彼の手に、手を重ねる。

　すると、アーヴィングはびくりと一瞬体を震わせた。

　けれど自らの手を包むのがエディルレーヌの手だとすぐに分かったらしい。痛いほど強い力で握り返してきた。

「何もありません」

　アクロスティア語で、はっきりとアーヴィングは返す。

　ロスイムは満足げに笑った。

「ならいい。座りなさい」

「……」

　アーヴィングが黙って席につく。

「……すっごい!!　義兄上！」

　ウィセブが無邪気に声を上げ、張りつめていた部屋の空気がいっきに和んだ。

　ロスイムも、葡萄酒に手を伸ばしウィセブに同意する。

「大したものだ。教師達にはむしろ褒美をださなければならないね。ウィセブもアーヴィングを見習って励みなさい」

「はい!!」

「アーヴィング」

　娘婿を呼ぶロスイムの声は既に穏やかで優しいものだったが、アーヴィングは固い声で返事をした。

「はい。陛下」

「君には机に向かう教育はもう必要ないようだ。十八才になったことだし、御前会議に君の席を用意させるから、明日から出席するように」

　それを聞いて、エディルレーヌは目を輝かせた。

（アーヴィングが……御前会議に!?）

　御前会議とは、宰相や大臣など国の中枢を担う人間が集まり国王に政治事案を報告し、また指示を仰ぐ大切な会議だ。

　選ばれた少数の人間しか出席を許されないその場に席を賜るのは、大変な名誉。

　その名誉をアーヴィングが得ることに、エディルレーヌは有頂天になった。

（さすがお父様だわ！）

　国王なだけあり、ロスイムは人を見る目がある。

　これでアーヴィングを『アクロスティア国王の娘婿に相応しくない』などと言う不届き者を見返してやれるかもしれない。

　エディルレーヌはウキウキしながらアーヴィングを見上げた。

（よかったわね！　アーヴィング！）

　───けれど、当のアーヴィングは表情を硬くして、微かに唇を震わせていた。

　喜ぶどころか、怯えているように見える。

　畏まりながら、アーヴィングは小さく首を振った。

「僕には、まだ早すぎるかと思います」

「そんなことはない。直接政務に携わるのは先になるが、今からよく学んで、私やウィセブを支えていって欲しい」

「ですが……」

　あくまで固辞しようとするアーヴィングの言葉を、エディルレーヌは遮った。

「あなたなら大丈夫！　アーヴィング！」

　エディルレーヌはアーヴィングの手をとり、その目を見つめる。

「誰だって最初はあるものよ！　怖がらないで！」

「いや、エディルレーヌ」

　躊躇するアーヴィングを、エディルレーヌは勢いで捩じ伏せた。

「大丈夫！　私がついているわ！　ね!?」

「う、うん……」

　ぎこちなく、アーヴィングは頷く。

　その表情は浮かなかったが、エディルレーヌはあえて無視した。

　アーヴィングが成人王族として認められる第一歩なのだ。

　その一歩を踏み出すことにアーヴィングが臆しているのなら、その背中を押すのが姉……いや、妻としての役目である。

　二人の様子を見ていたミーフェが、フフ、と笑った。

「相変わらず仲がいいわね。どうして子供が出来ないのかしら」

　ガシャン、とアーヴィングの手元で銀の食器が鳴った。

　エディルレーヌは眉をひそめて夫を見やる。

「どうしたの？　アーヴィング」

「ああ、いや、ごめん。ちょっと手元が……」

「ねぇ？　エディルレーヌ？　子供はどうなの？」

　ミーフェから期待に満ち満ちた眼差しを向けられ、エディルレーヌはたじろいだ。

「どうなの、と言われても……」

　アーヴィングが『夫』であることは勿論覚えているが、エディルレーヌにとっては彼は『弟』だ。

　アーヴィングにとっても自分は『姉』以外の何者でもないだろう。

　その証拠に、同じ寝台に横になっているのにエディルレーヌとアーヴィングの間には未だに何もない。

（まだアーヴィングは子供なのよ）

　寝相が悪く、朝まで寝台で眠っていることすらも出来ないのだ。

　子供が子供をつくれるはずがない。

　実は、エディルレーヌはミーフェに何度もこのことを伝えている。『アーヴィングを愛しているけれど、それは弟として』と。

　けれど、どうにもミーフェにはうまく伝わらないのだ。

『アーヴィングはあなたの弟ではなく夫よ』『アーヴィングの身になってみなさい』『可哀想なアーヴィング……』。

　ミーフェは、いつもそう言って頭を抱えるが、正直エディルレーヌは今更アーヴィングと本当の夫婦になるなんて考えられなかった。

（別に、本当の夫婦にならなくてもかまわないじゃない）

　政略結婚で心の通わない相手と夫婦になって不幸な人生を送る人は多い。

　けれどエディルレーヌとアーヴィングはそうではない。

　少なくとも『姉』と『弟』として心は通じあっている。

　例え子供がいなくとも、アーヴィングとなら姉弟として二人仲良く年を重ねられる。

　それも幸せの形であるはずだ。

　だが、ミーフェには理解してもらえない。

「もう！　早く私に孫を見せてちょうだい！」

　円卓の下で、ミーフェは足をジタバタさせる。

　王妃になって久しいというのに、『暴れ馬』はまだ健在であるらしい。

　そこへ、意外な人物が口を挟んできた。

「赤ちゃんが欲しいなら、母上がうめば？」

　ウィセブが果物を咀嚼しながら無邪気に言う。

　息子の発言に、ミーフェは見るからにたじろいだ。

「え……」

「夫婦が仲良くしたら赤ちゃんがお腹にくるんでしょう？」

　葡萄酒を飲む父親に、ウィセブが向き直る。

「ねぇ、父上。ちゃんと母上と仲良くしてる？　仲良くするのが足りないから僕に弟がいないんじゃない？」

　息子からの不意打ちに、ロスイムが葡萄酒を霧のように噴き出し、激しく咳き込んだ。

「お、お父様！」

　エディルレーヌは慌てて立ち上がって父親にハンカチを渡した。

　アーヴィングも席を立ち、ロスイムの背中をさする。

「陛下、大丈夫ですか？」

「だ、大丈夫だ。ありがとう」

　けれど、まだロスイムの咳は止まらない。

　ミーフェは真っ赤になって息子を叱りつけた。

「ウィセブ！　何てこと言うの！」

「弟欲しいー」

「だからって……っ」

「いや、ミーフェ。ウィセブにも一理ある」

　ようやく復活したロスイムの不穏な言葉に、ミーフェが後ずさる。

「……え」

「ミーフェ」

　妻の手を掴まえ、ロスイムは引き寄せた。

「足りないのかもしれないね。仲良くするのが」

　かつて大陸一凛々しい王と呼ばれたロスイムの精悍な顔立ちは、四十を過ぎても衰えてはいなかった。むしろ大人の余裕を携えたその風貌には艶さえある。

　そんな夫に真摯に見上げられ、けれどミーフェは心ときめくどころか、青ざめた顔をブルブルと横に振った。

「じ、十分よ。本当に十分」

「ウィセブは弟が欲しいそうだよ？」

「息子をだしにするのはやめてちょうだい！」

　ミーフェは悲鳴のように反論する。

　政略結婚が当然とされる王族にあって珍しいことに恋愛を経て結婚したロスイムとミーフェは、誰もが羨むほどに仲睦まじい。

（だから、お母様には私とアーヴィングの関係が理解できないのかもしれないわ）

　それにしても、いちゃつくなら子供がいないところでやって欲しい。

　エディルレーヌは小さく嘆息すると、じゃれつく両親を興味津々とばかりに観察する実弟に声をかけた。

「ウィセブ。私とアーヴィングはもう下がるけど、あなたはどうする？」

「僕ももう寝る。父上と母上の邪魔しちゃ悪いもんね」

　ウィセブは訳知り顔で椅子から飛び降りた。

　一体彼はどこまで知っていて物を言っているのか。姉としては胸中複雑である。

「親に気をつかえるようになるなんてエディルレーヌもウィセブもすっかり大きくなって」

　しみじみと子供達の成長を実感するロスイムの腕から、ミーフェが逃れようと暴れている。

「ウィセブ！　子供が妙な気をつかうんじゃありません！」

「おやすみなさい、母上ー」

「ウィセブーっ!!」

　母親には目もくれず、さっさと扉から出ていくウィセブに、エディルレーヌとアーヴィングは互いに苦笑いを浮かべながら従った。





　　　＊　＊　＊






「……本当に弟ができたらどうしようかしら」

　白い寝間着に着替えたエディルレーヌは、鏡台の前で呟いた。

　早くにエディルレーヌを生んだミーフェは、まだ若くそして健康だ。彼女なら、あと一人や二人産めるのではないか。

「ねえ、どう思う？」

　アーヴィングを振り向くと、彼はいつものように寝台で枕を背もたれに本を読んでいた。

　就寝前の読書は、今も彼の日課だ。

　アーヴィングは本を閉じ、肩をすくめる。

「べつに？　何か問題？」

「だって、何だか恥ずかしいわ」

　二十一才も離れた弟妹なんて。

　エディルレーヌが口ごもると、アーヴィングは『そうかな』と首を傾げた。

「夫婦が愛し合って子供がうまれるんだ。恥ずかしいことなんて何もないよ」

　そう言うアーヴィングはどこか大人びた表情で、エディルレーヌはドキリと肩を揺らした。

（部屋が薄暗いからかしら……）

　何だか、アーヴィングが知らない人に見える。

（……十八才）

　夫婦になって十年。

　いつまでも子供だと思っていた彼の成長を今日目の当たりにし、エディルレーヌは少しばかり戸惑っていた。

「エディルレーヌ？　どうかした？」

　黙りこんだエディルレーヌを怪訝に思ったのか、アーヴィングが軽く眉を寄せる。

　エディルレーヌは椅子から立ち上がると寝台に腰掛け、アーヴィングににじり寄った。

「エディルレーヌ？」

「子供だと思っていたけれど、いつまでもそうじゃないんだなって……」

　やがてアーヴィングはエディルレーヌの助けや庇護など必要としなくなるだろう。

　立派な成人王族となるその姿を想像し、エディルレーヌはおかしなことに、少しばかり寂しくなってしまった。

　苦い薬を飲んだように、アーヴィングは口を引き結ぶとエディルレーヌから目をそらす。

「別に、ちょっと陛下の質問に答えられただけじゃないか」

「でも、言葉の発音もすごく自然だったわ。私が知らないところで、とっても努力したんでしょう？」

　エディルレーヌは破顔し、アーヴィングの頭を撫でた。

「偉いわ、アーヴィング」

「……」

　されるままになっていたアーヴィングが、手に持っていた本を置いた。

「じゃあ、褒美をくれる？」

「褒美？」

　小首を傾げたエディルレーヌの腕を、アーヴィングが強く引いた。

　白い敷布の上にエディルレーヌの金髪が波打ち、仰向けに倒れたエディルレーヌに重なるようにアーヴィングがのし掛かる。

「アーヴィング？」

　エディルレーヌは、瞬きを忘れてアーヴィングを見上げた。

　夜の影が、またアーヴィングを知らない男にしてしまっている。

　紫の目だけが、梟の目のように影の中で揺らめいた。

「アーヴィング？　どうしたの？」

「……が欲しい」

　褒美の話らしいが、掠れてよく聞き取れない。

　エディルレーヌは困って訊き返した。

「何？　何が欲しいの？」

「キスが欲しい」

　今度ははっきりと、アーヴィングは答えた。

　まっすぐ、エディルレーヌを見つめながら。

　エディルレーヌは、目を見開いた。

（キス？）

　なんだ。

　褒美というから、新しい馬だとか本だとかを想像していたのに、そんなものでいいのか。

（欲がないのね）

　おやすみのキスなら、いつもしてるのに。

「いいわよ」

　エディルレーヌはアーヴィングの首に両腕を回し、彼の頬に口づけた。

「……」

「おやすみ。アーヴィング。寝台から落ちないように気を付けてね」

　エディルレーヌは唖然とするアーヴィングにかまわず上掛けを引き寄せると、欠伸をして瞼を閉じた。

　今日もよく眠れそうだ。

　明日はアーヴィングが初めて御前会議に出席する記念日。

　女であるエディルレーヌは御前会議に席を賜ることはないが、隣室から様子を窺うことはできるはずだ。

　立派に振る舞うアーヴィングの姿を想像し、エディルレーヌはワクワクと胸を高鳴らせながら眠りについた。
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　規則正しい寝息が聞こえ始めるのに、それほど時間はかからなかった。

　寝るとなると、エディルレーヌは早いのだ。

　金色の長い睫毛が呼吸と共に小さく上下するのを、アーヴィングは沈痛な面持ちで眺める。──あの状況で頬への口づけ一つだけなんて。

「まぁ、口にされても歯止めが利かなくなるから困るけど……」

　鉛のような重いため息を吐き出したが、アーヴィングの胸のつかえはとれない。

「…………」

　眠るエディルレーヌの輝くような金髪を一掬いし、アーヴィングは口付けた。

「いくらなんでも、毎日毎日寝台から落ちるわけないじゃないか」

　けれど、それはエディルレーヌの耳には届かない。

　彼女はすでに深い眠りの底にいる。

　その美しい寝顔をアーヴィングは暫く眺めていたが『[image: ]ー……』と頭をかきむしった。

　それから足元に丸まっていた自分用の上掛けを引き寄せ、小机の上の燭台の灯りを吹き消す。

　暗い視界のなかでアーヴィングは静かに寝台から降り、すぐ横の床に寝そべった。








　第四話　泥だらけの公子









　アーヴィングが初めて御前会議に出席する朝。

　エディルレーヌは、例によって寝台の下で丸くなって眠っているアーヴィングを引っ張り起こすと、顔を洗わせ、鳥の巣のように乱れた髪を丁寧に整えてやった。

　白い下衣シャツの釦をとめながら、アーヴィングは欠伸を噛み殺す。

「エディルレーヌ。どうしてそんなに張り切ってるの？」

「今日張り切らないでいつ張り切るというの!?」

　エディルレーヌはアーヴィングを振り返らずに言った。彼が今日着るべき服を選ぶのに忙しいのだ。

　今日はアーヴィングが公的な場所で政務を行う初めての日。

　ただの見栄と言われればそれまでだが、アーヴィングを立派にしたててから送り出してやりたいのが親心である。

　侍女達に袖無しの中衣ベストを持って並ばせ、自らの手に持つ藍鉄色の上衣コートと熱心に見比べる。

「このコートに合わせるベストは……」

「いつもあわせてるベストでいいじゃないか」

「待って！　やっぱり正装にしましょう！」

　金糸で飾りをつけた赤い軍服。

　アーヴィングは気に入っていないようだが、あれを着たアーヴィングは大層見栄えがいい。

　名案だと手を打ったエディルレーヌの横で、アーヴィングが顔をひきつらせた。

「勘弁してよ！　あんな重くて窮屈な服！　いつもと一緒でいいよ！」

「いつもと一緒じゃダメなの！」

「いいからかして！」

　アーヴィングはエディルレーヌと侍女からそれぞれ衣装をひったくると、それを大急ぎで着込んでしまった。

　彼の高い上背を見上げ、エディルレーヌは頬を膨らませる。

（もう……！）

　アーヴィングを目も覚めるような立派な若者にしたてて、折々にアーヴィングを見下す輩を驚かせてやりたかったのに。

（でも……）

　改めて見ると、アーヴィングは本当に立派になった。

　負けん気の強さをあらわすようなつり目がちの目元だけは昔のまま、顔立ちは凛々しく整い、広い背中が男らしい。

　いつも適当な軽装をしているアーヴィングは、上衣を着てキチンと釦をとめているだけで大層立派な若者に見える。

「ある意味、得してるのかしら」

　首を傾げるエディルレーヌに、アーヴィングが手首の釦を止めながら目を瞬かせた。

「得？　何のこと？」

「今日はあなたがとっても素敵に見えるって意味よ」

　エディルレーヌが満足げに微笑むと、アーヴィングの耳が微かに赤く染まる。

「何？　いきなり」

「私も控えの間で傍聴するわ。頑張ってね」

　陰ながら彼を応援するのが楽しみだ。

　けれど、アーヴィングは小さく顔をしかめた。

「いいよ。来なくて」

「行きたいのよ」

「恥ずかしいから来ないでよ」

「でも」

「妻を伴って会議に行くなんて、聞いたことがない」

「……」

　確かに。

　会議を傍聴するのは、会議に席を賜れない下位の文官や書記官、不測の事態に備える騎士達ばかり。

　そこへエディルレーヌがあらわれてアーヴィングの応援など始めては、恥をかくのはアーヴィングだ。

　エディルレーヌはしょんぼり肩を落とした。

「わかったわ。ここで待ってる」

「うん。そうして」

「しっかりね」

　エディルレーヌはアーヴィングに寄り添うと、彼の首もとのネッカチーフを整えるために手を伸ばした。

　その手を、アーヴィングがとる。

「アーヴィング？」

「……」

　アーヴィングは、エディルレーヌの爪の先に軽いキスをしてから、自らの頬にエディルレーヌの掌を押し付けた。

　じわりと、アーヴィングの頬の温もりがエディルレーヌの掌に広がる。

「どうしたの？　甘えたりなんかして」

　エディルレーヌはアーヴィングの表情を窺うように微笑んだ。

　彼がこんなふうに甘えるのは珍しい。

「ううん。別に」

　返ってきた微笑みは、どこか元気がない。

　やはり心細いのではないだろうかと、エディルレーヌは心配になった。

「アーヴィング。私……」

　やっぱり控えの間までついていきたい。

　そう口にする前に、アーヴィングの手はエディルレーヌから離れ、彼は一歩下がった。

「じゃあ、行ってきます」

　屈託ない、いつもの笑顔。

「行こうか。バーグ」

「はい」

　控えていたバーグに声をかけ、アーヴィングは部屋から出ていった。

　その背中を見送るエディルレーヌの胸に、妙な不安が灯る。

　そして、その不安は的中した。

　御前会議が始まる定刻を、半刻ほど過ぎた頃。

　エディルレーヌは自室でレースを編んでいた。

「ああ、まただわ」

　溜め息をつき、エディルレーヌは円卓にレース糸と編み針を放りだす。

　アーヴィングのことが気になり、編み目を数え間違えてばかりだ。

　こんなことなら、やはり会議を覗き見しに行ってしまおうか。

（でもアーヴィングは嫌がっていたし……）

　悩ましいところである。

　エディルレーヌが美しいその顔をしかめて悩んでいると、侍女が部屋に飛び込んできた。

「た、大変ですエディルレーヌ様！　アーヴィング公子殿下が！」

　エディルレーヌは瞠目して立ち上がる。

　あまりに勢いよく立ち上がったので、座っていた椅子が弾みで床に倒れた。

「アーヴィングがどうしたの!?」

　まさか緊張のあまり倒れたのだろうか。

　それとも、暗殺者があらわれて大怪我をしたのだろうか。

　侍女は、まごまごと口を動かした。

「そ、それが。いらっしゃらないそうなんです！」

「え？」

「御前会議にいらっしゃらないんです！　それなので会議を始められず……」

　エディルレーヌは暖炉の上にある置時計を振り返った。

　何度見直しても、会議の開始刻限はとっくに過ぎている。

「……っ」

　豪奢なドレスの裾をたくし上げ、エディルレーヌは走り出した。
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　結果から言えば、アーヴィングは王宮の裏庭にいた。

　そこで下働きの子供達を集めて、雪合戦ならぬ泥合戦をしていたのだ。

『アーヴィング殿下!?　何をなさってらっしゃるんですか!?』

　子供達に混じって泥だらけになっているアーヴィングを見つけ、バーグが血相をかえて叫ぶ。バーグは御前会議に向かう途中でアーヴィングに撒かれ、その姿を探して王宮中を駆けずり回っていたらしい。

　バーグに見つかったアーヴィングは、慌てるどころか子供達と『敵襲だ！』と、バーグに泥を投げつけたそうだ。

　しばらくは防戦一方だったバーグだが、やがて堪忍袋の緒が切れた。

『泥を投げさせて私に敵うとお思いか!?』

『おおっ！』

『きゃー！』

『あはははっ！』

　バーグも参戦し、あたりは大騒ぎになった。

　そしてそこに、やはりアーヴィングを探していた宰相の秘書官があらわれた。

『アーヴィング公子殿下!?』

　惨状に目を剥く秘書官が、泥団子の餌食となったのは言うまでもない。

　騒ぎに気付いて集まってきた侍女や侍従達までもが泥合戦の被害者となり、ほうほうのていで逃げ出すところへ、エディルレーヌは駆けつけた。

「アーヴィング!?」

　エディルレーヌは半ば悲鳴のように、年下の夫の名を叫んだ。

　上衣コートと長靴ブーツを脱ぎ捨てて、衣服の手足を捲り上げた泥だらけのアーヴィングは、誇り高い王族には到底見えない。

　朝、エディルレーヌが整えたはずの髪も乱れに乱れて泥に汚れている。

　アーヴィングはすぐにエディルレーヌに気がつき、楽しげに笑った。

「エディルレーヌ！　エディルレーヌもやる？」

　のんきに泥団子を差し出してきたアーヴィングに、エディルレーヌは慄おののいた。

「一体どういうことなの!?　あなた、会議は……」

「静まれ！」

　国王の秘書官の声が、あたりに響く。

「国王陛下のお越しだ！　控えよ！」

　見れば、回廊からこちらに向かってくるロスイムの姿が見える。

　泥合戦に夢中になっていた子供達も、さすがに表情を変えた。

　バーグをはじめ、居合わせた者達も慌ててその場に跪く。

　立っているのは国王を除けば、立礼を許されている王族のエディルレーヌと、その夫のアーヴィングだけだ。

「エディルレーヌ」

　ロスイムが、柔らかく笑う。

「お父様」

　エディルレーヌは軽く膝を折って、国王である父親に敬意をしめした。

「夫が申し訳ごさいません」

　身が縮む思いでエディルレーヌが謝ると、はは、とロスイムは軽く笑った。

「さて、アーヴィング？」

　ロスイムは視線を巡らし、泥のなかに佇むアーヴィングを捉えた。

「はい。陛下」

　アーヴィングは悪びれもせずにニッコリと笑って返事をすると、胸に右手をあて頭を垂らす。

「このようなところにわざわざお出ましとは、どうなさったのです？」

「どうしたもこうしたも、せっかく娘婿の席を御前会議に設けたのに、本人がいくら待ってもあらわれないものでね」

　ロスイムがおどけたように肩を竦めると、アーヴィングは目をまん丸にした。

「ああ！　申し訳ごさいません！　すっかり会議のことを忘れていました！」

　さも今思い出したと言うふうにアーヴィングが手を打つと、ロスイムの傍に控えていた宰相が渋面で声を上げる。

「忘れていた!?　国の大事を左右する重要な会議を忘れていたなど！」

　ヒソヒソと、人々が囁きあった。

「何て責任感のない……まるで子供だ」

「定められたことを平気で反故にするあたりが、さすがメルバーナの王子と言ったところか」

　ピクリと、エディルレーヌは耳をそばだてる。

『定められたことを平気で反故にするあたりが、さすがメルバーナの王子』……。

（どういうこと？）

　アーヴィングの母国であるメルバーナが、アクロスティアとの約束を破ったということだろうか。

　エディルレーヌとアーヴィングの結婚に際し、アクロスティアとメルバーナ両国との間では幾つかの条約が結ばれた。

　そのなかでも最も重要とされた条約が『ザダ王国の不可侵条約』だ。

　ザダ王国はアクロスティア、メルバーナの両国と国境を接する小国だ。国土は小さいものの豊かな金鉱を有しており、アクロスティアは古くからこの国の同盟国として、金と交換にその独立性を軍事面から援助してきた。

　その関係にメルバーナが横槍をいれてきたのは、エディルレーヌが生まれた直後だったという。

　金鉱を目的としてザダ進攻を始めたメルバーナとアクロスティアの間では、長きに渡り小さい武力衝突が頻発。

　国境付近は常に緊張状態が続いていたのだが、これに終止符を打ったのがエディルレーヌとアーヴィングの結婚である。

　二人が結婚し、アクロスティア、メルバーナ両国がとりあえずの和平を結んで以来十年。

　両国の関係はすこぶる良好とまではいかなかったが、とりあえずは表だった争いは起きていない。

　けれど、その関係に亀裂がはいったというのだろうか。

　エディルレーヌが不安に思案を巡らせる間にも、宰相はアーヴィングを激しく糾弾する。

「あなたのせいで今日の議題は先送りになるのですよ!?　それが今後どのように国に影響するか！　神聖な国政を何だとお考えか!?　アーヴィング公子！」

「本当に申し訳ありません……でも」

　反省している様子などまったく見せず、アーヴィングは笑顔を見せた。

「別に僕のことなど気にせず、会議を始めてくださってよかったのに」

「……はい？」

「会議に出たところで、僕に議案の内容が理解出来るはずありませんから」

　あはは、と、楽しげにアーヴィングは笑った。

　その様子を見ていた誰もが、呆れて口が塞がらないというふうに顔をしかめる。

「情けない」

「あれがアクロスティア国王の娘婿など……我が国の恥だ」

「エディルレーヌ様がおかわいそうだわ。あんな愚鈍の輩が夫など」

　囁きに、メルバーナの動向を案じていたエディルレーヌは我に返る。

（愚鈍の……輩ですって!?）

　瞬時にエディルレーヌの中で怒りが燃え上がり、火柱を噴いた。

「私の夫を悪く言うのは許しません!!」

　怒りに手を震わせ叫んだエディルレーヌの姿に、誰もが驚いて動きを止める。

　彼らにとって、エディルレーヌはたおやかでいつも静かに微笑む麗しい王女殿下だった。

　けれどエディルレーヌの体には、『暴れ馬』と呼ばれた母親の血が確かに流れていた。アーヴィングを悪く言われ、その血が激昂したのだ。

　ロスイムは娘の剣幕を面白そうに横目に眺めていたが、アーヴィングは驚いたのか目を見開いている。

　彼にとっても、エディルレーヌはどちらかと言えば物静かな女性だったのだろう。

　エディルレーヌのなかに隠れていた、たぎるように情熱的な一面に、アーヴィングは大いに戸惑っていた。

「エディルレーヌ……」

「……馬鹿っ！」

　エディルレーヌはアーヴィングを一睨みすると、怒りに身を任せて彼に背を向けた。

　そして父親に軽く会釈し、足早にその場を後にする。

　苛立ちが、まるで炎のようにエディルレーヌ自身をも焦がす。

　その熱をもてあまし、エディルレーヌは地を踏みしめる足に必要以上に力をこめた。

「エディルレーヌ！」

　アーヴィングが追いかけてくる。

　けれど、エディルレーヌは歩く足を止めようとはしなかった。

「エディルレーヌ！　待ってよ！」

　庭園の木立の中。エディルレーヌの行く手に、アーヴィングが立ち塞がる。

　国王や宰相相手でもヘラヘラしていたというのに、アーヴィングはひどく焦った様子で、その顔に余裕はない。彼にとってはどんなに権威がある人間であっても、エディルレーヌより重んじるべき相手ではないのだろう。

「エディルレーヌ！　ごめん、恥をかかせたことは謝るから……」

「そんなことで怒ってるんじゃないわ！」

　エディルレーヌは顔を真っ赤にして怒鳴った。

「……エディルレーヌ」

　アーヴィングは気圧されたように呟いた。その頬から、乾いた泥がポロリと落ちる。

　エディルレーヌは、アーヴィングを睨み付けた。

「私はあなたを恥だなんて思わない。あなたが泥だらけだろうと、議会をすっぽかそうと、例え王族らしからぬ言動をしようと、あなたが私の大切な人だということに変わりはないもの！」

「エディルレーヌ……」

　呆然と立ち尽くすアーヴィングに苛立ち、エディルレーヌは目尻に涙を浮かべる。

「私が怒っているのは、あなたが周りを呆れさせるためにわざと馬鹿げたことをしでかすからよ！」

　自分が何と罵られているか、アーヴィングが知らないわけがない。

『恥』『愚鈍の輩』。

　あんなふうに言われて、悔しくないのだろうか。

　フラフラしてばかりいると眉をひそめられるアーヴィングだが、彼はただ時間を無為に過ごしているわけではない。

　薪割りや水汲みなど下働きの者の仕事を身近で見てその仕事の苦労や意義を理解している。服装がだらしないため『公子らしくない』と呆れられてはいたが、少なくとも王宮の下働きの者達からはアーヴィングは敬われ、親しまれていた。

　寝る前に寝台で読んでいる本も、分類は多岐に渡るし、量も膨大なものだ。

　先日の夕食の時にロスイムの質問に淀みなく答えられたのも、教師達の話を聞いていないようできちんと聞いていたからに違いない。

　会った人、話したこと、読んだ本。

　すべてを自分のものとして彼は吸収している。

「どうして……どうして出来ないふりをするの？　どうして自分を貶めるような言動をするの？」

　エディルレーヌの頬を、涙が滑り落ちる。

　アーヴィングは罵られて然るべき人間ではない。

『恥』なんかではない。

『愚鈍』などではない。

　彼の成長に今まで気づかなかったエディルレーヌこそが愚か者だ。

　それなのに、彼が悪く言われるなんて──エディルレーヌは悔しくて悔しくてたまらなかった。

「失敗した」

　アーヴィングが心底後悔しているという様子で呟いたので、エディルレーヌは怪訝に思って顔を上げた。

「え？」

「泥だらけなせいで、君を抱き締められない」

　痛恨の極み、という様子でアーヴィングは天を仰ぐ。

　エディルレーヌはわけがわからない。

　どうしてこの状況で彼がエディルレーヌを抱き締めたがっているのか、あまりに理解が難しい。

「今私を抱き締める必要がある？」

「泣いている妻を慰めるのは夫の役目だろう？」

「誰のせいで泣いていると思っているの？」

「うん。俺のために怒ってくれてありがとう。エディルレーヌ」

　アーヴィングが笑った。

　嬉しそうに、照れくさそうに。

　その眩しい笑顔が、エディルレーヌからみるみる怒気を吸いとっていく。

（……悔しい）

　まだ怒っていたい。

　怒って喚いて、アーヴィングに行動を改めさせたい。

　それなのに彼の笑顔を見ると、もう外野が何を言おうがかまわない気がしてきてしまうのだ。

　アーヴィングが笑ってくれるなら、もうあとのことは些細なこと。

　そう思ってしまう自分を、エディルレーヌは恥じた。

　結局自分は目先のことにとらわれて、アーヴィングにとって本当に必要なことを見過ごしてしまっているのではないか。

「でも、エディルレーヌ」

　アーヴィングが、エディルレーヌに歩み寄る。

　そして、その額をエディルレーヌの白い額にコツンとぶつけた。

　あちこち泥だらけの彼にとって、エディルレーヌを汚さずに触れられる唯一の方法がそれだったらしい。

「僕は君が味方でいてさえくれればそれでいいんだ」

　祈るように目を伏せたアーヴィングの大人びた表情に、エディルレーヌは目を見張った。

　──ああ、本当にいつの間にこんな表情をするようになったのだろう。

「君の傍にいられるなら、僕はなんだってする」

　まるでエディルレーヌの傍にいるために、馬鹿げたことをしでかしているような言い方だった。

『平気で反故にするあたりが、さすがメルバーナの──……』。

　エディルレーヌの心臓が、不安に鳴いた。

　そっと、エディルレーヌはアーヴィングの首に手を回し、彼の体を抱き寄せる。

　エディルレーヌの行動に驚いたのか、アーヴィングは一瞬体を強張らせた。

「汚れるよ？」

「かまわないわ」

　そう言ってエディルレーヌが腕に力をこめると、アーヴィングはエディルレーヌの背中に回すかどうか迷っていたらしい手をおそるおそる動かし、エディルレーヌを抱き締めた。

「……」

「……」

　無言で、二人は互いの存在を確かめ合う。

　抱き締め合うのは、初めてではなかった。

　喜びを分かちあうために。

　寂しさを打ち消すために。

　喧嘩の仲直りに。

　今までに何度も何度も、日常の一部として二人は互いの温もりを分かち合ってきた。

　けれど今日の抱擁は、何かが今までと違う。

　互いに不安を抱えていることだけは感じていたが、それを打ち消す方法を、二人は共に知り得ない。

　離すまい、とエディルレーヌはアーヴィングの服を握り締める。

　今彼から離れたら、二度とアーヴィングを抱き締めることは叶わない。

　そんな強迫観念にエディルレーヌは襲われていた。

「アーヴィング……」

「今日は本当にごめん。ちょっと考えが足りなかったよ」

　囁いて、アーヴィングが身を起こす。

　仕方なく、エディルレーヌは彼を閉じ込めていた腕を緩めた。

「考えって？」

　エディルレーヌが尋ねると、アーヴィングはいつものように屈託なく口角を上げる。

「二度と君に恥をかかせはしないから、安心して」

「だから！　私は恥だなんて……」

「うん。わかってる」

　アーヴィングの指先が、エディルレーヌの頬を撫でた。

　その指の優しさに、何故かエディルレーヌの背筋が震える。

　甘く、蕩けるような痺れ。

（……何？）

　困惑するエディルレーヌに、アーヴィングは淡く微笑む。

「わかってるよ。エディルレーヌ」

「……」

　泥が、エディルレーヌの頬にアーヴィングの手形を残す。

　ドレスも泥だらけで、きっと侍女は悲鳴をあげて卒倒するだろう。

　二人とも早く湯を使って身を清めたほうがいい。

　けれど、アーヴィングから離れたくなかった。

　エディルレーヌがアーヴィングの筋ばった手に指を絡めると、彼は少し焦った顔を見せる。

「エ、エディルレーヌ？」

「少しこうしていて」

　上目使いに、エディルレーヌはアーヴィングを窺った。

「ダメ？　」

「ダメじゃ……ないけど……」

　口ごもる彼から視線をはずし、エディルレーヌはその肩にもたれかかった。

　そうすると、胸の奥で何かが蠢くのを感じる。

　何だろう、これは。

　エディルレーヌには、わからなかった。
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『二度と君に恥をかかせはしないから』

　その言葉どおり、翌日からアーヴィングはきちんと上衣を着て、時間通りに御前会議に出席するようになった。

　けれど会議の最中、彼は一度も発言をせず、質問をすることも挙手することもなく、ただ静かに席に座っているらしい。

　会議中のアーヴィングの様子が知りたくて尋ねたエディルレーヌに、バーグがそう教えてくれた。

「画期的な発言なんて高望みはしません。座っていてくださるだけで私は満足です」

　散々アーヴィングに手こずらされたバーグは、そう言って胸を撫で下ろしている。

「そう」

　頷いたものの、エディルレーヌはバーグのように安心はできなかった。

　アーヴィングの大人びた表情が瞼の裏にちらついてならない。

「けれど、やはり高貴なお血筋でしょうか。黙って座っているだけでも威厳があると言いますか、雰囲気が周囲と違うと言いますか……まぁ、私の贔屓目かもしれませんが」

　はは、とバーグは明るく笑っていたが、バーグが感じたものは彼以外の多くの人も感じているらしい。

　きちんとした身なりで背筋を伸ばし颯爽と歩くアーヴィングを、すれ違う誰もが振り返るようになった。

　侍女などはその凛々しい姿に頬を染めている。

　アーヴィングの変わりように、宰相や大臣達は何とも言えない顔をしているが、貴族達の間では『ようやく王族としての自覚が……』とアーヴィングを見直すような声もちらほらと上がっているらしい。

　大人になったのだ、と人々はアーヴィングを評する。

　けれどエディルレーヌは、それがいいことだとは思えなかった。

（アーヴィングは……）

　わざと今まで、愚鈍なふりをしていたのだ。

　どうしてなのか分からない。

　罵られ蔑まれても、そうする必要が彼にはあったのだ。

　それなのに、エディルレーヌに『恥をかかせない』ために、アーヴィングは『愚鈍』なふりを止めた。

　蝶が羽ばたくと、世界のどこかで嵐がおこると言う。

　何でもないような些細なことが、何に影響を及ぼすかは分からない。

　アーヴィングの『成長』が、一体世界のどこでどんな嵐を生むのか──。

　何かが歪んで軋む音がした気がして、エディルレーヌは固く目を閉じた。

　バーグのように『気のせいだ』と笑ってしまいたい。

　何もかもが思いすごしであって欲しい。

「エディルレーヌ！」

　椅子に座っていたエディルレーヌに、アーヴィングが背後から抱きついてきた。

　時計はいつの間にか御前会議が終わる時間を指している。

「アーヴィング。おかえりなさい」

「あーきちんとするのって疲れるー」

　エディルレーヌの頭に頬を寄せて甘えるアーヴィングは、以前のままの子供のような彼だ。

　そのことに、エディルレーヌは妙に安心することが出来た。

　寄りかかってくる体重を押し戻しながら、エディルレーヌは笑った。

「もう、アーヴィングったら、重いわ。お茶をいれてあげるからどいてちょうだい」

「焼き菓子は？」

「あるわよ」

「やったー！」

　無邪気に喜ぶアーヴィング。

　エディルレーヌは密かに、そして切に祈った。

　どうかこのまま、と。
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　アクロスティアが本格的に雨季にはいる頃。

　いつものように会議に行ったはずのアーヴィングが早々に部屋に帰ってきた。

「アーヴィング？」

　エディルレーヌはレースの編み針を円卓に置いて、アーヴィングに駆け寄った。体調でも悪いのか、アーヴィングの顔色が真っ青だったからだ。

「アーヴィング？　会議はどうしたの？」

「……来なくていいって」

「え？」

　低く、アーヴィングは言った。

「御前会議」

「……どういうこと？」

「メルバーナが……ザダに進攻したんだ」

　エディルレーヌは息を飲んだ。

　ザダへの不可侵条約は、エディルレーヌとアーヴィングが結婚する際にアクロスティアとメルバーナ間で取り決められた最も重要な約束事だ。

　その条約が破られた。

「……戦争になるの？」

　声が震えるのを、エディルレーヌは抑えられない。

　エディルレーヌのその声に、アーヴィングは我に返ったようだ。

　彼は急いで笑顔を取り繕い、明るい声でおどけてみせた。

「やだな！　そんなことあるわけないじゃないか！」

「でも……」

「ロスイム陛下が出兵はしないと仰っていたから、心配ないよ。アクロスティアにとってもメルバーナは今や重要な交易国の一つだからって。御前会議も周囲からの風当たりがつらいだろうから暫く休んだらどうかって気づかってくれただけだから」

「そう……」

「大丈夫だよ。エディルレーヌ」

　アーヴィングはエディルレーヌの手をとり、両手で包んでくれた。

「むしろ会議に出られなくなって嬉しいよ。会議中欠伸を噛み殺すのが大変だったんだ」

　彼が無理に笑っているのは明白だった。

　エディルレーヌを不安にさせないためにそうしているのだ。

　彼の気づかいを無駄にしてはいけないと、エディルレーヌもひきつりながらも唇に微笑みをのせた。

「そう……そうね。この際だもの。ゆっくりしましょう？」

「うん。晴れてきたし、散歩でもしない？」

「ええ。喜んで」

　二人は手を繋いだまま、雨上がりの庭に出ることにした。

　──アーヴィングの言う通り、従来であればザダの援軍要請にすぐさま対応してきたアクロスティアだったが、今回は動かなかった。

　アクロスティア宮廷では条約違反を理由としたメルバーナへの報復とザダ奪還のためにも出兵するべきだと主張する者も多かったが、国王ロスイムはその声に耳を傾けることはなく、メルバーナの王子であるアーヴィングの処遇について幽閉かあるいは公子の身分を剥奪すべきだとの声もあがったが、これにもロスイムは応じなかった。

　黙したまま、アクロスティア国王ロスイムはメルバーナの動向を見守り続ける。

　──まるで、何かを待っているかのように。
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　パタン、と本を閉じる音がして、エディルレーヌは顔を上げる。

　さっきまで窓辺に腰を下ろして本を読んでいたアーヴィングは、窓越しに降り続ける雨を見上げていた。

　御前会議への出席を差し止められた他には特に行動を制限されることもなかったアーヴィングだが、雨が続いていることもあり部屋に閉じこもりがちな毎日を送っている。

　例年になく長い雨季の殆どを、彼は本を読んで過ごしていた。

　黙って考え込むことが多くなったアーヴィングの姿を見ていると、エディルレーヌはつらくて仕方がない。

　難しい立場にいる彼を元気づけてやりたいが、エディルレーヌに出来ることは、彼の沈んだ様子になどまったく気づかないふりをすることだけだ。

「……お日様が恋しいわね」

　物憂げな横顔に話しかけると、アーヴィングはこちらを向いて笑顔を見せた。

「いや？　僕のお日様はエディルレーヌだから」

　茶化すアーヴィングに、エディルレーヌは小さく吹き出す。

「またそんな冗談言って」

「冗談じゃないよ。本気さ」

　アーヴィングは立ち上がると、エディルレーヌに歩み寄る。

「エディルレーヌ。僕に付き合って部屋にこもらなくてもいいんだよ？　昨日もお茶に誘われたのに断ってただろう？」

「いいのよ。正直に言うと、彼女とはあまり仲がいいわけじゃないの」

　エディルレーヌは首を竦めた。

　王女という立場柄、エディルレーヌは茶会や園遊会に誘われる機会が多い。けれど、そこに必ずしも友情があるわけではないのだ。

　昨日茶会に誘ってきた令嬢も、エディルレーヌ個人よりは『アクロスティアの王女』と仲良くしたいと、普段からあからさまだった。

　そんな令嬢の自尊心を満たしてあげるよりは、アーヴィングの傍でレースを編んでいた方がよっぽど有意義だ。

「そんなことより、今夜の舞踏会」

　エディルレーヌは立ち上がると、衣装部屋につづく扉を開けた。

　そこには色とりどりの美しい衣装が壁にかけられており、まるで春の花畑のようだった。

「どのドレスを着ればいいと思う？　まだ迷ってるの」

　手近なドレスを手に、エディルレーヌはため息をついた。

　どれもこれもお気に入りのドレスだったが、どれか一つを選ぶのがエディルレーヌはひどく苦手だった。

　衣装部屋の壁に背を預け、アーヴィングは腕を組む。

「何を着てもエディルレーヌは綺麗だよ」

「そんな適当に言わないで。あなたが頼りなのよ」

　エディルレーヌがむくれると、アーヴィングは首を振って笑った。

「適当じゃないよ。エディルレーヌは何を着ても似合うから、好きなものを着ればいい」

「……本当に？」

　エディルレーヌは疑いの目でアーヴィングを見やる。

　そんな目線を気にもせず、アーヴィングは自信満々に頷いた。

「本当。君は綺麗だよ」

「……」

　手放しで褒められて、悪い気はしない。

　けれど素直に賛辞を受けとるのが照れくさくて、エディルレーヌは口を尖らせた。

「アーヴィングったら。いつの間にか口が上手くなっちゃって……」

「悪いこと？　僕は妻を素直に誉め称えただけだよ？」

　アーヴィングはエディルレーヌの正面に回り込むと、びっくりするほど優しく微笑んだ。

「君が瞬きするたびに揚羽蝶が羽ばたくようで、僕はいつも目が離せない」

　蕩けそうな甘い言葉に、エディルレーヌは頬を染めた。

「……っか、からかわないで！　それに、虫に例えられても嬉しくないわ！」

「あはは、相変わらずだなあ」

　アーヴィングは、楽しそうに声を上げて笑った。
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　その夜の舞踏会は『長雨の退屈しのぎに』と王妃ミーフェが毎年雨季の時期に催しているもので、国王夫妻が臨席するものの堅苦しい挨拶や踊る順番も決められておらず、とにかく楽しむことを目的とした会だ。

　エディルレーヌはこの舞踏会を毎年とても楽しみにしていたのだが、今年はいつもと勝手が違った。

　すれ違う人々が、よそよそしく目をそらす。

　なかにはエディルレーヌには笑顔で丁寧な挨拶をするくせに、アーヴィングに対してはあからさまに態度の悪い男もいた。

「あなた、その態度は何……」

　一言文句を言ってやりたい。

　臨戦態勢のエディルレーヌを止めたのはアーヴィングだった。

「エディルレーヌ。いいから」

「でも」

「怒ってくれてありがとう」

　ニッコリと、アーヴィングは微笑んだ。

　アーヴィングにそう言われては、エディルレーヌは引き下がらざるを得ない。しぶしぶ、エディルレーヌは口を閉ざした。

（メルバーナ国王は何を考えているのかしら……！）

　エディルレーヌは苛立ちをアーヴィングの父親であるメルバーナ国王に向ける。

　ザダに進攻すれば、アクロスティアにおけるアーヴィングの立場が悪くなることなど分かりきっている。

　息子がつらい思いをするというのに、そうまでしてもメルバーナ国王はザダが欲しいのだろうか。

　エディルレーヌには理解できない。

「やっぱり、今日はやめましょう？　アーヴィング」

　エディルレーヌは、エスコートしてくれているアーヴィングの腕を引いた。

　アーヴィングは、不思議そうな顔で立ち止まる。

「どうして？」

「だって……」

　言葉にするのを躊躇っていると、アーヴィングはエディルレーヌの顔を覗きこんだ。

「僕のことは気にしなくていいよ。楽しみにしてた舞踏会だろう？」

「そうだけど」

　アーヴィングにつらい思いをさせてまで、参加したい催しではない。

「やっぱり部屋に戻……」

「エディルレーヌ！　アーヴィング！」

　エディルレーヌの背後から楽しげに声をかけてきたのは、王妃ミーフェだった。

「お母様」

「待ってたのよ！　さぁ、こっちにいらっしゃい！」

　少し酔っているのかミーフェはひどく上機嫌で、エディルレーヌとアーヴィングを否応なしに広間の上座へ連れていく。

「ああ、エディルレーヌ。アーヴィング。いいところへ来た」

　国王ロスイムは、大きめの椅子に足を組んで寛いでいた。ロスイムも妻同様に軽く酔っているらしい。いつもと変わりないように見えるが、どことなく朗らかだ。

　アーヴィングの気配がピリ、と微かに緊張したのを感じ、エディルレーヌは隣に立つ彼を見上げた。

　少し緊張した面持ちだったアーヴィングは、小さく息を吐き出した後、唇で緩やかに弧を描く。

「国王陛下並びに王妃陛下。お招きにあずかりまして参上いたしました」

　片手を胸にあて、アーヴィングは腰から真っ直ぐに頭を下げる。いつになく礼儀正しいお辞儀を見て、エディルレーヌも両親にむけて膝を軽く折った。

「ああ、堅苦しい挨拶はいいよ」

「そうそう。そういうのは抜きよ」

　ロスイムとミーフェは鷹揚に笑い、侍従が持ってきた椅子に座るようにエディルレーヌとアーヴィングに身振りで勧める。

　彼らのアーヴィングに対する様子は、メルバーナのザダ進攻前と変わらないように見えた。

（よかった……）

　ホッと、胸を撫で下ろす。

　アーヴィングが言っていたとおり、ロスイムはメルバーナをザダよりもアクロスティアにとって重要な国だと考えているのだろう。

　そうだとしたら、きっとアーヴィングを取り巻く環境も遠からず改善するはずだ。

「何を飲む？　アーヴィングもそろそろ葡萄酒に挑戦してみるかい？」

　傍らにあった葡萄酒の緑色の瓶を、ロスイムは自ら手にとりアーヴィングに促したが、アーヴィングは笑って固辞した。

「いえ、私は果実水で」

「そうよ、お父様。無理に飲まさないで。アーヴィングはまだ子供なんだから」

「子供ねえ」

　ロスイムは意味ありげにアーヴィングを眺める。

「君がエディルレーヌの気持ちを尊重して自分の牙を噛み砕いているのはある意味尊敬するけどね」

「……」

　笑顔のまま表情を固まらせたアーヴィングの隣で、エディルレーヌは首を傾げた。

「私の気持ち？　牙ってなんのこと？」

「何でもない！」

　アーヴィングが、座ったばかりの椅子から慌てて立ち上がる。

「踊ろう！　エディルレーヌ！」

「え？　でも」

「陛下！　失礼します！」

「ちょっと、アーヴィング！」

　アーヴィングに強引に引っ張られ、エディルレーヌは戸惑いながらも広間の中央へと向かった。




　連れだって踊りの輪に入って行く娘夫婦を見送り、ミーフェは怪訝に目を瞬かせた。

「何かしら突然……それで？　牙ってどういうこと？」

　葡萄酒を飲みながらミーフェが尋ねると、ロスイムは悪戯っぽく笑った。

「アーヴィングはエディルレーヌのことを大切にするいい夫だ、てことさ」

「……そんなこと知ってるわ。今更何？」

　夫の言葉の真意が分からず、ミーフェは眉をひそめる。

　そんな妻を見て、ロスイムは苦笑した。

『暴れ馬』と呼ばれたロスイムの妻は、昔から情に厚く義理堅い。恋に悩む友人の世話を焼いて、代わりに恋文を相手に渡しにくるような娘だった。

　本人はと言えば、自分に向けられる好意にすこぶる鈍い上に自身の感情の機微にも疎く、ロスイムは随分と彼女に手こずらされたものだ。

　母親のそういう鈍感なところは、エディルレーヌにそっくり受け継がれてしまったらしい。そっくり過ぎて、ロスイムは時々アーヴィングに申し訳なくなる。

　あの年頃で自制するのは本当に大変だろうに……。

　滑らかなゆっくりとした弦楽器の調べが、速い二拍子に切り替わる。

　エディルレーヌとアーヴィングが腕を組み、弾むような音楽に笑いながら身を任せているのが、ロスイムのいる上座からも見えた。

　その楽しそうな様子にミーフェが手拍子を送り、王妃にならうようにして会場のあちこちから手拍子が沸き起こった。

　メルバーナとの軋轢など誰もが忘れて音楽に興じる姿に、ロスイムは微笑みを深くする。

「本当に、いい婿をもらったな」

　低い呟きは、それゆえに誰の耳にも届かない。

「……本当に残念だ」

　ロスイムの目に、剣呑な光が宿る。

　怯えるように、燭台の火が揺れた。








　第五話　弟の裏切り









　壁際の長椅子に、尻餅をつくようにしてエディルレーヌは座り込んだ。

　調子にのって何曲も連続で踊ってしまったせいで、息も絶え絶えだ。

「大丈夫？　エディルレーヌ」

　心配げにエディルレーヌを気遣うアーヴィングは、同じだけ踊ったというのに汗一つかいていない。

「……どうしてそんなに元気なの？」

　性別の差か。それとも年齢か。

　とはいえ、彼はエディルレーヌより三歳若いだけのはずなのに。

　エディルレーヌに恨めしげに睨み付けられ、アーヴィングは笑った。

「趣味がレース編みのエディルレーヌと俺じゃ体力に差がついても仕方がないさ」

「昔は私の方が足が速かったのに……っ」

　悔しげにエディルレーヌが言うと、アーヴィングはわざとらしく渋面をつくる。

「それいつの話？　鬼ごっこで君をつかまえられなかったことはないはずだけど？」

「もう！　意地悪ね！」

「あはは！」

　渋面から一転して、アーヴィングは明るく笑う。

　最近あまり見ることができなかったその顔に、エディルレーヌは嬉しくなった。

　彼が自分の置かれた立場を一時でも忘れられたなら、本当によかった。

「喉がかわいただろう？　何かもらってくるよ」

　アーヴィングはそう言うと、エディルレーヌを残して飲み物が置いてある一角へ向かった。

　一人長椅子に座って、エディルレーヌは踊る人々を眺める。

　色とりどりのドレスが揺れるさまは、アーヴィングではないがまるで蝶のようだ。

「やあ、エディルレーヌ」

　かけられた声に、エディルレーヌは驚いて顔を上げた。

「まぁ……ネルソン」

「久しぶりだね」

　そう言って太く笑ったのは母方の従兄のネルソンである。

　エディルレーヌの背中に毛虫をいれてエディルレーヌの過剰なまでの虫嫌いの発端をつくった彼は、今や騎士団に在籍する立派な騎士だった。

　体格に恵まれ王妃の親戚筋ということもあり、将来を有望視される若者の一人だ。

　けれど、実はエディルレーヌは今も彼が少し苦手だった。

　ネルソンはエディルレーヌに妙になれなれしくて、会うと距離を詰めてこようとする。

　まるでエディルレーヌを値踏みするような彼のねっとりした目付きが、エディルレーヌは嫌でたまらなかった。

　いつもはアーヴィングが防波堤になってくれるのだが、今日はタイミングが悪く彼がいない。

（アーヴィング……）

　横目でエディルレーヌはアーヴィングを探したが、彼の姿を見つけることは出来なかった。

「一人でどうしたんだ？　気分が悪いのか？」

　ネルソンはエディルレーヌの隣に座ると、例によってエディルレーヌにすり寄るように話しかけてきた。

　酒の匂いに内心うんざりしながら、エディルレーヌはそっけなく答える。

「す、少し疲れただけよ」

「じゃあ静かなところに行こう」

　ネルソンは立ち上がると、エディルレーヌの腕を掴む。

「え？　ちょっ……ネルソン？」

「夜風にあたれば、すぐに酔いも醒めるさ」

「私酔ってるわけじゃ……」

　エディルレーヌは抵抗したが、ネルソンの腕力には敵わない。

　強引に引っ張られ、引きずられるようにしてエディルレーヌは露台に出た。

　広い露台は、星空の下で語り合う恋人達の指定席だ。

　すでに何組もの男女の影が親密そうに寄り添い合っていたが、そのなかの一組が周囲の目も気にせず熱く口づけを交わしている。

　舌を絡め、髪が乱れるのも気にせず、一心不乱に恋人の唇を求める姿にエディルレーヌは仰天し、顔を反らした。

「あ、あっちに行きましょう！」

「え？　あ、おい」

　自分を引っ張っていたネルソンの手を逆に引っ張るようにして、エディルレーヌは露台から庭へとつづく階段を駆け下りる。

　真っ暗な庭は音楽が漏れ聞こえていたが、人の気配はない。

（び、びっくりした……）

　あんなに近くで人の口づけを見たのは初めてだ。

　しかも、あんな……。

（あんなキス……初めて見たわ）

　熱くて、深い。

　まるで相手を貪るような、暴力的なくらいに激しい口づけ。

　エディルレーヌが知っているのは、アーヴィングと交わす『おやすみのキス』だけだ。

　優しく、頬に触れるだけの口づけ。

（あんな激しいキス……。恋人や夫婦は皆するものなのかしら？）

　男女の閨での営みは知識としては知っていたが、具体的なことをエディルレーヌはいまいち分かっていない。結婚が早すぎたことによる一種の弊害だ。

「なあ」

　ネルソンに腕を引かれ、エディルレーヌはそこに彼がいたことをようやく思い出した。

「あ、ごめんなさい。私……」

　引っ張り回したりして悪いことをしてしまった。

　謝ろうと振り返ったエディルレーヌは、ネルソンの顔が思っていた以上に近くにあったことに驚いて目を見開いた。

「え……!?」

「お前から誘ってくれるとはな」

　伸びてきた手に腕を掴まれ、引き寄せられる。

　抱き締められているとエディルレーヌが気づいた時には、ネルソンはエディルレーヌの小さな顎を掴み、唇を寄せようとしていた。

「いや!!」

　エディルレーヌは必死に顔を背け、ネルソンの胸を押し返す。

「何するの!?」

「何って、そういうつもりで俺をここに連れ込んだんだろう？」

　ネルソンはニヤニヤ笑いながらエディルレーヌの細い腰に腕を回す。

「分かってるよ。アーヴィングみたいなガキじゃ満足出来ないんだろ？」

　ネルソンの吐く酒臭い息が耳にかかり、エディルレーヌは戦慄した。

「ち、違……っ私は」

「焦らすなって」

「や……っ！　ア、アーヴィ……」

　助けを求める声すら恐怖で掠れてしまう。

　けれど──声は届いた。

　鈍い衝撃音とともにネルソンの体が傾ぎ、均衡を崩したエディルレーヌは芝生の上に倒れこむ。

　何事かと狼狽えるエディルレーヌのすぐ隣には、ネルソンが気を失って倒れていた。

「……え？」

　一体何が起こったのか、エディルレーヌには状況がわからない。

「何やってんの？」

　闇のなかで、人影が揺れる。

　それがアーヴィングだということはすぐにわかったが、彼の様子はいつもと違った。

「ア、アーヴィング？」

「どこに行ったかと探しまわれば……暗い庭で密会？」

　エディルレーヌを見下ろす紫の目は冬の湖のように冷酷だ。

　けれどその分厚い氷の下では、マグマのように熱い感情が渦巻いているのがエディルレーヌには見えた。

「……アーヴィング？」

　自らの声が震えていたことで、エディルレーヌは自分の体がアーヴィングに怯えていることに気がついた。

（怖……い）

　アーヴィングはいつもエディルレーヌに笑ってくれた。

　屈託なく、無邪気に。

　不機嫌そうにしていても、エディルレーヌが呼べば笑顔を見せてくれた。

　けれど今の彼はエディルレーヌを前にしているというのに、まるで雷雲を司る神のようだ。

　罪人を雷いかづちで打ち裁く、恐ろしい天なる神。

「……立って」

「え……」

　アーヴィングはエディルレーヌを少し乱暴に立たせて歩き出した。

　暗い庭を、奥へと進む。

「アーヴィング？　待っ……」

　アーヴィングがあまりに速く歩くためエディルレーヌは何度も転びかけた。アーヴィングはその度に支えてはくれるものの、足を緩めてはくれない。

「アーヴィング……っ」

「……」

　無言で庭を進むアーヴィングの表情は、よく見えない。

　エディルレーヌの腕を掴む指が食い込んで痛かったが、それを訴えることすら出来ないほどに、エディルレーヌは心底怯えていた。

　アーヴィングは怒っている。

　それは分かるが、なぜ彼が怒っているのかエディルレーヌは見当すらつけられない。

　硝子張りの温室が見えてきた。

　暗い庭で月明かりを受けて耀くそこは、まるで宝石のように光り輝いている。

　アーヴィングはやはり硝子でできている温室の扉を開くとエディルレーヌをなかに引き入れ、また扉を叩きつけるように閉めた。

　初めて入ったその場所を、エディルレーヌは怯えながらも見回す。

　ここは太陽光の熱を利用して、王宮で催される行事に飾る花を一年通して栽培している。今日の舞踏会で飾られていた花も、きっとここで育てられたものだろう。

　むせかえるような暑さと、花の香り。

　エディルレーヌは身を縮めた。

「ア、アーヴィング……こんなところに」

　何の用があるのかと尋ねるはずだったエディルレーヌは、突然アーヴィングに唇を塞がれた。

　押し付けられるように重なった唇は、驚くエディルレーヌの口をなぶるように抉じ開け、その隙間からヌルリと生暖かいものが侵入してくる。

「……っ!?」

　思わずエディルレーヌは身を引いたが、いつの間にか腰と頭の後ろにアーヴィングの手が回っており、逃れるどころか身を捩ることすら許されない。

「……っア、ヴ……ンッ」

　アーヴィングの舌が、エディルレーヌの口内を蹂躙する。

　奥へ奥へと何かを求めるような深い口づけに、エディルレーヌは呼吸もままならない。

　何とかアーヴィングの唇から逃れようと顔を反らすが、アーヴィングは執拗にエディルレーヌの唇を追いかけてくる。

「……っん」

「ディルレーヌ……っ」

　アーヴィングの掠れた声が微かに唇から漏れる。

「……レーヌ……っ」

「はっ……んん……っ」

　エディルレーヌは完全に取り乱していた。

　このままでは、鋭い牙が肌に突き立てられてしまう。

　白く細い無数の糸に絡めとられ、蜘蛛の牙にその美しい羽を食い千切られる蝶のように──。

　エディルレーヌの本能は、自衛のためにアーヴィングの唇に歯を立てた。

「……っ！」

　アーヴィングの腕から、わずかに力が抜ける。エディルレーヌはその隙をついてアーヴィングを突き飛ばし逃げ出した。

　けれど足に力が入らない。

　数歩も行かないうちにエディルレーヌは硝子の壁に体を預け、ずるずると膝から崩れ落ちる。

「……は。はあ、はあ」

　肩で、息をする。

　じわりと血の味がして、目に涙が滲んだ。

　肩越しに窺うと、アーヴィングは噛まれた傷口を確かめるように赤い舌で唇をペロリと舐めていた。

　青みがかった黒髪が月明かりに照らされて艶めき、紫の目は獲物であるエディルレーヌを逃すまいと獰猛な光をたたえている。

　壮絶なまでに蠱惑的な眼差し。

　エディルレーヌは震え上がった。

「や……」

　いやいや、とエディルレーヌは首をふる。

「ダメ。来ないで……っ」

　けれどアーヴィングは怯えるエディルレーヌに手を伸ばすと、無慈悲にも冷たい硝子の壁に押し付けた。そしてまた、エディルレーヌの唇を貪る。

　逃げるエディルレーヌの舌を、アーヴィングの舌はしつこくからめとろうとした。

　口の端から糸のように唾液が垂れ流れたが、それを拭う余裕などエディルレーヌには当然ない。

　身をすくめるエディルレーヌの体を、アーヴィングの大きな手が這う。

　撫でるように、何かを探すように。

「や、め……ア……ヴ」

　ドレスを脱がそうとしているのだと気づき、エディルレーヌは酸欠で朦朧としながらも、彼の手を必死に押さえつけようとした。

　だがアーヴィングの手はエディルレーヌの背後にドレスの紐を見つけ、それを一気に引きほどいてしまう。

「あぁ……っ」

　エディルレーヌが悲嘆に暮れる間もなく、アーヴィングはドレスの下に生まれた隙間に素早く手を差し込み、コルセットすら緩めてしまった。

　堅いコルセットに閉じ込められていたエディルレーヌの豊かな胸が解放され、はだけたドレスから零れ出る。

　弾むようなその膨らみに、アーヴィングが息を飲むように動きを止めた。

　けれど、やがて手を伸ばし、それに触れる。

「あ、っ」

　やわやわと感触を確かめるようにもまれ、エディルレーヌは羞恥に顔を赤らめる。

　胸を異性に触られるのは、もちろん初めてだった。

「エディルレーヌ……っ」

　切ない声で呼ばれ、エディルレーヌの心臓が疼く。

　そんな声で呼ぶのは卑怯だ。抵抗出来なくなってしまう。

　アーヴィングはエディルレーヌの乳房を、掬いあげて揉みしだいた。

「ん……っん」

　痛いような、くすぐったいような感触に、エディルレーヌは悶える。

　漏れる声を押さえようと右手の甲で自らの口を押さえたが、鼻から抜けるくぐもった声はむしろ艶を帯びて、聞くに耐えないものだった。

　左手はアーヴィングの肩を押しやろうと試みてはいたが、アーヴィングの指が胸の膨らみに柔らかく沈むたびに力が抜けて、もはや添えているだけの役立たずに過ぎない。

　耳孔と耳朶をアーヴィングの舌と唇でいたぶられ、胸の膨らみはアーヴィングの両の掌の中で可愛がられる。

　自分に起こっていることとは思えず、現実感が遠のいていく。

　夜の温室に響く慎みを失った嬌声も、自分のものとは思えない。

「は……あっ、ん……！」

　乳房の頂を指で潰され、エディルレーヌは息を呑んで仰け反った。

　腰にゾクゾクとした痺れが重く響く。

「エディルレーヌ」

　耳孔に息を吹きかけるように、アーヴィングが囁く。

「気持ちいい？」

「や、あ……ん……っ」

　エディルレーヌは身悶えた。

　疼くようなもどかしさ。

　その未知の感覚は、性的に未熟なエディルレーヌにとって恐怖でしかない。

　エディルレーヌはポロポロと涙を流した。

「ど、どうしっ……て？　何でこんな、ひどい……っ」

「……どうして？」

　啜り泣くエディルレーヌの言葉を冷たく繰り返しながら、アーヴィングはエディルレーヌの体をまさぐる。

「じゃあ訊くけど、どうして夫が妻に触れちゃいけないのさ」

「……ッアー……ヴィん……グ？」

「君は僕の妻だろう？」

「それ、はっ……っ」

　エディルレーヌはアーヴィングの妻だ。

　十年前に結婚した。

　けれど、二人は姉弟だったはずだ。

　エディルレーヌにとってアーヴィングは夫という名の弟であり、その弟にこんな淫らな行為をされるだなんて想像したこともない。

　アーヴィングはエディルレーヌのドレスの裾から手を忍び入れる。

「……っや、アーヴィング！」

　ドロワーズの端からアーヴィングの指が侵入したのを感じ、エディルレーヌは反射的に固く足を閉じた。

　けれどアーヴィングは強引に太股の重なりを掻き分ける。

「エディルレーヌ。僕は君の弟じゃない。君は僕の姉じゃない」

　その宣言に、エディルレーヌは瞠目した。

　同時に、アーヴィングの指がエディルレーヌの中心を撫で上げる。

「……っあ！　や、あっ」

　エディルレーヌは思わず腰を浮かせた。

　アーヴィングの指から逃れようとしたその行為はけれど逆効果で、アーヴィングの指の動きをむしろ容易にしてしまう。

　乳房への愛撫で滲んでいた蜜を指で花芯に塗りつけられ、突然走った鋭い快感にエディルレーヌは悲鳴を上げた。

「や!?　あぁ……っ！」

「少なくとも僕にとって君は、何年も前から『妻』だった」

　アーヴィングは淡々と告げると、胸を揉みしだいていた手でエディルレーヌの膝を抱え、強引に開かせた。

　広げた足の間に異性がいるという状況は、エディルレーヌの常識では耐えられない。

「いや！」

　エディルレーヌは抵抗して膝を閉じようとしたが、アーヴィングは許してくれなかった。

　それどころか、彼はドロワーズのなかにいれた指を上下に動かし始める。

「ひ!?　や……っん」

　アーヴィングの指が肉の芽をヌルヌルと撫で付ける。

「あぁ……っ！」

　腰の骨が溶けてしまいそうな愉悦が、エディルレーヌから抵抗する力を奪っていった。

「あっ……あぁ……っ」

「わかってるよ。君にとって僕は弟に過ぎないことは。だから……弟でいるつもりだった。ずっと」

　エディルレーヌの耳孔に舌をいれ、アーヴィングはそこを丹念に舐め上げる。

　底無しの快楽の沼に落ちる恐怖に、エディルレーヌはアーヴィングにしがみついた。

「アーヴィン……。はっ……ああ、んっ」

「ずっと、ずっと……ずっと弟として傍にいるつもりだったのに……」

　アーヴィングの中指が、くぷりとエディルレーヌの秘唇に潜り込む。

「……っ!?」

「あのバカのせいで……台無しだ」

　長い指が、生き物のようにエディルレーヌの狭いそこをグプグプと侵食していく。

「ひ……あ……ぁっ」

　根元まで埋め込まれた指の違和感に、エディルレーヌは耐えられずにすすり泣いた。

「や……アーヴィングやめてぇ」

「あぁ、エディルレーヌ」

　啄むようにキスをして、アーヴィングは謝った。

「ごめんね。本当はずっとこうしたかったんだ」

「っぁああ!?」

　指が、二本に増やされる。

　アーヴィングの太い指は、エディルレーヌの秘唇を広げるようにして、内側を擦り上げる。

「っぁあ！　アーヴィング……っ」

「ごめん、エディルレーヌ！」

　アーヴィングは涙を流すエディルレーヌの唇を、嵐のように奪う。

　またしても呼吸がままならなくなり、エディルレーヌは喘いだ。

　涙が止まらない。

　どうしてこんなことになってしまったのか。

　実の弟のように慈しんできたのに、こんな形で裏切られるなんて。

　心は引き裂かれそうに痛み、指に犯される下の唇もやがて涙を流し始める。

　嬉しそうに、アーヴィングが微笑んだ。

「聞こえる？　エディルレーヌ」

「うっ……何……？　あっぁ……ん」

　下着の中からくぐもった水音がする。

　グチョグチョと、蜜道が撹拌される音。

「ん……っあ」

　快楽に揉まれて涎で顎を濡らすエディルレーヌに、アーヴィングがうっとりとみとれている。

「すごく濡れてる……僕の指、気持ちいい？」

「は……っあぁ、んあッ……ん」

　頷くわけにはいかなかった。

　こんな淫らで一方的な行為、断じて認めるわけにはいかない。

　それなのに、アーヴィングだけでなくエディルレーヌの体までもが、エディルレーヌを裏切ろうとしている。

　三本に増やされたアーヴィングの指の抜き差しに、エディルレーヌの雌の巣は歓喜にひくつきはじめていたのだ。

「あっ、あぁっ……っ!!」

　熱が高まる。

　自分の体の奥で、媚肉がアーヴィングの指を締め付ける。

　淫らなうねりを、けれどエディルレーヌは止められない。

　揺れる乳房に、アーヴィングが唇を寄せた。

「やぁ……っああ、ん」

　起ち上がった先端を、アーヴィングの舌が転がす。

　生温かい濡れた感触は、エディルレーヌを急激に乱暴に、快楽の高みに押し上げていく。

「あっ、あっ、ああっ!!」

「エディルレーヌ……っエディルレーヌ！」

　エディルレーヌの体の昂りを感じたアーヴィングが、エディルレーヌを抱き締める。

「エディルレーヌ！」

「やあ……っああ！」

　指の動きが激しくなり、エディルレーヌはしがみつくものを求めてアーヴィングの頭を掻き抱いた。

　体の奥に蓄積されひくついていた疼きが、大きく白い濁流になって理性を押し流す。

「ひ、あああぁぁぁ……んっっ！」

　高い悲鳴をあげて、エディルレーヌは生まれて初めての絶頂を迎えた。

　内股が震え、足が突っ張る。

　瞬きすら忘れる強烈な快感に、見開いたエディルレーヌの瞳から涙が止めどなく流れた。

「あ…………あぁ……」

　波が、去っていく。

　それすらも心地よくて、エディルレーヌの体は小さくひくついた。

「エディルレーヌ……」

　アーヴィングが、エディルレーヌの額に額をコツンとぶつける。

「すごく綺麗だった……」

「……あ」

　アーヴィングの三本の指が、エディルレーヌの中をまたかきまぜ始める。

「や、やめてぇ……あ、アーヴィング……っ」

「でも、ここは欲しがってる」

「や、いや……」

「もう一回、俺の目を見てイって？」

「ひ、ああっ！　あ」

　卑怯者、とエディルレーヌはアーヴィングを罵りたかった。

　アーヴィングは知っているのだ。エディルレーヌが、アーヴィングのお願いに弱いことを、逆らえないことを。

「気持ちよくなって。エディルレーヌ」

　アーヴィングの優しい微笑みが、まるで悪魔のそれに見える。

　彼の言葉に導かれるように、体はまた熱に犯されていった。

　絶頂を学んだエディルレーヌの体は、再びその味を求めてアーヴィングの指を締め付ける。

　豊かな胸を揺らし、嬌声をあげ、エディルレーヌは快楽に酔う。

　やがて訪れた二度目の絶頂の後、エディルレーヌは絶望的な気持ちで、逃げるように意識を手放した。





　　　＊　＊　＊






　硝子の壁によりかかり、両足を淫らに開いたまま、エディルレーヌは意識を失っている。

　ドレスもドロワーズも大きく乱れ、ふくよかな乳房と白い太股が露わになっていた。

　左の靴下留めがほどけて、靴下が足首まで落ちている様子は、まるで霜で羽が萎れた蝶のようにあわれで、アーヴィングの情欲を掻き立てる。

　アーヴィングは、力が抜けたエディルレーヌの体を抱きしめた。

「ごめん。エディルレーヌ……」

　謝っても許されないことをしてしまった。

　けれど、どうしても自分を止められなかったのだ。

　ぐっしょりと濡れた温かい媚肉から指を引き抜く。

　中指と薬指の間で糸をひく透明な雌の蜜を、アーヴィングは愛しげに舐め上げた。

　甘ったるい、くぐもった香り。

　それを感じて、アーヴィングの脚衣の下の隆起が更に張り詰める。

　エディルレーヌが身に付けているレースをあしらった豪奢な下着を剥ぎ取って、彼女の泥濘ぬかるみを貫き揺さぶることができたらどんなにいいだろう。

　──けれど、それだけは駄目だ。絶対に。

　指で感じたエディルレーヌの隘路を思い、アーヴィングは熱く息を吐き出す。

　──十年前。

　出会ったその瞬間から、アーヴィングはエディルレーヌの虜だった。

　図鑑で見た揚羽蝶の美しい羽のような、緑がかった青い瞳。

『だって、蝶をよくよく見たら、お腹のあたりが芋虫みたいなんだもの』

　虫が嫌いだという彼女は、蝶も嫌いなのだと言う。

　おとぎ話から抜け出てきたような綺麗な容姿をしているくせに、頑固なまでに一貫している。彼女はきちんと物の本質を見ようとしているのだ。

　優しく、頑固で、実はアーヴィングに負けない寂しがり屋。

　そんな彼女に甘やかしてもらえることが嬉しくて嬉しくて、アーヴィングはわざと我儘を言ってエディルレーヌを困らせたこともある。

　夫婦というものが何なのかも分からないまま、アーヴィングはエディルレーヌに恋い焦がれた。

　姉への思慕が混じったその淡い恋は、アーヴィングの成長とともに強く明確になり、そして欲を纏う。

　瑞々しい果物のようなエディルレーヌの唇を、深く貪りたい。

　そう思い始めたのは、エディルレーヌの背丈に追い付いた頃だっただろうか。

　ぐっすりと眠るエディルレーヌの寝顔を見ると、体の奥が熱くなり眠れない。

　暴れ出しそうな肉欲からエディルレーヌを守るために、アーヴィングはエディルレーヌが眠るのを待って、寝台を抜け出し床で横になるようになった。

　朝になるとエディルレーヌが優しく起こしてくれる。『また落ちたの？』と。

　その清らかなまでに美しい微笑みにアーヴィングはいつも深い罪悪感に苛まれる。

　彼女は知らないのだ。

　アーヴィングが、白い寝間着の下に隠されたエディルレーヌの肢体を想像し、夜毎自分の手で果てていることを。

　アーヴィングは自らの脚衣を寛げ、中から熱くたぎる雄芯を取り出した。

　夢にまで見たエディルレーヌの身体に触れ、肉茎は今までになく興奮して今にもはち切れそうだ。

「……エディルレーヌ」

　アーヴィングの愛しい妻は、アーヴィングの囁きには応えない。

　目を閉じ頭を垂れたエディルレーヌの頬は、涙に濡れている。

　──きっと、ひどく傷ついただろう。

　慈しんでいた弟にこんな形で裏切られ、傷つき、混乱し、涙する彼女は痛々しく気の毒で、そして強烈にそそられた。

　力なく投げ出されたエディルレーヌの手を、アーヴィングはそっと取り上げる。そして白いその手に、自らの雄芯を握らせた。

「……っ」

　細く頼りない指の感触に、腰の奥がゾクゾクと震えた。

　エディルレーヌの手に自らの手を重ね、擦り上げる。

「はっ……」

　いつもの自慰とは違う興奮に、アーヴィングは呼吸を乱した。

　──弟でいるつもりだった。

　アーヴィングを弟として愛しているエディルレーヌのために。

　ずっとずっと弟でいるつもりだった。

　いつか、彼女のもとから去るだろうその日まで。

　それなのに、ネルソンがエディルレーヌに迫るその光景を目にした途端。

　瞬く間に燃え上がった嫉妬が、エディルレーヌへの恋心を押し止めていたアーヴィングの理性を焼き尽くしてしまった。

　後はもう、盲目なまでの恋情と醜悪な肉欲のなすがままだ。

　彼女の唇を貪り、乳房を弄び、指で擬似的な挿入を味わった。

　後悔していないと言えば嘘になる。

　きっとエディルレーヌは、アーヴィングを避けるようになるだろう。

　彼女の信頼と愛情を、アーヴィングは裏切ったのだ。

　エディルレーヌは、二度とアーヴィングに微笑んでくれはしまい。

　そう思うと、舌を噛みきりたいほどの後悔に襲われる。

　だが……。

　どうせ、そう長くは彼女の傍にはいられないのだ。

　それならば、ずっと押し殺してきた想いを遂げる、いい機会だったのだと言い訳する卑怯者が心の中でニタリと笑う。

　その卑怯者は、このままエディルレーヌを犯してしまえとアーヴィングをそそのかす。

　その美しい肢体に、自らの生を刻みつけろ、と。

　その甘美な誘惑から、アーヴィングは必死に耳を背けた。

「エディルレーヌ……っ！」

　首を傾け、エディルレーヌの唇を夢中で吸う。

　柔らかく、甘い唇。

　これだけでいい。

　自分には、これだけでも望外の僥倖だ。

　エディルレーヌの手ごと、自らの欲望を握り締める。

　醜いまでにひたむきで一途な恋は、白濁となって焦がれ続けた女ひ性との掌に注がれた。








　第六話　すれ違う心









　真っ白い世界。

　泣き声が聞こえる。

　そこにポツンと小さな子供の背中が見えた。

　あぁ、アーヴィング。

　嗚咽に震えるその背中をエディルレーヌは後ろから抱き締め慰める。

　泣かないで。私の愛しい弟。

　──エディルレーヌ……。

　聞こえたその声の低さに、エディルレーヌは驚き、目を見開く。

　エディルレーヌの腕の中で頭をもたげたその顔は、エディルレーヌが愛した弟のものではなかった。

　凛々しく整った目鼻立ち。引き締まった唇。

　青みがかった紫の瞳は艶を纏い、張り巡らされた糸の罠にかかった獲物を見つけたかのように煌めく。

　──僕は君の弟じゃない。君は僕の姉じゃない。

　武骨な指が、エディルレーヌの体の奥をかき混ぜる。

　エディルレーヌは、堪らず甘い悲鳴を上げた。

　──少なくとも僕にとって君は、何年も前から『妻』だった。

　淫情の波に、意識が蕩けていく。

　身体の感覚がすべて塗り替えられていくような恐怖に、エディルレーヌは啜り泣いた。

　やめて。

　お願い。

　怖いの。

　──……エディルレーヌ……っ！

　熱い息遣いの中から名を呼ぶ切ない声。

　その声に、エディルレーヌの心臓は震える。

　身体を弄ばれているというのに、本能は彼を抱き締めなければと訴えていた。

　──あぁ、アーヴィング。

　泣かないで。私の愛しい……。




　涙に濡れた視界に広がるのは、見慣れた天がいだった。

　天幕の隙間から、眩しい光が差し込んでいる。

「夢……？」

　ひどい悪夢だった。

　まるで知らない男性のように、エディルレーヌの唇を貪ったアーヴィング。

　淫らに喘いだ自分。

　身体を支配した快楽を思い出し、足の付け根の奥が潤むのを感じた。

「……っ」

　夢ではない。

　身体が、覚えている。

　ゆっくり、エディルレーヌは起き上がった。

　舞踏会のための華やかな装いはそのままだったが、胸元を締め付ける息苦しさがない。

（コルセットが……）

　緩められたままだ。

　ドレスは、かろうじて体を覆う程度にしか機能していない。

　肩からずり落ちる絹のドレスを、エディルレーヌは慌てて手で押さえる。

「私……」

　あれからどうしたのだろう。

　気を失って、それから何も覚えていない。

（アーヴィングがここまで運んでくれたのかしら？）

　そうとしか考えられなかった。

「……」

　エディルレーヌはおそるおそるドレスの裾をめくる。

　細い足腰は、繊細なレースで飾りたてられた白いドロワーズでかくされていた。

　ことに及ぶには、ドロワーズを脱ぐ必要がある。

　一度脱がされてからもう一度着せられた可能性はあるが、ドロワーズを締める紐の結び目を見たかぎりでは、その可能性は低いとエディルレーヌは思った。

　アーヴィングは幼い頃なかなか蝶結びが出来なかった。そのせいか、今でも蝶結びをすると結び目が歪になってしまうのだ。

　けれど、この結び目は侍女が結んでくれた時のままだ。

　つまり、アーヴィングはエディルレーヌのドロワーズを脱がさなかった。

　そう。エディルレーヌは処女のままなのだ。

「……どうして？」

　安堵よりも、戸惑いの方がより大きい。

　何故、アーヴィングは最後までしなかったのだろう。

　ずっとこうしたかった、と言っていたのに。

　指による擬似的挿入で満足したのだろうか。エディルレーヌが意識を失ったので興が冷めたのか。

（それとも……）

　寝室の扉が鳴り、エディルレーヌは反射的に掛布を引き寄せ、膝を抱え込む。

　足音が近づいてくる。

　天幕が、僅かに開かれた。

「……おはよう」

　逆光のなか、アーヴィングが儚く笑っている。

　その唇に小さな傷を見つけ、エディルレーヌは手を握り締めた。

　昨夜、エディルレーヌが噛んだ傷だ。

　やはり、夢ではなかったのだ。

「気分はどう？」

「……」

　何と答えたらいいかわからず、エディルレーヌは押し黙った。

　その様子に、アーヴィングは寂しげに目を細める。

「湯を用意してくれるように侍女に頼んだから、体を清めてすっきりするといいよ。昨夜は手を拭うしか出来なかったから」

「手？」

「ああ、いや。何でもない」

　決まりが悪そうに呟き、アーヴィングは俯いた。

　重苦しい沈黙に、エディルレーヌは眩暈がしそうだった。

　アーヴィングと二人でいることが、こんなに息苦しいなんて。

「……寝室を、分けよう」

　沈黙の末にアーヴィングが絞り出した話に、エディルレーヌは固まった。

「え？」

　今まで、アーヴィングはエディルレーヌの寝室で眠っていた。

　彼専用の寝室が扉を一つ挟んだそこにあるのだが、幼くして結婚して以来、ずっと使われることはなかった。

「今夜から、各々の寝室で寝るようにしよう」

「で、でも」

　小さい声で、エディルレーヌは訴えた。

「お、お休みのキスは？　風が強い夜は？　どうするの？　あなた、一人で眠れる？」

　混乱するエディルレーヌの頭のなかを見透かしたように、アーヴィングが情けない顔で笑う。

「エディルレーヌ。もう、分かっただろう？」

　アーヴィングは寝台に片膝をつき、顔を寄せる。

　昨夜の凶暴な口づけを思いだし、エディルレーヌは思わず身を引いた。

　その様子を見て、アーヴィングは唇に触れるか触れないかの場所で止まり、悲しげに目を伏せる。

「僕はもう子供じゃないんだ」

　エディルレーヌの目頭が熱くなった。

　お前の可愛い弟は死んだのだと、そう言われたような気がしたのだ。

　アーヴィングを失いたくない。

　失ったと、認めたくない。

　エディルレーヌは涙を堪えて、必死に口を開いた。

「ど……して？」

「え？」

「どうして……だ、抱かなかった、の？　最後まで」

　エディルレーヌを姉だと思っているから。姉を犯すことに、罪悪感を抱いたから。

　だからエディルレーヌを抱かなかったのではないのか。

（アーヴィングは、間違えたんだわ）

　きっと彼は、姉への思慕と恋を混同したのだ。

　十八才の彼が異性の体に興味を持ってもおかしくない。

　身近にいたエディルレーヌに、間違えて欲情したとしてもおかしいことはないはずだ。

　その間違えの末にエディルレーヌの体を弄び、そして最後の最後で間違えに気づいたのなら……。

（そうだとしたら……）

　それなら、エディルレーヌはアーヴィングを許すことができる。

　まだ二人はやり直せる。

　姉と弟に戻れる。

　今までどおり、何もなかったように……。

　アーヴィングの、紫の瞳が揺れた。

「……愛してるから」

　姉として、と続くことをエディルレーヌは期待した。

　けれど、アーヴィングの唇はまたしてもエディルレーヌを裏切った。

「君を一人の女性として、妻として愛してるから」

「……っ」

　エディルレーヌの瞳から、涙があふれでる。

　否定のしようがない、愛の言葉。

　エディルレーヌは、弟を失ったのだ。

「……ごめんね。エディルレーヌ」

　アーヴィングは身を引き、寝台から降りると天幕を閉めた。

「愛して、ごめん」

　天幕を隔てた再度の謝罪の後に、アーヴィングの足音は遠ざかる。

　扉が開く音がして、やがて閉まった。

「……うっ」

　込み上げる嗚咽を、エディルレーヌは堪えることが出来なかった。

　その夜。

　宣言通り、アーヴィングはエディルレーヌの寝室を訪れなかった。

　広い寝台に一人で横たわり、エディルレーヌはぼんやりと宙を見つめる。

　風が、カタカタと窓硝子を揺らす。

　その音に、数年前の出来事をエディルレーヌは思い出した。

　子供扱いをするなと激高して寝室から出て行ったアーヴィングは、夜の嵐の訪れとともにエディルレーヌの横たわっていた寝台に帰ってきた。

　あの時は気づかなかったが、あれは嵐に怯えるエディルレーヌのために帰ってきてくれたのだ。

「アーヴィング……」

　いつの間に、彼は風の音を怖がらなくなったのだろう。

　かつて風がうなる音が怖いと泣きながらエディルレーヌにしがみついてきたアーヴィング。

『姉上ぇ、怖いよお』

『大丈夫よアーヴィング。大丈夫』

　抱き締め合って眠った幼い日々。

　本当はエディルレーヌ自身も風の音が怖かったのだが、抱き締めるアーヴィングの温もりに安心することが出来た。

　いつだって彼を守っているつもりで、けれど本当は彼に守られていたのかもしれない。

（……『姉上』って）

　そういえば、いつからアーヴィングはエディルレーヌを『姉上』と呼ばなくなっただろう。

　記憶を辿るが、思い出せなかった。

　身長を追い越された頃には、もう『エディルレーヌ』と呼ばれていた気がする。

　その頃には、アーヴィングはもうエディルレーヌを『女性として』見ていたということだろうか。

（……ずっと、姉弟ごっこに付き合ってくれたのね）

　エディルレーヌが、アーヴィングを弟として扱うから。

　だから彼は、ずっと弟でいてくれたのだ。

　ずっと、弟でいてくれるつもりだったのだ。

　自らの気持ちを捩じ伏せて。

『君を一人の女性として、妻として愛してるから』

　真摯な告白が耳に蘇り、エディルレーヌの心臓が切なく軋む。

『愛して、ごめん』

　目尻からこぼれた涙が、耳に伝う。

　エディルレーヌは目を閉じた。

「優しい子」

　アーヴィングを、嫌いになどなれない。

　なれるはずがない。

　でも──怖い。

　アーヴィングの紫の瞳が激情に染まり、その唇が艶を帯びると、エディルレーヌは逃げ出したくなる。

　怯えながら眠りについたエディルレーヌが見たのは、恐ろしい夢だった。

　悪夢のなかで、エディルレーヌはアーヴィングそっくりの、けれど別人のような男の腕の中にいる。

　青雛菊のような青みがかった紫の瞳で男はエディルレーヌを見下ろし、その鋭い牙が、エディルレーヌの柔らかな肉を裂く。骨をしゃぶる。

　恐怖にエディルレーヌは悲鳴をあげたが──その両腕は、自らの肌に牙をたてる男の首に、しっかり回されていた。
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　数日後。

　身支度を終えたエディルレーヌは、勇気を振り絞ってアーヴィングの部屋の前に立った。

　アーヴィングと話がしたかったのだ。

（でも……何を話せばいいのかしら）

　エディルレーヌには、この事態をどう打開すれば良いのかが分からない。

　エディルレーヌを『姉』として見てはいないアーヴィング。

　一方、エディルレーヌはアーヴィングを『弟』としか思えない。

　互いが互いを大切に想っているのに、双方報われないなんて悲しすぎる。

（どうすれば……）

　エディルレーヌの頭の中は混沌としていた。

「姉上？」

　ビクリと、エディルレーヌは肩を揺らして振り返った。

　乗馬用の上着を着たウィセブが、きょとんとした顔で見上げている。

「ウィセブ……」

　一瞬、アーヴィングに呼ばれたのかと思った。

（そんなはずないのに）

　アーヴィングはもうエディルレーヌより背が高い。

　エディルレーヌより手が大きくて、エディルレーヌよりずっと声が低い。

　彼は、もう子供じゃない。

（もう、弟じゃ……）

　目頭がじわりと熱くなり、エディルレーヌは慌てて瞬きを繰り返して涙を誤魔化した。

「ウィセブ。び、びっくりしたわ。どうしてこんなところに？」

　ウィセブが日常生活を送るのは、エディルレーヌやアーヴィングが寝起きする場所とは違う棟だ。彼がここにいるのは、とても珍しいことだった。

　ウィセブはあどけない顔を綻ばせる。

「晴れたから！」

「え？」

　言われて、エディルレーヌはようやく窓の外の天気に思い至る。

　青い空に、白い雲が気持ちよさそうに泳いでいた。

　この数日、窓の外を見る余裕すらなくしていたらしい。

「雨季がやっと終わったから遠乗りに行こうと思って！　ねぇ、義兄上？」

　ウィセブは、そう言って上半身を捻るようにして背後を見た。

　その視線の先に、アーヴィングが一人ポツンと立っていた。

　乗馬用の上着と黒い長靴。髪もきちんと整えた姿は、もうどこからどう見ても立派な若者だ。

　けれどその表情は、どこか影を帯びている。

「アーヴィング……」

　顔を会わせるのは、あの日、天幕越しに謝られて以来だ。

　寝室を分けたその日から、まるでそれが当然のように、アーヴィングは食事までエディルレーヌと別にとるようになっていた。

　ウィセブは首を傾げる。

「義兄上？　どうしたの？　こっちにおいでよ」

「ウィ、ウィセブ……っ」

　エディルレーヌは慌てた。

　まだアーヴィングと会う心の準備が出来ていない。

　それはアーヴィングも同じようだった。彼の紫の目は、エディルレーヌに近づくのが恐ろしいと語っている。

　けれど、彼は小さく長く息を吐き、一歩を踏み出した。エディルレーヌと、ウィセブに向けて。

　震える手で、エディルレーヌは胸を押さえる。

（怖い）

　そして同時に……。

（熱い。苦しい）

　体が熱くて、呼吸が苦しい。

　どうしてなのかは分からないが、アーヴィングの足音が近づくにつれて、心臓の高鳴りが大きくなっていく。

（何？　何なの？）

　エディルレーヌの頭のなかは、混乱してグチャグチャだ。

「……体は大丈夫？」

　アーヴィングの静かな声に、エディルレーヌは焦りながらも応えた。

「だ、大丈夫。もう……その……」

　火照る顔を、エディルレーヌは伏せることでアーヴィングから隠した。

「じゃあ姉上も行こうよ！」

　ウィセブの明るい提案に、エディルレーヌは困惑して顔を上げた。

「……え？」

「義兄上から聞いたよ？　姉上、具合が悪かったんでしょう？　でも良くなったなら一緒に遠乗りに行こうよ」

　ウィセブは、期待に満ちた目でエディルレーヌを見上げてくる。

「きっと綺麗な花が咲いているよ？　風が気持ちがいいよ？　ね？　一緒に行こう？」

「わ、私は……」

　エディルレーヌは困ってしまった。

　エディルレーヌは乗馬があまり得意ではない。これまで馬に乗る必要がある時は、いつもアーヴィングに背中から抱き締められるようにして同じ馬に乗っていた。

　けれど今、彼と同じ馬に乗る自信がない。

　どうしてなのか自分でも説明できないが、アーヴィングに近づくのが怖いのだ。

　それなのに、遠乗りなんてとても無理に決まっている。

「ウィセブ。エディルレーヌは来ないよ」

　アーヴィングの平坦な声に、エディルレーヌは目を見開く。

　ウィセブは、不満げに口を尖らせた。

「ええー？　何でえ？」

「エディルレーヌはまだ体が本調子じゃないし、それに……嫌なんじゃないかな」

「嫌？　遠乗りが？」

「んー……」

　曖昧にアーヴィングは言葉を濁して微笑む。

　彼は何を言おうとしたのだろう。

　エディルレーヌの耳に、アーヴィングの悲しげな声の幻聴が響く。

　──僕のことが。

　エディルレーヌは思わず大きく首を振った。

「い、嫌なんかじゃないわ！　行く！　私も遠乗りに行くわ！」

　アーヴィングが、目を見開く。

「え？」

「つ、連れていって！　アーヴィング！」

　エディルレーヌは、決死の思いでアーヴィングの腕にしがみついた。

（嫌じゃない）

　本当の本当に、嫌じゃないのだ。

　あんなことをされたのに、あんなふうに裏切られたのに、エディルレーヌはアーヴィングを嫌いになれない。憎めない。

　彼は今も、エディルレーヌにとって『大切』なのだ。

「やったー！　じゃあ早く行こう！」

　ウィセブは歓声をあげると軽い足取りで走り出し、先に行ってしまった。

「……」

「……」

　取り残されたエディルレーヌとアーヴィングは、目をあわせることもできずに途方に暮れる。

「帽子」

　アーヴィングが、ぼそりと言う。

　エディルレーヌはおそるおそる、目だけでアーヴィングを見上げた。

「え？　何？」

「帽子。天気がいいから、かぶらないと日焼けするよ？」

　エディルレーヌは日焼けすると肌が熱をもってしばらくヒリヒリするのだ。

「……ま、待っててくれる？」

　帽子を取りに行っている間に置いていかれてしまうのではと、エディルレーヌは心配になってアーヴィングに懇願した。

「先に行かないで」

「……うん」

「絶対よ？」

「わかった」

　エディルレーヌが何度も念押しすると、アーヴィングは歯切れが悪いながらも確かに頷いてくれた。

「待っててね！」

　何度も振り返ってアーヴィングがそこにいるのを確認しながら、エディルレーヌは自室に戻り、衣装部屋から外出用の帽子を引っ張り出す。

　それをかぶり顎の下で紐を結びながら、大急ぎでアーヴィングの元に戻った。

　廊下の片隅に所在なげに佇む姿を見つけ、心底ホッとする。

「お、お待たせ！」

　エディルレーヌはアーヴィングに駆け寄った。

　ぎこちなくも、必死に笑顔をつくる。

「行きましょう？　ウィセブが待ちくたびれちゃうわ」

「……うん」

　アーヴィングは迷う素振りを見せながらも、エディルレーヌに向け腕を出してくれた。

「行こう、か？」

　その腕にエディルレーヌが手を添えるかどうか、アーヴィングは内心ビクビクしているのかもしれない。

　エディルレーヌは、密かに大きく息を吸い込んだ。

（どうか）

　指が震えているのを、アーヴィングに気づかれませんように。

　祈りながら、エディルレーヌはアーヴィングの腕に手を回す。

　すると、アーヴィングが目を閉じた。

　一瞬の瞬きにも似たその瞑目に、彼が胸を撫で下ろしたらしいことを感じてエディルレーヌも安心する。

（変ね）

　ずっと、こうして腕を組むのは当たり前のことだったのに、今は何か偉業を成し遂げたような錯覚さえする。

「……」

「……」

　お互いの温もりを噛み締めるように、明るい青空の下へ二人は歩き出す。
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　例によって一人では馬に乗れないエディルレーヌは、アーヴィングの馬に乗せてもらうことになった。

　背中にアーヴィングの温もりを感じ最初こそ緊張していたエディルレーヌだったが、やがて流れる景色と気持ち良い風に夢中になった。

　馬を走らせている間は舌を噛まないように極力口を開かないので、アーヴィングと何を話せば良いか気に病まずにもすんだからだ。

　ウィセブを乗せた月毛の馬を先頭に、エディルレーヌとアーヴィングが乗った黒鹿毛の馬。それから、バーグやウィセブの護衛騎士を乗せた馬が柔らかな草の海を走る。

　しばらくいくと、いななきながら馬達が足を止めた。

　小高い丘の上から王宮を見下ろし、その素晴らしい展望にエディルレーヌは感嘆する。

「いい眺め」

　吹き抜ける涼やかな風が、頬を撫でていく。

「疲れてない？」

　心配げに尋ねてきたアーヴィングを、エディルレーヌは肩越しに振り返った。

「ええ。大……」

　思ったより近くにアーヴィングの顔があり、エディルレーヌは仰天して前に向き直る。

「どうかした？」

「な、何でもないの！　疲れてないわ！　だ、大丈夫！」

「……なら、いいけど」

　挙動不審なエディルレーヌにアーヴィングは怪訝な様子だ。

（わ、私の馬鹿！）

　アーヴィングの顔から目をそらすような素振りをしてしまった自分を責め、エディルレーヌは涙ぐむ。

（せっかくアーヴィングが心配してくれたのに！　自然に話が出来るチャンスだったのに！）

　その好機を不意にしてしまった。

　それにしても、アーヴィングに近づくだけでどうしてこうも鼓動が速まり体が火照るのだろう。

　以前は四六時中一緒にいてもそんなことはなかったのに。

　密かに動揺するエディルレーヌの横で、ウィセブが馬に股がったまま興奮した声を上げた。

「見て！　王宮があんなに小さく見える！」

　王宮の中庭でしか乗馬したことがないウィセブにとっては、王宮から程近いとはいえ、王城の外への遠乗りは大冒険なのだろう。

　実弟の笑顔に、エディルレーヌは頬を緩めた。

（ウィセブがいてくれてよかった……）

　アーヴィングと二人きり、と思うとそれだけで体が震えるほどに緊張してしまうが、ウィセブがいてくれるとアーヴィングだけに神経を集中して疲れずにすむ。

「姿勢がよくなったね。ウィセブ」

　アーヴィングが褒めると、ウィセブが嬉しそうに振り向いた。

「本当に!?」

「うん。ちょっと前まで怖がって馬にしがみついてたのが嘘みたいだ」

「へへー」

　ウィセブは得意げに頬を緩める。

　その無邪気な様子に、エディルレーヌはアーヴィングの幼い日を思い出して感慨にふける。

　アーヴィングも、乗馬を始めてすぐはその高さにひどく怯えていた。けれどいつの間にか平気になり、それをエディルレーヌが褒めるとはにかみながらも、得意げに笑った。『姉上を乗せてあげたくて頑張ったんだ』と。

（まだ私を『姉上』と呼んでいた頃だわ……）

　エディルレーヌは、馬具に掴まる自らの手を見下ろした。

（私……）

『弟』に裏切られ、彼を失ったとエディルレーヌは勝手に絶望したが、そもそもアーヴィングは『弟』ではなく『夫』だ。

　夫が妻を女として求めて、何が悪い。

　アーヴィングは、悪くないのだ。何一つ悪くない。

（けれど……）

　エディルレーヌの気持ちが、アーヴィングに追い付かない。

　全速力で走るアーヴィングに追い付こうと必死で走るのに、それが出来なくて息も絶え絶えな気分なのだ。

（でも、諦めてしまったら……）

　本当に、アーヴィングを失ってしまう気がする。

　エディルレーヌはそれが怖かった。

　彼がいない人生なんて考えられないのに。

　考え込むエディルレーヌをよそに、アーヴィングとウィセブは、どこへ馬を走らせるか相談をすすめていた。

「どうしようか。丘を下って、川沿いにもう少し行ってみる？」

　アーヴィングが手綱を引いて馬の頭を巡らせると、ウィセブも「そうだね」と頷いて、アーヴィングと同じ方向に手綱をさばく。

「じゃ、僕行ってくる」

「……え？」

　まるで単身で向かうようなウィセブの言い回しに、エディルレーヌとアーヴィングは同時に数度瞬いた。

　そんな二人に、ウィセブはニコリと無邪気に笑う。

「僕は川沿いを走ってくるから、姉上と義兄上はここらへんでゆっくりしたら？　二人で王宮の外を出歩く機会なんて、滅多にないでしょう？」

　慌てたのはエディルレーヌだ。

（何を話せばいいのかも、まだわからないのに！）

　アーヴィングと二人きりになる覚悟は、まだ出来ていないのだ。

「ま、待ってウィセブ！　こま、困るわ！　だって……」

「あ、ね、う、え」

　ウィセブは身を乗り出すようにして、エディルレーヌにひそひそ耳打ちした。

「わかってるよ。義兄上と喧嘩したんでしょう？」

　エディルレーヌはギョッと目を見開いた。

「ど、どうして……」

　喧嘩……と言えるのかどうかはよくわからないが、気持ちがすれ違っているのは確かだ。

　けれど、どうしてそれをウィセブが知っているのだろう。

　ウィセブは訳知り顔だ。

「そりゃわかるよ。あんなにベタベタしてた二人が、まともに目も合わさないんじゃね」

「……そ、それは」

「それに、姉上が本当に具合が悪かったら義兄上が遠乗りになんて行くわけがないからね。とにかく！　この機会に仲直りしなよ。ね？　義兄上！」

　ポンッと、ウィセブはアーヴィングの肩を軽く叩くと、自らの護衛騎士を連れてさっさと行ってしまった。

「……」

　本当に、あの弟は何をどこまで知っているのだろう。

「ゴホン。あーえっと……」

　バーグが、わざとらしく咳き込みながら離れて行く。

「では……私はそこらへんにいますので」

「いいよ。バーグ」

　アーヴィングが、バーグを呼び止める。

「帰ろう」

「え!?」

　エディルレーヌは思わず振り返ったが、案の定アーヴィングとの近さに再び仰天し、間を置かずに前に向き直る。

「ほら」

　エディルレーヌの背後で、アーヴィングが呟く。

「僕と二人は気詰まりなんだろう？」

「そ、そういうわけじゃ……」

　やはり、エディルレーヌの緊張はアーヴィングに悪い形で伝わってしまっていたようだ。

「気を使わなくていいよ。帰ろう」

　アーヴィングが手綱を緩め、馬が小さく首を振り歩き始める。

　このまま王宮に戻れば、アーヴィングはきっとまたエディルレーヌと顔をあわせてくれなくなってしまう。

　エディルレーヌはありったけの勇気をかき集めて必死で食い下がった。

「ま、待って！」

　そして、彼の腕を引っ張ることで、手綱をひく。

　馬が、不満げに足を止めた。

　強引なエディルレーヌに、アーヴィングは驚いたように目を見開く。

「エディルレーヌ？」

「お願い。待って。ちゃんと……ちゃんと目を見て。私の話を聞いて」

　エディルレーヌは、祈るような気持ちでアーヴィングの服を握り締めた。

　指先が、細かく震えている。

「……目を、あわせてくれないのは君の方だ」

　アーヴィングの言葉に、エディルレーヌはビクリと肩を揺らす。

　確かに、エディルレーヌはアーヴィングに背を向けて俯いたままだ。

「……っ」

　意を決し、エディルレーヌは背後を振り向くために、ゆるゆると身体を捻る。

　けれどその緩慢な動きに、アーヴィングは業を煮やしたらしい。

　彼の指がエディルレーヌの細い顎を挟み、やや強引に自らの方に引き寄せた。

「え……っ」

　驚いたエディルレーヌが瞬きを繰り返すと、アーヴィングは蕩けるように優しく微笑む。

「やっと、僕の蝶が羽ばたいてくれた」

　覗きこんでくる紫の瞳は心底嬉しそうに輝いて、エディルレーヌは頬を赤く染めずにはいられなかった。
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　エディルレーヌとアーヴィングは、木陰に並んで腰を下ろした。

　少し離れた場所では、アーヴィングの馬が柔らかな草を口いっぱいに頬張っている。

　その様子を眺めるアーヴィングの横顔に、エディルレーヌは遠慮がちに尋ねた。

「アーヴィング。あの……まだ痛む？」

　アーヴィングの唇には、まだエディルレーヌに噛まれた傷が残っているのだ。

　アーヴィングはエディルレーヌを見ると、少し呆れたように笑った。

「何でそんなこと心配するの？」

「何でって……」

　怪我をさせたことを気にするのは当たり前ではないか。

　けれどアーヴィングは、そんな気遣いは無用だと言いたいらしい。

「僕は君に舌を噛み切られたとしても文句を言えないことをしたんだよ？　君は僕を卑怯者だと軽蔑する権利がある」

「軽蔑なんて……」

　エディルレーヌは小さく頭を振った。

「そんなことしないわ。だって、わ、私達夫婦なんだし……」

　普通の夫婦なら、当たり前にしていることをされただけだ。

　そう自分を無理に納得させようとしているエディルレーヌを嘲笑うように、アーヴィングは口角を上げる。

「そんなふうに思ってないくせに」

「それは……」

　エディルレーヌは俯いた。

　アーヴィングに内心を見透かされ、いたたまれなくなったのだ。

　あの夜の衝撃は、今も鮮明だ。

　別人のようなアーヴィングに対する恐怖。自分の身体を強引に拓かれる恥辱。

　すべてなかったことにしてしまえたら、どんなにいいだろう。

　でも、何故だろう。アーヴィングを憎めない。

　憎んで嫌悪して、彼を遠ざけてしまえばいいのに、エディルレーヌにはそれが出来ない。

　だから、こんなに苦しいのだ。

「ごめん。意地悪したいわけじゃないんだ。ただ……」

　アーヴィングは、両手の指を絡ませ爪の先が白くなるほどに握り締める。

「……僕を甘やかしちゃダメだよ。君は僕を甘やかすのが好きだけど、でもそれは君のためにならない。僕をつけあがらせるだけだ」

「つけあがらせる？」

「わからない？」

　わからない、とエディルレーヌは目で訴える。

　アーヴィングは困ったように笑うと、小首を傾げるようにして言った。

「僕は君に恋焦がれてるんだよ」

「……っ！」

　真正面から告げられ、エディルレーヌの心は震えた。

　向けられる目差しが、あまりに熱い。

「……だからって、君の気持ちを無視してあんなことをしていいわけがない。僕は罰を受けるべきだ。それなのに、僕を裁くべき君がそれをしないなら……」

　アーヴィングの紫の瞳が、欲情を孕んで艶めく。

「僕は期待してしまうよ？」

　その表情は、あの夜をエディルレーヌに思い出させた。

　素肌を這う指の感触が蘇る。

　はぜた快感。

　濡れた声。

（やだ、私……）

　体の奥に熱が溜まる。

　エディルレーヌは自らを恥じて身を強張らせた。

　それを見て、アーヴィングはエディルレーヌが怯えていると思ったらしい。少し寂しげに微笑んだ。

「……君は僕に甘いから、どうしても僕のことを気にしてしまうんだろうけど、でも、もういいんだ」

　立ち上がるアーヴィングの瞳を追いかけて顔を上げたエディルレーヌは、眩しさに目を細めた。

「アーヴィング？」

　逆光で、アーヴィングの表情が見えない。

「君の目を見て話が出来てよかった」

　アーヴィングは会話を切り上げようとしている。それを悟り、エディルレーヌは焦って制止した。

「待ってアーヴィング！」

「僕を許そうとしてくれてありがとう」

「アーヴィング！」

「でも、許さないでくれ」

　きっぱりと、彼は言った。

　そして、エディルレーヌの顔を見たまま、後ろへ一歩下がる。

「本当は許して欲しいけれど……前みたいに君に甘えてしまいたいけれど、でもそうしてしまえば、僕はまた『弟』に逆戻りだ」

　アーヴィングは、微笑んでいた。

　今にも泣きそうな微笑みだ。

　可愛い『弟』を抱き寄せようと、エディルレーヌは半ば無意識に立ち上がり、手を差し出す。

　けれどその手から逃れるように、アーヴィングはまた一歩後ろへ下がった。

「本当は……こんなつもりじゃなかった。でも、こうなってしまったからには、後戻りするつもりはもうないんだ」

　ユラリと、陽炎が揺らめくようにアーヴィングはまた後ずさりする。

　エディルレーヌは、足を踏み出すべきか迷った。

　アーヴィングを断崖絶壁に追い詰めているような焦燥感。

　けれど、今手を伸ばさなければ、アーヴィングは自ら深い谷底へ身を投げてしまうような気もする。

「アーヴィング……っ」

「僕を許しちゃダメだ。憎んで、恐れてくれ。ここにいるのは、君が愛した『弟』じゃない。君の意思を捩じ伏せて身勝手にも貪ろうとした卑怯な『男』だ」

「アーヴィング」

「……『弟』は、もう嫌なんだ。『夫』だなんて贅沢は言わない。俺は、ただ……」

　アーヴィングは、俯いた。

「君にとって『男』でありたい……っ」

　──それは、愛の告白というよりは、痛いほどの哀願だった。

　その哀願に、エディルレーヌの心のなかで何かが身じろいだ。

　それが何なのか、呆然とするエディルレーヌにはわからない。

（……な……に……？）

　いつの間に、それはそこにあったのだろう。

　いつから、何を待ってそこで眠っていたのだろう。

「アーヴィング殿下!!」

　近くにひっそりと控えていただろうバーグが、ひどく慌てた様子でエディルレーヌとアーヴィングに走り寄り、片膝をついて頭を下げた。

　そしてその後ろに、ロスイムの護衛騎士が二人、バーグと同じように片膝をついて控える。

　国王の護衛騎士が、なぜここにいるのだろう。何か火急の報せでもあって遣わされたとしか考えられなかった。

「急ぎ王宮にお戻り下さい！」

「……何かあったのか？」

　アーヴィングが硬い声で尋ねると、バーグは目を伏せた。

「それは……」

　言いにくいことらしい。

　不安が、エディルレーヌの身体から体温を奪っていく。

「バーグ。言って。何があったの？」

「……メルバーナ王宮が陥落しました」

　エディルレーヌに促され、バーグが低く告げた。

（……え？）

　聞き間違いだろうかと、エディルレーヌは耳を疑う。今、バーグはどこが陥落したと言ったのたろう。

「……何と言った？」

　アーヴィングの声が、細かく震えている。

　その横顔からは、みるみる血の気がひいていった。

「バーグ？　今、何と言った？」

「……っ」

　バーグは大きく息を吸い込むと、それを声にして吐き出した。

「メルバーナ王宮が陥落！　メルバーナ国王夫妻、並びに王太子、王女、以下王族の方々は自害されたとの由にございます！」








　第七話　メルバーナの滅亡









　半月ほど前──アクロスティアがまだ雨季の真っただ中にあったころのことだ。

　メルバーナは西に隣接するルーテブルク王国からの侵攻をうけた。

　ザダ侵攻に大幅な兵力をさいていたメルバーナは、この急襲に対応出来ずにメルバーナ西方の主要な砦は次々と陥落。

　ルーテブルクは降服を促すもメルバーナ国王はこれに応じず、自ら王宮に炎を放った。

　王妃、王太子、王女、以下の王族は、国王に殉じて自害。

　ザダ方面に主要な戦力を大幅に残したまま、建国百五十年を誇ったメルバーナ王国の歴史は呆気なく幕を閉じた。
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　執務机を挟んだ向こう側で、ロスイムは書簡を持ち上げて示してみせる。

「つい先程、報せがあってね」

「そんな……」

　エディルレーヌは、あまりのことに言葉を失った。

　王宮に戻ったエディルレーヌとアーヴィングは、その足でロスイムの執務室へと向かい、メルバーナ王宮陥落の詳細の説明を受けた。

　室内にはミーフェ、ウィセブ、それから宰相以下のロスイムの側近が揃っていた。

（亡くなるなんて……っ）

　アーヴィングの立場を考えずに条約を破り、ザダに侵攻したメルバーナ国王にエディルレーヌが怒りを感じたのは、つい先頃だ。

　自分の敵意がアーヴィングの母国を滅亡に追い込んだような錯覚に陥り、エディルレーヌは恐ろしくてたまらなかった。

　ミーフェが、剣呑な表情で夫に尋ねる。

「援軍要請はなかったの？　有事には援軍を出し合う条項が、メルバーナと結んだ条約にはあったはずだわ」

「要請はございました」

　宰相が、横から静かに答える。

「ですが、ザダへの不可侵条約を一方的に破っておきながら援軍は出せなど……そんな手前勝手な要求に我が国が応じる義務はございませんので」

「だからって、見殺しにしたと言うの!?　アーヴィングの母国を！」

　ミーフェが声を荒げると、椅子に深く腰かけていたロスイムは首をすくめた。

「援軍を出す前にメルバーナ王宮が陥落してしまったんだよ。そもそも雨季だったからね。援軍を出そうにも出せなかったのさ」

　アクロスティアとメルバーナの国境に横たわる大河は、雨季には水量が増し大軍はとてもではないが渡れないのだ。

　上流に橋があるにはあるが大幅な迂回になるため、よほどでなければその道順は使わない。つまり、雨季の時期はアクロスティアは兵を出せないのだ。

　メルバーナもそれを見越して、ザダ侵攻を雨季にあわせたのだろう。まさか、その隙にルーテブルクに突かれるとも思わずに。

「力になれずにすまなかったね、アーヴィング」

「……」

　アーヴィングは直立したままぴくりとも動かない。

　表情は堅く、まるで人形のようだった。

　そのまま、アーヴィングは小さく口を動かす。

「……兵は出さないと、以前仰いましたね。陛下」

「うん。言ったね」

　ロスイムは、薄く微笑んでいる。

　いつものこの表情に、エディルレーヌは戦慄した。

（どうして……）

　この状況で笑っていられるのだ。

　アーヴィングの目が動き、真っ直ぐにロスイムを捉える。

「あれは……こういう意味だったのですね!!」

　叫ぶや、アーヴィングは部屋の隅に警備のために控えていたバーグに飛びかかり、その腰から剣を抜く。

　そして、振り返り様にロスイムに投げ付けた。

「陛下!!」

「あなた!!」

　宰相が顔を青くし、ミーフェが悲鳴をあげる。

　エディルレーヌは、声どころか呼吸すら出来なかった。

　アーヴィングが投げた剣は、ロスイムの耳の横を風のようにすりぬけ、座っていた椅子の背もたれに深く突き刺さる。

「と、捕らえよ!!」

　宰相が控えていた騎士達に命じると、彼らはアーヴィングに寄ってたかって、その身体を床に押し付けた。

　バーグだけが、凍りついたように壁際に立ったままだ。

「やめて！」

　エディルレーヌは今度こそ悲鳴を上げると、アーヴィングの右腕を捻り上げる騎士にすがりついた。

「アーヴィングを離して！」

「そうはいきません。王女殿下」

　宰相が、冷たく言い放つ。

「畏れ多くも国王陛下に剣を投げつけたのです。いくら公子殿下であろうと……」

「わたしの夫よ!!」

　エディルレーヌは必死に訴えた。

「気が動転しているの！　それだけよ！　お父様お願い！　お父様!!」

「あなた！」

　ミーフェが、夫に懇願する。

「アーヴィングを放して!!」

「君に言われたら私に逆らうすべはないな」

　ロスイムは微かに苦笑した。

「自室に戻りなさい、アーヴィング。少し休むといい」

「ルーテブルクを焚き付けましたね！」

　騎士に押さえつけられながら、アーヴィングはロスイムを睨み付ける。

　その紫の瞳には、エディルレーヌが今までみたことがないほどのすさまじい殺気がこめられていた。

「父が……メルバーナがザダに侵攻するだろうことを予測して、その機に乗じてメルバーナを攻めろとあなたはルーテブルクをそそのかした!!　違いますか!?」

　ロスイムの顔から、微笑みが消える。

　それを見て、アーヴィングは追撃した。

「ルーテブルク国王は温厚な人柄で知られている！　そんなルーテブルク国王が宣戦布告もなしにメルバーナを攻めるなんて不自然だ！　あなたが『メルバーナはザダの次はルーテブルクを狙う』とでも言ったのではありませんか!?　ついでにメルバーナに援軍は出さないと、あらかじめ約束でもしていたのでは!?」

　エディルレーヌはロスイムを見上げる。

　笑っていない父親を見るのは、初めてかもしれない。

「……そうなの？　お父様」

「……だったら？」

　ロスイムの口元に、笑みが戻った。

「だったら、何だと言うんだい？」

　真冬の吹雪のように、冷たく恐ろしい冷徹な微笑み。

　エディルレーヌは、自分の父親が『国王』であることを思い知った気がした。

「アーヴィングを部屋に」

　ロスイムが、短く命令を下す。

　騎士達に揺すられるようにして立ち上がったアーヴィングは、彼らの拘束から逃れようと暴れて喚いた。

「ずっと……ずっとこうするつもりだったんですね!?　このために……父を油断させるためにあなたは……っ」

「連れていけ！」

　宰相が、声を張り上げる。

　ミーフェにすがるようにして事の次第を見ていたウィセブが、怯えて体を震わせていた。

「返せ！」

　アーヴィングが、叫んだ。

　その目から、大粒の涙がこぼれ落ちる。

「父を……母を兄を姉を……！　俺の家族を返せ!!」

　騎士達に引き摺られるようにして、アーヴィングは執務室から連れ出される。

「返せえーーーーっっ!!」

　あまりに悲痛な訴えに、エディルレーヌは立ち尽くすことしかできなかった。
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　メルバーナ滅亡の報せを聞いてから三日たった。

　椅子を蹴り倒し天幕を裂き、暴れて手がつけられなかったアーヴィングだが、やがて暴れることにも疲れ果てたようで、椅子に座り一日中黙りこんでいることが多いようだ。

「今日もあまり召し上がっていただけませんでした……」

「……そう」

　侍女がアーヴィングの部屋から下げて来た食事を見て、エディルレーヌはため息をつく。

　食事をまともにとらなくなったアーヴィングのために、飲みやすいスープや彼が好きな焼き菓子を用意し、頻繁に運ばせてはいるが、そのほとんどが手付かずで下げられてくる。

「侍従の話では寝台に横になってお休みになることもないようです」

「…………」

　エディルレーヌは胸を痛めて、眉を寄せた。

　このままでは、アーヴィングは体調を崩してしまう。

「もう一度、私が持って行くわ」

　侍女が温めなおしてくれたスープを持って、エディルレーヌはアーヴィングの部屋を訪れた。

　メルバーナ滅亡を聞いてから、アーヴィングはエディルレーヌを部屋にいれてくれない。

　エディルレーヌが部屋に入ろうとすると『入ってくるな！』と怒鳴って壁に花瓶を投げつけるのだ。

（無理もないわ……）

　母国を、家族もろとも滅ぼされたのだ。

　そう仕向けたロスイムの娘であるエディルレーヌの顔など、きっと見たくもないだろう。

　エディルレーヌの声を聞いたら、また彼は花瓶を割るかもしれない。

　エディルレーヌは深呼吸することで己を鼓舞し、扉を叩いた。

「アーヴィング？　入るわね？」

　すると意外にも扉が開き、中からバーグが顔を出す。

「バーグ……」

「先程また暴れていらしたのでお気を付けて……外におりますので何かあればお呼び下さい」

　軽く頭を下げ、バーグは廊下に出た。

「……」

　バーグと交代に、エディルレーヌは部屋に入る。

　カーテンを閉めたままの室内は、扉を閉めると昼間なのに暗かった。

　椅子が転がり、あちこちに本や、花瓶の破片が散らばっている。

「……アーヴィング？」

　エディルレーヌは視線を巡らせ、窓際に片膝を抱えて蹲るアーヴィングの背中を見つけた。

　眠っているのだろうか。ぴくりとも動かない。

　彼を起こさないように、エディルレーヌはそっと近寄った。

「……何しに来たの」

　重い空気の中を這うようなアーヴィングの低い声に、エディルレーヌは立ち止まった。

　そんなエディルレーヌを振り向くことなく、アーヴィングは言葉を重ねる。

「入ってくるなと言ったはずだよ」

　低く冷淡な声に、エディルレーヌは怖じ気づく。

　けれど、思いきって大袈裟なほどに明るい声を出した。

「勝手に入ってごめんなさい！」

　無理に笑顔を作りながら、エディルレーヌはアーヴィングの傍らに跪いた。

「でも、スープを飲んで欲しくて！　ほら、温めなおしてもらったの！」

「……出てってくれ」

「トマトのスープ好きでしょう？　少しはお腹に何かいれなきゃ……」

「放っておいてくれ!!」

　エディルレーヌが差し出したスープを、アーヴィングは力任せに払いのけた。

　赤いスープが、深緑色の絨毯の上に広がり濃い染みをつくる。

　陶器の器が転がる耳障りな音に、扉の向こうでバーグが反応した。

「エディルレーヌ様？　アーヴィング殿下!?　大丈夫ですか!?」

「大丈夫よ！」

　エディルレーヌは大きな声で応じた。

「大丈夫！　だから……二人にして」

「……はい」

　バーグは、大人しく引き下がった。

　エディルレーヌは立ち上がると本棚の前で屈みこみ、転がった器を拾い上げた。端が少し欠けている。

「……頼むから、放っておいてくれ」

　背後で聞こえたアーヴィングの声に、エディルレーヌは振り向いた。

　窓を背に、アーヴィングは乱れた前髪の隙間から虚ろな瞳でエディルレーヌを眺めている。

「もう俺にかまわないでくれ。出てってくれ。一人にしてくれ」

　矢継ぎ早に自虐的な言葉を放つアーヴィングに、エディルレーヌは無性に腹がたった。

「そんなこと……できるわけないじゃない！」

　手をきつく握り締める。

「あなたは、私の大切な……」

「弟じゃない！」

　アーヴィングは叫んだ。

「俺はもう君の弟じゃない!!」

　懇願するような訴えに、エディルレーヌも必死に声を張り上げる。

「でも夫だわ!!」

「心にもないこと言うな!!」

　成人男性の重い怒鳴り声に、エディルレーヌは思わず怯えて身をすくませた。

　アーヴィングは俯き、片手で顔を覆う。

「俺は……今、この世で一番自分が哀れだと思い込んでる。哀れで、惨めで、不幸で……目に見えるものすべてをぶち壊してしまいたい欲求を制御出来ない愚か者なんだ」

「愚かだなんて……」

　エディルレーヌは首を振る。

　アーヴィングは家族を失い、母国を失った。

　彼がひどく傷つき、慰めと休息が必要であるのは事実なのだ。

「アーヴィング……私……」

「君を……傷つけたくないんだ。頼むから出てってくれ」

　力なく呟き、アーヴィングは再び背を向けた。

　その背中に滲むどす黒い孤独に、エディルレーヌの瞳が一気に涙に潤む。

（一人に……させられない）

　あふれでる想いをぶつけるようにして、エディルレーヌはアーヴィングの背中に抱きついた。

「……何……してんの。エディルレーヌ」

　硬い声で、アーヴィングがエディルレーヌを暗に責める。『出て行け』と言ったのに何故正反対の行動をとるのか、と。

　けれど、エディルレーヌはそんなことには知らんぷりで、アーヴィングの腰に回した腕に力を込めた。

　目を閉じ、聞こえる鼓動に耳をすます。

　アーヴィングの心臓の鼓動なのか、エディルレーヌ自身の鼓動なのかは分からなかったが、それを聞いているうちに──覚悟が決まった。

「エディルレーヌ。離れて」

　硬い声のまま、アーヴィングがエディルレーヌを促す。

　けれどエディルレーヌはアーヴィングには従わず、鼻から息を吸い、そして口からゆっくりとそれを吐き出した。

「………な、慰め、たいの。あなたを」

　アーヴィングが、息を飲む。

「……何言ってんの。……自分が何言ってるかわかってる？」

「わ……わかってる」

　怖い。

　逃げ出したい。

　でもそれ以上に、この薄暗い部屋に、エディルレーヌはアーヴィングを一人置き去りにしたくはなかった。

「……エディルレーヌ。出てってくれ」

　冷たく突き放す声に、エディルレーヌは首を振って抵抗した。

「いや」

「……出てけよ」

　アーヴィングには珍しい乱暴な言い様にも、エディルレーヌは無言で首を振る。

「……っ行けって!!　抱いちまうぞ!?」

　苛立ちを爆発させたアーヴィングに、けれどエディルレーヌは食い下がる。

「行かない!!」

　アーヴィングを仰ぐ勇気は、とてもなかった。

　けれど、彼の着衣を握り締めることでエディルレーヌは決意を示す。

「アーヴィング……っ！」

「……[image: ]ー」

　アーヴィングが、絶望するかのように項垂れる。

「限界……」

　一言呟くや体を反転させたアーヴィングに、エディルレーヌは抱き締められた。

　唇が重なり、吐息が交ざる。

「……っは、……」

「ん……」

　アーヴィングの厚い舌に求められるままに、エディルレーヌは自らの舌を差し出した。

　なだれ込むように寝台に倒れこむと、エディルレーヌの顎に添えられていたアーヴィングの手が、首筋を滑るようにして降りていく。

　ドレスと堅いコルセット越しに、アーヴィングの掌がエディルレーヌの肌を求めていた。

「……脱がせていい？」

　掠れた声で懇願され、エディルレーヌは頬を染めながらも頷いた。

　アーヴィングに腕を引かれ、寝台の上に半身を起こす。

　その背後に回り、アーヴィングはエディルレーヌのドレスの釦をゆっくりとはずしていった。

　衣擦れの音と共に、肩からドレスが落ちる。

　コルセットの紐も緩められ、エディルレーヌは圧迫感から解放される代わりに、素肌を晒す羞恥心に襲われた。

「……っ」

　顔から火が出そうな気分だ。

　両腕を交差させ、エディルレーヌは自らの上半身を隠すように抱き締めた。

「……エディルレーヌ……」

　アーヴィングが、背後からエディルレーヌの露わになった白い首に唇を落とす。

　ゾクリと、甘い痺れがエディルレーヌの背筋を下った。

「アーヴィング……っ」

「隠さないで」

　後ろから抱き締めるように腕を回すと、アーヴィングはエディルレーヌの両の手首を優しく掴む。

　ゆっくり、エディルレーヌの腕が開かれ、豊かな胸がアーヴィングの視線に晒された。

　白く丸みのある膨らみと薄い桃色の突起は、寒さに凍えるように細かく震えている。

　ため息をつくように、アーヴィングがエディルレーヌの耳元に唇を寄せた。

「すごく綺麗だ」

「……嘘」

　恥ずかしさに、エディルレーヌは涙ぐむ。

　大きすぎて不格好な胸は、ずっとエディルレーヌの悩みだった。

「嘘じゃないよ」

　アーヴィングは小さく笑うと、エディルレーヌのたっぷりと重い乳房を、後ろから持ち上げる。

　そして、感触を確かめるように指で揉みこんだ。

「あ……っ」

「ほら、凄く綺麗だ」

「やだ……ぁ」

「ダメだよ目をそらしちゃ」

　耳孔に息を吹き込むように、アーヴィングは囁く。

「ちゃんと見てて」

　情欲的な声が耳から背筋に、そして腰の奥に響き、エディルレーヌは早くも身悶えた。

「……っん……」

　エディルレーヌの胸を、楽しげに愛撫するアーヴィングの指。

　幼い日に泥団子をつくっていた彼の仕草を思いだし、エディルレーヌの唇に微笑みが滲む。

「何を考えてるの？」

　尋ねられ、エディルレーヌは陶然と応えた。

「……泥を……こねているみたい」

「泥？　はは……」

　アーヴィングは低く笑う。

「でも、泥団子にはこんな可愛い飾りは付いてないよ」

「あ……っ！」

　突起を指でつままれ、エディルレーヌは跳ねるように仰け反った。

「アーヴィング……！」

「可愛い飾りだ。苛めたくなる」

「あぁ……っ！」

　胸の頂を指で転がされ、甘い疼きが体を支配していく。

「……エディルレーヌ」

　呼ばれて顔を上げると、下唇を噛むように吸い上げられた。

　舌の先でアーヴィングの歯をなぞると、お返しとばかりにアーヴィングの舌が歯の裏側を舐める。

「ぁ……ん」

「……は……」

　お互いの乱れた呼吸が、性的な興奮を増幅させていく。

　エディルレーヌの胸を愛撫していたアーヴィングの手が、下腹へと降りていくのをエディルレーヌは止めはしなかった。

　ドロワーズの紐が解かれ、腰にひっかかっていたドレスと一緒に足から引き抜かれる。

　何も纏うものがなくなったことなど気にならないほどに、エディルレーヌはアーヴィングとのキスに夢中になっていた。

　アーヴィングはエディルレーヌを自らに寄りかからせると、後ろから太股を持ち上げるようにして、両膝を開かせる。

「あ……っ」

　あられもない姿勢にエディルレーヌは羞恥心を思い出し足を閉じようとしたが、アーヴィングの舌に首筋を舐められうやむやになる。

　アーヴィングの指は金の淡い繁みを探り、その奥に息を潜ませる蕾をそっと撫でつけた。

「んんっ……」

　反射的に腰がビクリと浮く。

　だが、アーヴィングの指はそんなことに慌てる様子もなく、肉粒をくすぐるように可愛がる。

「ふっ……っんあ……」

　肩に口づけを落としながら、アーヴィングは指の腹で蜜口の周囲をもったいつけるように撫でた。

　そこは、既にしっとりと湿気を帯びている。

（どう……して）

　なぜこんなに優しくするのだ。

　優しすぎてもどかしい。

　あの夜のように、強引にして欲しかった。

　羞恥心も理性も、早くなくしてしまいたい。

　それなのに、アーヴィングは残酷なほどにゆっくり、優しく、エディルレーヌを愛撫する。

「君のここ」

「ん……っ」

　クチクチと、濡れる蜜口をアーヴィングが爪の先でつつく。

「見てて」

「え」

　アーヴィングに寄りかかるエディルレーヌからは、その場所は確認出来ない。

　けれど薄い恥毛のやや向こう側に、アーヴィングの指がゆっくりと埋まっていくのは見えた。

「あ……あぁ……」

「挿った……」

　嬉しそうに、アーヴィングが目元を緩める。

「あぁ、アーヴィング……っ」

　覚えがある違和感に、エディルレーヌはすがるように腕を上げ、アーヴィングの首を引き寄せる。

「エディルレーヌ、ほら見て」

　ぐちゅ、とアーヴィングは指を引き抜く。

「ひっ……ぁ」

「また挿れるよ」

　ずぶり、とまた指が埋まる。

　アーヴィングは、それをゆっくり繰り返した。

　そして、エディルレーヌに目を反らすことも、目を閉じることも許さない。

「見て、エディルレーヌ」

「ああ……っぁ……っは」

「ちゃんと見て」

　執拗なまでに、アーヴィングはエディルレーヌにその行為を見せつける。

「ほら、エディルレーヌ」

「ぁあっ……っや、あぁ」

「見るんだ。自分が誰に穢されているか」

「あ、アーヴィン……ッ……！」

　指は三本に増え、エディルレーヌの隘路を拓くように解していく。

　そうしながら、アーヴィングはもう一方の手の指をエディルレーヌの肉粒に添えた。

　その動きに、エディルレーヌは怯えて首を振る。

「は……あ、アーヴィング……やめ……」

　エディルレーヌの弱々しい制止など意にも介さず、アーヴィングの太い指は狭い泥濘を深く穿ち始めた。

　同時に、包皮から覗く赤い陰核が、溢れる愛蜜を絡ませた指で撫で回される。

「やあああっ!!」

　あまりに強烈な快感に、エディルレーヌは逃れようと腰を浮かせた。

「やああ!!　ああっん！　あ」

　涙を流し、エディルレーヌは快楽に苦悶する。

「ダメぇ……っアーヴィング！　ダメなのっ！　ああ！」

「エディルレーヌ」

　腰を僅かに浮かせたまま無意識に上下に揺らすエディルレーヌの淫靡な姿に、アーヴィングがうっとりと見とれる。

「君は俺の揚羽蝶だ」

　蜜が激しく撹拌され、グチュグチュと淫らな音を響かせた。

「なんて綺麗なんだろう」

「あっ……あ！　いやあ！　ああ！」

「綺麗だよ。エディルレーヌ」

　その賛辞に、エディルレーヌの欲が弾けた。

「あああーーーーっ!!」

　背中を反らせ、エディルレーヌは絶頂に身を震わせる。

「……ひ、あ、ああ……あ」

　ビクビクと腰が小さく跳ね、それに合わせて豊かな胸がたわわに踊った。

「……エディルレーヌ」

　アーヴィングは、エディルレーヌを静かに寝台に横たわらせる。

「ア……ヴィング……」

　甘い痙攣に動けないエディルレーヌは、目だけでアーヴィングを追いかけた。

　アーヴィングはエディルレーヌの足元に回ると、そこではだけていた白い中衣シャツを脱ぎ捨てた。

　子供の頃の痩せっぽちな体は見る影もなく、そこにいたのはしなやかな筋肉を身に纏った若者だ。

　彼は脚衣の前を緩めると、下穿きごと躊躇うことなく引き下ろした。

「あ……っ」

　エディルレーヌは顔を真っ赤にして、目をそらす。

　けれど、一瞬見てしまったアーヴィングの剛直は、緑の光彩に既にしっかり焼き付いている。

　初めて見た男性の欲望に恥じらうエディルレーヌの姿を見下ろし、アーヴィングは笑った。

「触る？」

「え!?」

　エディルレーヌは驚いて目を剥いた。

　アーヴィングは意地悪く唇を歪ませる。

「何なら、舐めてみてもいいけど」

「な、舐める!?」

　エデルレーヌは仰天した。

　そこに口をつけるなんて、考えたこともない。

　その反応に、アーヴィングは声を上げて笑った。

「あはは！　冗談だよ！　そんなことしなくていい」

　アーヴィングはエディルレーヌの足首を掴むとまた強引に両膝を立て、その間に自らの体を滑り込ませる。

「真っ赤になって……可愛い」

　彼が首を傾げると黒い前髪が流れて、獰猛に光る紫の瞳が揺らめいた。

「あ……」

「エディルレーヌのここ……」

　アーヴィングはエディルレーヌの膝裏を押し開き、愛液が滴るほどに潤んだ場所を目を細めて眺める。

「や……」

　エディルレーヌは赤く染まった顔を背けた。

　アーヴィングに見られるだけで、新しい蜜が体の奥からジワリと滲み出てくる。

「……ここに挿れたら、どんなに気持ちがいいんだろうね」

「あ……っ」

　クチュリと、アーヴィングはその場所にまた指を押し入れる。

「こんなに濡れて」

「んっ」

「ひくついてる」

　指でグルリとかき混ぜられ、エディルレーヌの蜜筒は恥じらうように蠢いた。

「あ……アーヴィング……ん」

「気持ちいい？」

　尋ねられ、エディルレーヌは戸惑いながらも頷く。

　この熱を歓びと呼ばずに、何をそう呼ぶのか。

「よかった……」

　アーヴィングは満足げに微笑んだ。そして、エディルレーヌの体の中心に己の熱をあてがう。

「……っ」

　エディルレーヌは奥歯を噛み締めて目を瞑った。

　当然アーヴィングの剛直に貫かれるのだと思い、処女を喪う際に味わうという激痛に備えたつもりだった。

　けれど、エディルレーヌを襲ったのは痛みなどではなく、ただただ甘いだけの淫楽だった。

「ひっ……あ」

　アーヴィングの太い肉竿が、エディルレーヌの割れ目を行き来する。

　蜜口で愛液を纏い淫らにぬめるそれは、エディルレーヌの陰核を強烈に刺激した。

　指での愛撫とはまた違う心地良さ。

　エディルレーヌは敷布を握り締め、その甘美な責め苦に喘ぐ。

「や、あ。ああ……っ」

「エディルレーヌ……っ」

　呼吸を乱したアーヴィングを、エディルレーヌは愉悦の中から見上げた。

　アーヴィングの顔は、苦悶に歪んでいる。

　腰を前後に動かして得る快楽とは別に、彼は何かと戦っているように見えた。

「は……っ」

　苦しげに息をつめるその姿からは男性的な艶が滲み出て、エディルレーヌの心臓は甘えるように切なく疼いた。

「……っれて」

　エディルレーヌは敷布から手を放すと、アーヴィングに向けて両手を広げる。

「挿れて……っ！」

　アーヴィングが、瞠目した。

「お願……い、あアーヴィンっ……グッ」

　喘ぎながら、エディルレーヌは哀願した。

　涙が、目尻からこぼれて耳へと伝う。

　アーヴィングが与えてくれる愛撫は、蕩けてしまいそうなほどに甘く、もどかしいほどに優しい。

　でも、足りない。

　それだけじゃ足りない。

「ア……ヴィ、んグ……っ」

　体の奥深くに、アーヴィングの熱を刻んで欲しかった。

　彼が欲しい。

　欲しくて欲しくて、たまらない。

「ちょう……だ、いっ」

　欲望を素直に言葉にすることへの躊躇いはなかった。恥じらいが快楽の波に攫われたのが一体何度目の口づけの最中だったのか、エディルレーヌに知るよしもない。

「ああ……っくそ……」

　アーヴィングは毒づき、上体を傾けてエディルレーヌに覆いかぶさると、その唇を貪った。

　何度も何度も口の角度を変えては舌を絡め、掌でエディルレーヌの胸の膨らみを押し潰す。

　それでも、彼はエディルレーヌの中に入ろうとはしない。

　エディルレーヌの両脚を揃え、その間で自らの熱杭を前後させるだけだ。

　エディルレーヌの花芯は絶え間ない刺激に痺れ、蜜口からは愛液が溢れ出る。

「あっ……んっぁ……っぁ」

　打ち寄せる快楽に翻弄され、エディルレーヌはアーヴィングの背中に爪をたてた。

「ひっ、ぁ……っ何、でぇ？」

　本当に欲しい熱が与えられないことが悲しくて、エディルレーヌは子供のようにすすり泣く。

　どうして。

　何故。

　欲しいのに。

　よがりながらも舌足らずに訴えるエディルレーヌに、アーヴィングは切なげに眉を寄せた。

「人の気も……っ知らないで……っ!!」

　苛立ったように吐き捨て、アーヴィングは腰の動きを速くする。

　加速した肉竿の行き来に、エディルレーヌの蜜筒は急速に収縮し、そして弛緩した。

「ひあ、ぁあああーーっ!!」

　腰骨がドロドロに溶けていくような鮮烈な悦びに、エディルレーヌは悲鳴じみた嬌声を上げる。

　風に舞い上がった羽毛が地に落ちるように、ゆっくりと意識が沈んでいった。

　だが────。

「エディルレーヌ……っ！」

「あああぁ……っ!!」

　アーヴィングは、エディルレーヌに休むことを許してくれなかった。

　濡れ滴る秘所全体がアーヴィングの熱い剛直に擦り上げられ、熱した鉄を押し付けられたように熱くなる。

　三度目の絶頂に早くも急き立てられたエディルレーヌの瞳からは、透明な涙が止めどなく流れた。

　腰の感覚は、すでにない。

「ひあっ！　はあっあ！　あぁん！」

「愛してる……っ」

　空耳かと、エディルレーヌは目を見開いた。

「愛してる……！　エディルレーヌ……！」

　エディルレーヌの頭を抱えるようにして腰を振るアーヴィングの声には、どうしようもないほどの熱がこもっていた。

　心臓が、苦しい。

　嬉しくて、嬉しすぎて苦しい。

（で……も……）

　愛してくれているなら、なぜアーヴィングはエディルレーヌが欲しがるものをくれないのだろう。

　どうして、エディルレーヌのすべてを奪ってくれないのだろう。

（どうし……て……）

　エディルレーヌは、アーヴィングの首にすがりながらむせび泣く。

『挿れて』と。

　何度も何度も、乞い願った。

　けれど、結局アーヴィングはエディルレーヌの望みを叶えてはくれなかった。

　擬似的な挿入の末に、アーヴィングはエディルレーヌの上腿の間で熱い飛沫を吐き出した。

　ビクビクと白濁を噴く楔を赤く熟れた蕾にすりつけられ、エディルレーヌもその夜最後の絶頂を迎える。

「……愛してる……っ」

　朦朧とする意識のなか、ひどく切ない声が落ちてきた。

　けれどエディルレーヌには『それなら、なぜ……』と返す気力は、もうなかった。

　アーヴィングの首に回した腕から、力が抜ける。

　体が重い。

　唇が重なる感触のなか、エディルレーヌは瞼を閉じた。





　　　＊　＊　＊






『ここが……』

　机の上に広げられた地図の上を、アーヴィングの長兄が指差す。

『アクロスティアだ』

　メルバーナと大河を挟んで隣接する、緑豊かなアクロスティア王国。

　地図上で見ると、その国土がどれほど広大であるかがよく分かった。

『メルバーナの王都がここ。この街道を馬車で十日。河を渡ってからは十五日』

　兄は、人差し指で地図上をなぞって見せる。

　アーヴィングは、その動きを食い入るように見つめた。

『ここが、アクロスティアの王都だ』

　トン、と地図上に大きい黒丸で示された一点を、兄の指が弾く。

　アーヴィングは息を吐いた。

（メルバーナの王都が、ここ……）

　街道を示す線上をたどる。

（河を渡って……ここが、アクロスティアの王都……）

　アーヴィングは、眉を寄せる。

『……すごく遠いんだね』

　簡単に行き来できる距離ではないのだと実感し、アーヴィングの胸に寂しさが込み上げた。

　それを隣で見ていた姉が、慌てて長兄の肩を小突く。

『兄様ったら……！　大丈夫よアーヴィング。ほら見て』

　姉は、アクロスティアの北東にある大山脈エドアールを指差した。

『北の山脈。あなたが大好きなエレーヌ揚羽がいるところよ』

『エレーヌ揚羽!?』

　アーヴィングは目を輝かせた。

　姉は安堵したように頷く。

『メルバーナよりアクロスティアからの方が北の山脈に近いから、いつか本物のエレーヌ揚羽を見に行けるかもしれないわね』

『本当!?』

　椅子の上で、アーヴィングは跳び跳ねる。

『行く！　エレーヌ見に絶対に行く！』

　そんなアーヴィングの姿を見て、窓際に座っていた母が突如涙ぐみ、部屋から出ていった。

『母上？』

　母の後を、アーヴィングは追いかける。

　廊下の奥まった場所で、母は壁にすがってすすり泣いていた。

『……可哀想なアーヴィング……っ』

　肩を震わせ、母は一人ごちる。

　背後にアーヴィングがいるとは気づいていない。

『……自分が捨て駒だとも知らず……っ！』




　────和平のための政略結婚。




　エディルレーヌの夫としてアクロスティアに迎えられたアーヴィングは、けれどその実、メルバーナ国王がアクロスティアに送った『人質』にすぎなかった。

　アーヴィングの父親は、同じ年齢であるアクロスティア国王ロスイムをひどく気にしていた。

　川を挟んだ隣国の、同い年の王。

　ロスイムは兄弟間の王位争いを制して十代半ばで即位し、その才器を他国から一目置かれていた。

　片やアーヴィングの父は、ロスイムと同じく十代半ばで即位したものの、長く伯父である宰相の傀儡に甘んじ、その宰相の他界で近年ようやく親政に乗り出したものの、一筋縄ではいかない政まつりごとにいつも頭を抱えていた。

『どうしてロスイムはあんな無茶な政策を成功させられたのだ』

『どうしてアクロスティアはあれほど豊かなのだ』

　一方的に敵視し、比べ、劣る自分と自国に苛立ち、父親は腹立ち紛れにアーヴィングの母親によく手を上げていた。

　ザダをあれほど欲しがったのは、金鉱が欲しかったというよりは、きっとロスイムへのあてつけの要素が強かったのだろうと今にしてアーヴィングは思う。

　理由はさておき、アーヴィングの父親はどうしてもザダが欲しかった。

　ザダを手にいれるそのために、アクロスティア国王ロスイムを油断させようと考えたのだ。

　油断させ、密かに戦力を整え、そして隙をついてザダを攻めて金の鉱脈を手にいれる。

　その計画のために、アーヴィングはアクロスティアに送られたのだ。

　いなくなったところで痛くも痒くもない第四王子。

　アーヴィングは、見捨てることを前提条件としてアクロスティアに差し出された、まさに『捨て駒』だった。

　──そのことをアーヴィングが理解したのは、故郷を離れてかなり経ってからだ。

　誰に教えられたわけでもない。

　ロスイムが与えてくれた教育環境によって育ったアーヴィングは、皮肉にもその教育によって得た洞察力で父親の器がロスイムに劣ることと、自らの抗いがたい運命を悟った。

　父がザダへと侵略の手を伸ばしたその時、メルバーナと自分の命運は尽きる。

　メルバーナがアクロスティアと正面から戦って勝てるわけがないし、役立たずの人質を生かしておくほどロスイムは甘い男ではない。

　残された時間は三年──いや、長くて五年。

　アーヴィングが自らの余命をそう考えたのは、ようやくエディルレーヌに背丈がおいついたものの、相変わらず弟として子供扱いされることに苛立っていた時期だった。

　エディルレーヌに欲情している自分が汚らわしくて、けれどエディルレーヌが欲しくて、どうにもならずに床で眠るようになった頃だ。

　──もしも、『好きだ』と言ったら……。

　姉としてではなく、妻として、女性として、愛していると言ったら、エディルレーヌはどんな顔をするだろう。

　きっと驚く。そして戸惑う。

　彼女にとってアーヴィングは弟であって、男ではないのだから。

　けれどエディルレーヌは、アーヴィングに甘い。

　どんなに自分の大好物のお菓子でも、アーヴィングがねだれば与えてくれた。『仕方がないわね』と。

　そんな風にアーヴィングが根気よく求め続ければ、彼女が自身をアーヴィングに与えてくれることは目に見えている。

　けれどそれは、アーヴィングが本当に望むものではない。

　アーヴィングが欲しいのは、エディルレーヌの身体ではないのだ。いや、身体だけでもいいからとエディルレーヌを欲しがる餓えた自分オスがいることは確かだが、でも彼女の身体だけを手にいれて何の意味がある。エディルレーヌの心がそこにないなら、どんなに深く体を繋げようと虚しいだけだ。

　では、幸運にも彼女の心を手に入れたとしたら……。

　アーヴィングは死ぬのだ。

　エディルレーヌを置き去りにして。

　それがどれほどつらいものか────逆の立場で想像すると死にたくなった。

　にもかかわらずエディルレーヌに愛を告げるのは、彼女に愛を求めるのは、ひどく身勝手で残酷な行為に他ならないのではないか。

　それなら、いっそずっと『弟』でいよう。

　身だしなみも整えず、教師から逃げ回り、いつまでたっても子供のままの『弟アーヴィング』でいよう。

　弟としてエディルレーヌの傍でその笑顔を見守って──そうしていつかこの結婚を『なかったこと』にしよう。

　この国は離婚を経験した女性や夫と死別した未亡人が再婚することを法で禁じてはいないが、世間的にはあまり歓迎されていない。

　けれど前夫との婚姻が正式に成立していない場合に限り──つまり肉体関係がない場合には、婚姻自体が無効とみなされる。

　エディルレーヌには、幸せになって欲しい。

　アーヴィングが死んだ後、恋を見つけて、アーヴィングとの結婚などなかったことにして、そうして幸せになって欲しい。

　その日のために、自分は絶対にエディルレーヌに触れてはならないのだ。

　アーヴィングはかたく心に誓った。

　決して、エディルレーヌに愛は告げまい。

　決して、エディルレーヌに触れまい。

『弟』として、それでも深くエディルレーヌに愛されているのだから、それで十分なのだ、と。

　────けれど結局、それでは我慢出来なかったわけなのだが……。

　アーヴィングは目をさました。

　視線を巡らすまでもなく、そこにエディルレーヌの寝顔を見つける。

　美しい金の睫毛が、規則的な寝息とともに微かに震えるさまを、アーヴィングは食い入るように見つめた。

　白い頬に、涙の跡がある。

　手を伸ばし、そっとその頬に触れた。

　──挿れて。

　快楽に涙するエディルレーヌの姿が、脳裏に蘇る。

　──ちょう……だ、いっ。

　普段のすました姿からは想像できないような媚態。

　舌っ足らずな懇願。

　下半身が熱を帯びる気配に、アーヴィングは小さく舌打ちする。

（これだから童貞は……）

　エディルレーヌの肢体を目にいれぬように天を仰ぎ、深呼吸を繰り返すことで自らの欲望を落ち着かせる。

（こっちの気も知らないで……）

　危うく理性が吹き飛びかけたではないか。

　あの悪魔的な色気と誘惑に踏みとどまった自分を心底尊敬しながら、アーヴィングは何も纏わぬ半身を起こした。

「…………」

　片膝に頭を預けて、エディルレーヌを見下ろす。

　疲れ果てて眠る姿に、愛しさが込み上げた。

「馬鹿だな……」

　泣きたいような気持ちで、アーヴィングは呟いた。

　愛してもいない男に抱かれようとするなんて、馬鹿だ。

『弟』の為にそんなことまでする必要はない。

　エディルレーヌに触れることを許されるのは、彼女に愛された男だけであるべきだ。

　そうでなければならない。

　エディルレーヌは、この世界の何よりも優先され尊ばれるべき神聖な存在なのだから。

（それなのに……）

　心のどこかで、その神聖な存在を踏み荒らしたいと叫ぶ、もう一人のアーヴィングがいる。

　もう一人のアーヴィングは、エディルレーヌの甘い唇と柔らかな肢体を味わい、その嬌声を聞いて、我慢出来ないと暴れだそうとしていた。

　──ここまでしておいて、もう今更だ。手を伸ばせ。エディルレーヌは、拒みはしない。

「……っダメだ」

　アーヴィングは両手で顔を覆った。

（──ダメだ。絶対に）

『慰め』になんて、彼女の身体を利用していいはずがない。

　そんな理由で抱いても、惨めすぎる。

「…………ん……」

　眠っていたエディルレーヌが、みじろいだ。

　ゆっくり、瞼が開いていく。

　蝶が羽化して羽ばたくようなその美しい光景に、アーヴィングは見とれた。

　けれど、遠く足音が聞こえた。

　複数の人間が、荒々しい足取りでこの部屋に近づいてくる。

　六人。いや、七人。

　堅い、軍靴の音。

（……きた）

　アーヴィングは目を細めて、扉を見据えた。

　そろそろだろうとは思っていたのだ。

　いや、遅すぎるくらいだ。

　メルバーナがザダに侵攻してから、今日か、明日か、とアーヴィングは息を殺してきた。

（あんまりにも、来ないから……）

　もしかして、と期待してしまったではないか。

　もしかして、このまま生き延びられるのでは、と。

　────けれど、メルバーナは陥落おちた。

　ロスイムがアーヴィングを生かしておく理由は、ない。

「……何？」

　慌ただしさに、エディルレーヌが不安げに身を起こそうとする。

　アーヴィングはそれを押し留め、エディルレーヌの身体を上掛けで覆った。

　誰に対してであろうと、エディルレーヌの美しい身体を無駄に晒す気はない。

「アーヴィング……？」

「……」

　エディルレーヌには応えずに、アーヴィングは小さく、長く、息を吐いた。

（……父上）

　いつも苛立っていた憐れな人。

（母上、兄上、姉上……）

　もはや声すら明確に思い出せない家族。

　それでも、彼らが炎の中で自らの命を絶ったと聞いて、アーヴィングは平静ではいられなかった。

　人が死の末に行き着く場所で、彼らに再び会うことは出来るのだろうか。

　その時、彼らは十年前に生き別れた甘えん坊の末っ子と、今のアーヴィングを同一人物として認識してくれるだろうか。

「何をする!!」

　廊下から、バーグの声が聞こえた。

「どけ!!　邪魔だ！」

「何だと!?」

　怒鳴り合いの押し問答の末に、扉が乱暴に開けられた。

　バーグの制止を押し退けて、鮮やかな赤い外套を羽織った近衛騎士団の騎士が室内に入ってくる。

「アーヴィング公子殿下でございますね？」

　慇懃無礼な騎士の声に、上掛けの中で息を潜めるエディルレーヌが、怯えて身を縮ませる。

　安心させるために、アーヴィングは上掛けごしにエディルレーヌの肩に手をやった。

「──無礼者」

　低く、静かに、騎士を叱責する。

「ここは私的な部屋だ。何の権限があって踏み込む？」

　その場を圧する眼光に、騎士達は気圧されて二の足を踏んだ。

　その背後で、黒衣を纏った死神が大鎌をもたげて薄ら笑いを浮かべている。

　アーヴィングを憐れむように、嘲笑うように──。
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「失礼」

　その声に、エディルレーヌは覚えがあった。

　国王直轄の近衛騎士団の団長。

（じゃあ……）

　侵入者は、近衛騎士団の騎士達ということだろうか。

（なぜ？）

　近衛騎士団は、議会や宰相の命令ではなく、国王の命令のみで動く組織だ。

　彼らがここにいるのは、ロスイムの命令に他ならない。

　軍靴が、床を弾く音がした。

　騎士団長が、アーヴィングに対して敬礼したのだろう。

「早朝に大変申し訳ない。ですがアーヴィング公子殿下におかれましては、逃亡の恐れありとの懸念から踏み込ませて頂きました」

「……逃亡？」

　アーヴィングが、怪訝に尋ねる。

「どういうことだ？」

「殿下には国家反逆罪の嫌疑がかかっております。これより聴取させて頂きますのでご同行願いたい」

　思わず起き上がろうとしたエディルレーヌを、アーヴィングの手が上掛けごしに押し止めた。

（どういうこと!?）

　国家反逆罪だなんて大罪の嫌疑が、何故アーヴィングにかけられているのだ。

　何かの間違いに決まっている。

　それを騎士団長に問い質さなければならない。

　けれど何も身に纏っていないエディルレーヌは、そのまま人前に出るわけにもいかず、上掛けの下で悔しさに唇を噛んだ。

「……妻が、まだ寝ている。廊下にて待て」

　アーヴィングの言葉に騎士団長は少し考え込んだ様子だったが、王女であるエディルレーヌに配慮をするべきだと判断したらしい。

「……手早くご用意ください」

　結局、騎士団長は他の騎士達やバーグと部屋から出ていった。

「何かの間違いだわ！」

　エディルレーヌは飛び起きた。

　体に上掛けを巻き付けながら、アーヴィングににじり寄る。

　けれどアーヴィングは何も言わない。

　彼はエディルレーヌの顔を見ることすらせずに、身を屈ませて寝台の下の脚衣に手を伸ばすと、それを身に付けて立ち上がった。

「アーヴィング！」

　アーヴィングは部屋を横切り戸棚の前に立つと、その引き出しを開けて何かを探している。

（何をしてるの？）

　焦ったところで何もならないのは分かるが、どうしてこの状況にアーヴィングは落ち着いていられるのだろう。

　エディルレーヌはむしろそのことに苛立ちながら、寝台から降りようとした。

「私、これからお父様のところに行ってくるわ！　アーヴィングはここで……」

「ルーテブルクと手を結ばれたのは……予想外だったな」

　アーヴィングは引き出しから何かを取り出しながら、一人言のように呟いた。

（何？）

　アーヴィングが取り出したそれは、遠目でも上等な羊皮紙だということが見てとれる。

　何かの書類だろうか。

　丸まった羊皮紙を見下ろしながら、アーヴィングはまたつぶやく。

「アクロスティアとルーテブルクが連絡を取り合うには、地理的にメルバーナを経由しないといけないし、当然時間もかかる」

「……そう、ね」

　エディルレーヌは、曖昧に頷いた。

　アーヴィングは、けれどエディルレーヌの同意など必要としていないかのようだ。

　もしかしたら、聞こえていないのかもしれない。

「何年前からルーテブルクと繋がってたんだろう。慎重に慎重を重ねて連絡をとりあって……ああ、そうか。アクロスティアにとっても、この結婚は敵を油断させるための策だったのかもしれないな……」

　一人で納得し、アーヴィングは黙りこむ。

　奇妙な沈黙だった。

　窓の外からは、働き始めた人々の気配がする。

　この部屋だけが、夜に取り残されたように静かだ。

「どう、あがいても……」

　アーヴィングが寂しげに俯いた。

「父上じゃ、ロスイム陛下に勝てっこなかったんだ……」

　アーヴィングの父親であるメルバーナ国王とロスイムの間で、何かしらのやり取りがあったかのような口ぶりだ。

　亡き父を想っているのか、アーヴィングは戸棚と向き合ったまま微動だにしない。

　何と声をかけてあげればいいのか分からず、エディルレーヌは逡巡した。

「エディルレーヌ」

　何かを噛み締めるように、アーヴィングはエディルレーヌを呼んだ。

　そして、寝台の横までやってきて、跪いた。

　寝台の上に座るエディルレーヌは、自然アーヴィングを見下ろすかたちになる。

「アーヴィング？」

　呼びかけると、アーヴィングは顔を上げ、口を開く。

「この結婚を、なかったことにしよう」

　真っ直ぐ、迷いのない瞳と声。

「……え？」

　今、彼は何といったのだろう。

（……なかった……こと？）

　よく意味が分からない。

　困惑するエディルレーヌに、アーヴィングはもう一度繰り返す。

「婚姻無効の申し立てをするんだ。俺の署名はしてある」

　手に持っていた例の羊皮紙をアーヴィングは開いてエディルレーヌに中身を示した。

　エディルレーヌが覗きこむと、中には結婚の未成立を理由とする婚姻の無効を宣言する文言が書き込まれ、『夫』の名前を書く場所には、アーヴィングの正式な名前が綴られている。

「あとは君が署名するだけだ」

　アーヴィングは羊皮紙をクルクルと丸めると、エディルレーヌに差し出した。

　けれど、エディルレーヌは受け取らない。

　受け取れるはずがない。

「どういうこと!?」

　大混乱に陥ったエディルレーヌは、動揺して声を震わせる。

「無効って……どうして!?」

「どうしてって……」

　アーヴィングは、目を伏せた。

　そして、エディルレーヌと目を合わせないまま立ち上がる。

「……期待はずれだったからだよ」

　エディルレーヌに背を向け、アーヴィングはため息をついた。

　そんな彼を見上げ、エディルレーヌは眉をひそめる。

「え……？」

「頼めばすぐ股を開いてくれると思ったのに、いい年してもったいぶっちゃって」

　ようやくこちらを向いたアーヴィングは、エディルレーヌを見下すような下卑た笑いを口元に浮かべていた。

「ア、アーヴィング？」

「昨日の夜だって、あんまり悲壮な顔するから、やる気なくなっちゃったよ。ハンナはいつもニコニコして、僕が何をしても喜んで応じてくれるのに」

　突然出てきた見ず知らずの名前に、エディルレーヌの胸は不安に襲われる。

「ハン……ナ？」

『何をしても喜んで応じてくれる』とは、どういうことなのだ。

　今までアーヴィングの口から女性の名前が出ても、エディルレーヌは気にしたこともなかった。

　けれど、今は違う。

　不安と共に嫉妬が──そう、どす黒い嫉妬が胸の内に渦巻き、混乱する思考をさらにグチャグチャに撹拌する。

　アーヴィングは、ニヤリと嫌らしく笑った。

「庭師の娘さ。知らなかった？　ずいぶんまえから、僕ら──」

　その先を、エディルレーヌの女としての本能が察した。

　けれど、聞きたくなかった。

　聞きたくなかった。

　エディルレーヌは無意識に傍らにあった枕を掴むと、アーヴィングに投げつける。

　枕はアーヴィングの肩にあたり、羽毛を散らしながら床に落ちた。

「……わ、私を愛してるんじゃなかったの？」

　震える声で、エディルレーヌは訴えた。

　アーヴィングの顔を見る勇気は、もうない。

　俯き、その先に見えるアーヴィングの足を涙で潤む目で見つめるのが精一杯だ。

「あ、愛してるって言ったじゃない!!」

「状況が、変わったんだよ。エディルレーヌ」

「状……況？」

　エディルレーヌは、上掛けを握り締めた。

　何かに掴まっていないと、奈落の底に落ちてしまうような気がする。

「君の父親が、俺の家族を殺した」

　冷たい声に、エディルレーヌは戦慄した。

「家族の仇を憎いと思いこそすれ、誰が愛すると思う？」

「……っ」

　喉の奥で、悲鳴のような嗚咽がひきつる。

　アーヴィングに憎まれている──。その現実に、エディルレーヌは打ちのめされた。

「そもそも、男が閨の中で言った戯言なんて、まともに信じるのは処女くらいだよ」

　嘲笑うかのように、アーヴィングは言う。

「ああ、そっか。君はまだ処女──」

「出ていって!!」

　エディルレーヌは絶叫した。

「出て行って──!!」

　痛みをこらえるように、エディルレーヌは寝台に突っ伏す。

　それを見下ろし、アーヴィングは羊皮紙をエディルレーヌの横に置いた。

「署名して、陛下に渡しておいてくれ」

　冷たく言うと、アーヴィングは床から中衣シャツや上衣コートを拾い上げ、身に付ける。そうして、何の言葉もなく部屋から出ていくと、彼は廊下で騎士団長といくつか言葉を交わし、騎士達に囲まれて部屋の前から去っていった。

　だが、エディルレーヌの耳にはその足音は届いていない。

　聞こえるのは、頭の中にこだまするアーヴィングの声だけだ。

『あんまり悲壮な顔するから、やる気なくなっちゃったよ』

　だから、最後まで彼は抱いてくれなかったのだろうか。

『ハンナはいつもニコニコして、僕が何をしても喜んで応じてくれる』

　いつも、と言うほど頻繁に『ハンナ』に会っていたのだろうか。

　何を、アーヴィングは『ハンナ』に求めたのか。

『ずいぶんまえから、僕ら──』

　胸が、張り裂けそうだった。

　昨夜エディルレーヌとしたように、いや、もっと深く、『ハンナ』とアーヴィングは交わったのだろうか。

　その度に『ハンナ』は『ニコニコ』笑ってアーヴィングに応じたのだろうか。

『家族の仇を憎いと思いこそすれ、誰が愛すると思う？』

　憎まれても当然だ。

『愛してる……っ』

　あれは、嘘だったのだ。

『愛してる……！　エディルレーヌ……っ！』




　嘘だったのだ。




「うっ……ああ……っ！」

　嗚咽がこらえきれない。

　憎まれていることにも気づかず、『閨での戯言』を本気にして、彼に貫かれることを淫らにも乞い願った。

　自分が恥ずかしくて情けない。

　そして何より、愛されていたわけではなかったことが、あまりにも悲しかった。

『この結婚を、なかったことにしよう』

　アーヴィングが置いていった羊皮紙に、エディルレーヌの大粒の涙がパタパタと落ちる。

　エディルレーヌは、涙ごと、その忌々しい紙を払いのけた。

　床に落ちた羊皮紙は、クルクルと回転して椅子の下で止まる。

　見たくない。

　聞きたくない。

　わからない。

　どうして。

「……っいやああーーっっっ!!」

　悲鳴をあげて、エディルレーヌは泣き伏す。

　アーヴィングからの深い口づけに、愛撫に、言葉に、エディルレーヌの心の奥底で歓喜をもって目覚めた感情があった。

　愛される歓びと、愛する喜び。

　それが何なのかようやく悟ったエディルレーヌは、けれど今、ズタズタに傷つき、涙に萎れきっていた。
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　蔦の模様が織り込まれた布が張られた椅子に、アーヴィングは深く座っている。

　重厚な造りの円卓を挟んだ向こう側に同じ椅子があり、そこにはロスイムが足を組んで腰かけていた。

　その部屋は、アクロスティア国王が非公式に要人と会う際に使われる場所だ。

　緑を基調としたしつらえは上品であると同時に厳かで、室内には独特の重い空気が流れている。

　脇に立っていた宰相が、円卓の上に小さな正方形の羊皮紙を置いた。

「これを書かれたのは、あなたですね。アーヴィング公子殿下」

「……」

　羊皮紙に書き連ねられた文字の羅列。確かにそれはアーヴィングの筆跡だった。

「アクロスティア国内の戦力配置。予算案。立法案。人事。諸外国の情勢。御前会議で話し合われたありとあらゆる情報がここに書いてあります。日付はあなたが御前会議に出席された日のものだ」

　宰相の鋭い眼に冷たい光が宿る。

「この手紙を預かったメルバーナの間謀……馬丁は、既に捕らえています。父君に……メルバーナ国王に情報を流しましたね？　アーヴィング公子殿下」

「……」

　室内に、冷たい空気が淀む。

　深く腰かけたまま、アーヴィングは肯定も反論も一切口にせずに沈黙を貫いた。

　ピクリとも表情を動かさず、まるで話を聞いていないかのようなアーヴィングに、宰相が微かに眉をひそめた。

「沈黙は肯定とみなします。あなたはメルバーナに我が国の情報を流した。これは立派な国家への反逆です」

「……」

　これにも、アーヴィングは何も応えない。

　宰相が、苛立ちをあらわにする。

「殿下。聞いておられますか？」

「アーヴィング」

　それまで黙って成り行きを見ていたロスイムが、口を開いた。

「何か言いたいことがあるんじゃないかい？」

　促され、アーヴィングの青雛菊色の瞳が揺れる。

　そして視線の先が、手紙からロスイムへと、ゆるゆると移った。

　その口角が、ニヤリと歪む。

「……先だって御前会議に俺の席を設けたのは、このためですね？」

　エディルレーヌに見せていた無邪気で屈託ない少年の明るい笑顔など、露程も感じさせない、暗く皮肉な笑み。

「俺にわざと情報を握らせ、流させた。反逆罪を立証するために」

　アーヴィングの言葉に、宰相は驚いたように息を飲む。

　彼はアーヴィングが疑惑を否定して無様に泣き叫ぶとでも考えていたのかもしれない。

　けれどロスイムはすべて想定内だとでもいうように悠然と微笑むと、両手の指を胸の前で軽くからませた。

「その通り。よくわかったね」

　その様子に、アーヴィングの胸の内で怒りが煮えたぎる。

（まんまと……）

　ロスイムがしかけた罠に、まんまとはまってしまった。

　おかしいとは思ったのだ。アーヴィング経由でメルバーナに情報が流れることを避けるために、ロスイムはこれまでずっとアーヴィングを政に近づけなかった。それなのに、なぜ突然アーヴィングを御前会議に……アクロスティアの政治の中心に引っ張り込もうとしているのか。

　子供達を巻き込んだ泥合戦は、危うきに近づかないためのアーヴィングなりの防衛手段だった。それも結局、エディルレーヌの涙に勝てずに放棄せざるを得なかったのだが。

（まさか、こんな形で……）

　実質的に人質であったとはいえ、対外的にはアーヴィングはロスイムの『娘婿』だ。

　その『娘婿』を理由もなく始末すれば、国内外からの非難を免れることは難しい。

　ロスイムは誰もが納得する『反逆罪』という理由を、ご丁寧にも用意してくれたというわけだ。

「涙ぐましいね」

　ロスイムは、円卓の上の手紙をつまみ上げ、楽しそうに眺めた。

「アクロスティアの内情を綴ることでザダ侵攻を目論む父親を踏みとどまらせようとしたんだろう？　『勝てやしない』と」

　ロスイムが手を放すと、手紙はヒラリと床へ舞い落ちる。

「けれど残念ながら、君の父君はそれを察することが出来る器を持ち合わせていなかったようだ」

　嘲るようなロスイムの言い方に、頬に浮かんでいた不敵な笑みがひきつるのを、アーヴィングは隠しきれなかった。

　怒りが、苛立ちが、家族を殺され祖国を滅ぼされた悔しさが込み上げる。

　それらすべてを、ロスイムの静かな瞳は見透かしているかのようだった。

「君は賢い子だ。自分が人質であることも、父親の捨て駒であることも、すべて承知の上で自分が少しでも長く生き延びるために愚鈍なふりをしてきたね。私に『殺す価値もない』と思わせるために」

「買いかぶりです」

　もはや、アーヴィングの頬に笑みはない。

　ただただ殺気をこめ、ロスイムを睨む。

「俺は……ただエディルレーヌの弟でいたかっただけだ」

「もちろん、それも多分にあったのだろうけれどね。まぁ、どちらにせよ無駄な足掻きだ」

　ロスイムは身を乗り出し、微笑みながらアーヴィングを見つめる。

「私は君を殺すよ」

「……」

　アーヴィングは、血の気がひくほどの強さでひじかけを握り締める。

　死を告げられ、恐ろしかったわけではない。

　自分の命の期限が自分の手が届かない場所で決められてしまうことが、悔しくてたまらなかった。

「さて、早急に君とエディルレーヌの離婚の手続きをすすめよう」

　ロスイムはまるで家族で出掛ける楽しい計画を語るかのようだった。

「反逆者の家族は投獄ときまっているが、可愛いエディルレーヌを暗い獄に繋ぐのは気がすすまないからね。第一、そんなことをすれば私はミーフェに殺されてしまう」

「……離婚なんて、する必要ありません」

「ん？　どういうことだい？」

「そもそも、婚姻が成立していない」

「……それは」

　ロスイムも、さすがに意表を突かれたらしい。目を真ん丸にさせて驚いている。

「まさか……本当に？　君の寝室にエディルレーヌがいたと聞いたけれど？」

「あなたの娘はまだ処女おとめだ」

「……はは。あはは！　あっははははは!!」

　アーヴィングが断言すると、ロスイムは天に向かって大笑いを始めた。

「そんなに!?　そんなにエディルレーヌが愛しいかい!?　あはははは!!」

「……」

　エディルレーヌに渡した婚姻無効の申立書を思い、アーヴィングは歯を食いしばる。

　自分が死ぬ前に彼女を『弟』から解放してあげようと、ずっと用意していたものだ。

　用意しておいてよかった。

　エディルレーヌを反逆罪の妻になんてしたくない。

（エディルレーヌ……）

　婚姻無効を納得させるために、酷い言葉でエディルレーヌを傷つけてしまった。

　きっと彼女は、今頃申立書に署名をしているだろう。

　覚悟したはずなのに、いよいよエディルレーヌが『妻』ではなくなるのだと思うと、ロスイムではないが大声で神を呪ってやりたいような気分になった。

　エディルレーヌはそもそもアーヴィングの本当の『妻』ではないのだが、それでも彼女を自分に縛り付けておくことが出来なくなると思うと、胸をかきむしるほどに苦しい。

「────心配いらないよ。アーヴィング。エディルレーヌは若く美しい。あの娘こをぜひ妻に欲しいと言う男は列をなすだろう」

　ロスイムの言葉に、アーヴィングは瞠目して顔を上げる。

　いつのまにか立ち上がっていたロスイムが、アーヴィングを見下ろしていた。

「新しい夫に愛され幸せにくらせばエディルレーヌは最初の夫のことなどすぐに忘れる」

「……っ」

　思わず、アーヴィングは立ち上がりロスイムに掴みかかる。

　けれど背後に控えていた騎士達にすぐに羽交い締めにされ、床へ跪かされた。

　クスクスと、ロスイムの笑う声が落ちてくる。

「すまない。ついつい意地悪を言ってしまった」

　力なく、アーヴィングは項垂れる。

（……これで、いいんだ）

　エディルレーヌは、自由になればいい。

　自分が死んだら、恋をして、その相手と幸せになればいい。

　そう思って、彼女を抱き貫く欲望を必死に捩じ伏せてきたのだから。

　だから、これでいいのだ。

「君を殺さねばならないのは本当に残念だよ。エディルレーヌに恋焦がれる君は、見ていてなかなかいじらしかったからね」

　大きなお世話だと、唾を吐いてやりたい。

　けれど実際には、アーヴィングにそんな気力などなかった。

　宰相が一歩前に進み出て、書簡を大きく広げ、それを読み上げる。

「アーヴィング・セイブル・メルバーナ。国家反逆罪の咎により死刑に処す。かしこまってこれを受けよ」

　冷たい死刑宣告に、アーヴィングは目を閉じる。

　どうせなら、もっと早く──エディルレーヌの肌の柔らかさを知る前に、言って欲しかった。

　あの肌に、自分以外の男が唇を這わせるのだと思うと、気が狂いそうだ。

「……つつしんで、承ります……」

　死神がもたげた大鎌の下に、アーヴィングは無防備な首を晒して俯く。

　こんなときですら、瞼の裏に映るのはエディルレーヌの可憐な微笑みだった。
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　窓辺で、エディルレーヌはぼんやりと外を眺めていた。

　ここでレースを編んでいると、いつもならアーヴィングが窓を乗り越えてあらわれる。

　それを待っているのに、いつまでたってもアーヴィングはあらわれない。

（そう……よね……）

　アーヴィングに渡された婚姻無効の申立書を、エディルレーヌは見下ろした。

　アーヴィングは、エディルレーヌを愛してなどいなかったのだ。

　家族を殺した仇の娘。

　その娘と夫婦であった事こ実とすら、彼は許せないのだろう。だから『婚姻無効』などと言い出したのだ。

　だから、もうアーヴィングがエディルレーヌに会いに来るはずがない。

　涙が、またポロリと落ちる。

（私……アーヴィングを……）

　いつからだったのだろう。

　夫として出会い、弟として愛した彼を……男としての彼を、意識し始めたのはいつだろう。

　大人びて、別人のような顔をするようになったアーヴィングを恐れ、怯えた。

　その一方で、彼に見つめられて胸が高鳴っていたのも事実だ。

　けれど、今更だ。

　今更、アーヴィングに恋をしていると自覚したところでどうなる。

　もう、アーヴィングとは夫婦ではなくなるのだ。

「エディルレーヌ！」

　扉が突然開き、ミーフェが駆け込んで来た。

　エディルレーヌは慌てて涙を拭い、立ち上がる。羊皮紙はその背後に隠した。

　ミーフェは青ざめてエディルレーヌの肩を掴む。

「大変よ！　アーヴィングが……」

　エディルレーヌの心臓がドキリと不穏に脈打つ。

　彼が婚姻無効を言い出したことが、もうミーフェに伝わったのだろうか。

　けれど、ミーフェの言葉はエディルレーヌの予想を嵐のような勢いで吹き飛ばした。

「死刑だそうよ！　国家反逆罪で！」

「……え？」

　エディルレーヌは顔をしかめた。

「……何を……何を言ってるの？　お母様」

「落ち着いて……落ち着いて聞くのよ！」

　そういうミーフェにこそ落ち着きが必要な様子だったが、そんな的確な指摘をする余裕はすでになくなっていた。

「お母様！」

「アーヴィングが……我が国の機密をメルバーナに流していたと認めたの」

「……」

　エディルレーヌの体が、カタカタと震え始める。

　国家反逆罪だなんて、何かの間違いだとばかり思っていた。調べれば、すぐにアーヴィングの身の潔白は証明されるはずだ、と。

「確かな証拠もあるのですって」

「……」

　ミーフェの言葉に、エディルレーヌはその場に崩れ落ちる。

「嘘……」

「執行は十日後」

　ミーフェは、顔を覆う。

「それまでアーヴィングは離宮に幽閉だそうよ。ついさっき馬車で輸送されて行ったわ」

「もう!?」

　エディルレーヌは目を見開く。

　あまりにも事の展開が早すぎて思考が追いつかない。

　呆然とするエディルレーヌに、ミーフェが涙声で苛立ちをぶちまけた。

「だから……だから早く子供をつくれと言ったのに！」

　その突拍子もない言葉に、エディルレーヌは瞼を瞬かせる。

「どういうこと？　お母様」

「あなたとアーヴィングに子供ができていれば、情に訴えて最悪の事態だけは免れることが出来たかもしれないじゃない！　ロスイムだって人間よ？　孫の顔を見れば……」

「お母様は」

　エディルレーヌは、母親にとりすがった。

「知ってらしたの？　こうなるって……お父様は以前から何か言ってらしたの？」

　娘の必死の形相に、ミーフェは自らの発言が不用意だったことにようやく思い至る。

「お母様！」

「……あの人が政治のことを私に言うわけないでしょう？　でも、こんなことになるんじゃないかとずっと心配していたのよ」

「ずっと？」

「エディルレーヌ。あなたにとってはロスイムは優しい父親なのでしょうけど……でもあの人は王なの」

　ミーフェの目に、力がこもる。

「返り血など恐れないわ」

「……」

　為政者としてのロスイムの恐ろしさを、エディルレーヌは改めて感じた。

　娘の婿としてアーヴィングに穏やかに接しながら、彼はずっとアーヴィングをいつ殺すか考えていたのだろうか。

（お父様はアーヴィングを排除すべき存在だとみなした……）

　それなら、ミーフェが言うようにエディルレーヌがアーヴィングの子供を生んでいたとしても、孫可愛さにロスイムがアーヴィングを許すことはなかっただろう。

　突然、エディルレーヌは気がついた。

（もしかして……）

　婚姻無効の申立書を、握り締める。

「……庭師に」

　エディルレーヌは、扉の近くに控えていた侍女に向き直る。

「庭師に、ハンナという娘がいる？」

　侍女なら、知っているかもしれない。

　エディルレーヌの突然の問いかけに、侍女は戸惑う素振りを見せた。

「はい……三才になる、いつもニコニコしている可愛い子です。アーヴィング様は庭師とも親しくしていらしたので時々遊んであげていたようですが……それがどうかなさいましたか？」

「……あ、はは」

「……エディルレーヌ様？」

「エディルレーヌ？」

「……っ馬鹿なアーヴィング！」

　すぐ嘘だとわかる嘘をつくなんて。

「……っ」

　握り締めていた婚姻無効の申立書を、エディルレーヌは両手で掲げ切り裂こうと力をこめた。

　けれど硬い羊皮紙は、皺になるだけで切れ目すら出来ない。

　エディルレーヌは意地になり、棚から手紙の封を切る為の短剣を取り出した。

　そして机の上に広げた羊皮紙に、躊躇うことなくそれを突き立てる。

「エディルレーヌ!?」

「エディルレーヌ様!?」

　エディルレーヌの奇行に、ミーフェと侍女が仰天して目を剥いた。それにかまわず、エディルレーヌは力任せに羊皮紙を引っ張る。

　切り裂かれて二枚になった羊皮紙を、エディルレーヌは同じようにまた短剣で切り裂いた。二度三度とそれを繰り返し、羊皮紙がゴミのようにバラバラになるまでそれを続けた。

　ミーフェが怪訝な顔をする。

「エディルレーヌ？」

「本当に……馬鹿なんだから！」

　すべて、エディルレーヌのためだったのだ。

　何もかもすべて。

　それなのに、エディルレーヌはアーヴィングを信じなかった。

　薄っぺらい嘘にまんまと騙されて────こんなことになるまで、どんなにアーヴィングに深く愛されているか気づかなかった。

　込み上げる涙を、エディルレーヌは唇を噛み締めることで堪える。

　泣いている暇などない。

　アーヴィングを、助けなければ。
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　月がない夜のこと。

　エディルレーヌは密かに王宮を抜け出すと、馬車で一刻ほど揺られ、アーヴィングが幽閉される離宮に辿り着いた。

　かつての王が側室に出来ないほど身分の低い愛妾に与えたという離宮は、今や住む者もおらず、近年ではもっぱら高位の王族や貴族を幽閉するため使用されているらしい。

　高い大塔が特徴的で、『嘆きの塔』と密かに呼ばれているようだ。

　蔦がはびこる石壁を見上げ、エディルレーヌは深呼吸した。

　アーヴィングの反逆罪の疑いは、もはやエディルレーヌではどうにもならない。

　アーヴィング自身が罪を認めてしまっているし、動かぬ証拠もある。

　それに、ロスイムはエディルレーヌの話に耳を傾けるどころか、忙しさを理由にエディルレーヌや、ミーフェとすら会うことすら拒否している。

　エディルレーヌ達がアーヴィングの助命を願うだろうことを見越しているのだろう。

　このままではアーヴィングは処刑されてしまう。グズグズしていられない。

「……バーグ」

　闇の中、傍らに控える護衛騎士が頭を下げる。

「はい」

「いいのね？」

　バーグは小さく笑うと、大きく頷いた。

　それに頷き返し、エディルレーヌは前を向き歩き始める。

　門をくぐり抜けたところで、離宮を守る衛兵達に槍を向けられた。

「何者だ!?　ここには入れん！」

「帰れ帰れ！」

　衛兵達はエディルレーヌの顔を知らないらしい。

　バーグが、一歩進み出る。

「無礼者！」

　衛兵達を睨みつけ、バーグは高らかに言った。

「エディルレーヌ王女殿下にあらせられる！　道をあけろ!!」
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　バーグが面会許可証を見せると、塔の見張りをしていた衛兵は驚くほどあっさりそこを通してくれた。もちろん、この許可証はエディルレーヌが用意した偽物で、明るい場所でよくよく見ればそうとわかるものだったが、バーグのやたら堂々とした態度に圧倒された衛兵は確認しようともしなかった。

　闇の中で、靴音が不気味に響く。

　先導するバーグが持つ燭台の灯りを頼りに、エディルレーヌは『嘆きの塔』の長い螺旋階段を登った。

　規則的に並ぶ窓から外を見ると、数多くの松明の灯りが点在している。衛兵達が掲げるものだ。彼らに見つからずにアーヴィングを逃がすのは至難のわざだろう。

　緊張を、エディルレーヌは深呼吸で散らした。

（大丈夫よ）

　きっと、夜の闇が味方をしてくれる。

　階段を登りきったそこにも、見張りの衛兵がいた。

　バーグが許可証を見せると、その衛兵は訝しむように眉間に皺を寄せたが、「お話は手短に」と短く言って、扉の鍵を開けてくれた。もしかしたら、エディルレーヌに同情してくれたのかもしれない。

　扉を押し開き、エディルレーヌは中を窺う。石の壁と床が剥き出しの部屋は、古びた調度品が並んで、物寂しい雰囲気が漂っている。燭台に火はなく、窓から差し込む淡い月明かりだけが室内を照ら出していた。

　月を見ているのか、アーヴィングは出窓に腰を下ろし、窓の外に顔を向けていた。扉が開いたことに気づいていないようで、こちらを振り向かない。

「アーヴィング」

　声をかけると、広い背中が少し身じろいだ。

　そしてゆっくり振り返り、驚きに目を見開く。

「エディルレーヌ!?　どうしてここに……」

「バーグ。お願い」

　エディルレーヌが声をかけると、バーグは「かしこまりました」と扉を閉じ、身に付けていた外套をはずし始めた。次いで、彼は上着も脱ぎ始める。

　バーグの奇異な行動にアーヴィングは面食らい、顔を歪める。

「バーグ？　何をして……」

「アーヴィングも脱いで」

　エディルレーヌは足早にアーヴィングに近づくと、彼の着衣に手をかけた。

「ちょ、待っ……エディルレーヌ!?」

　警戒するように、アーヴィングが一歩下がる。

「何のつもりだ!?　ロスイム陛下の許可は……」

「得ているわけないでしょう？」

　アーヴィングの言葉を、エディルレーヌは遮った。

　そして、彼を真っ直ぐ見上げる。

「着替えて。バーグと服を交換するの」

「バーグと？」

　アーヴィングはエディルレーヌの後ろに立つバーグを見た。

　バーグは、自らの着ていた上着をアーヴィングに差し出した。

「お早く。あまり時間がありません」

「バーグが身代わりになってくれるわ。その隙に逃げるの」

「馬鹿な！」

　アーヴィングは激しく首を振り、バーグの手を押し戻す。

「そんなことしたら下手したら死刑だぞ!?　バーグ！」

「覚悟の上です」

　バーグは頷いた。

　その様子に、アーヴィングは呆れたように眉を寄せて笑う。

「何を……何を考えてるんだ。エディルレーヌ！　君だっていくら王女でもただじゃすまない！　何のために婚姻を無効にしたか……」

「私に累が及ばないようにするためよね」

「……！」

　アーヴィングが、息を飲む。

　エディルレーヌは、アーヴィングから目を離さずにまくしたてた。

「国家反逆罪は大罪だもの。妻はおろか親子供も断罪される。私は王女だからさすがに死罪にはならないだろうけれど、それでも投獄は免れられないでしょうね。でも、離婚か、婚姻を無効にすれば話は別だわ。あなたの妻でなくなれば、私は裁かれることはない。──だから、婚姻を無効にしようとしたのよね？　私を守るために」

　アーヴィングに口を挟ませることを、エディルレーヌは一切許さなかった。

　エディルレーヌは怒っているのだ。

　何もかも勝手に決めたアーヴィングに。

　ただ守られるなんて嫌だ。

　蝶よ花よと育てられたエディルレーヌには政治のことも戦争のこともわからないし、何も出来ない。けれど、アーヴィングの味方でいることだけは出来る。

　夫婦なのだから。

　何があっても、アーヴィングの味方でいたいのだ。────最後まで。

　アーヴィングは、エディルレーヌの口調に何かしらを感じたらしい。

「……エディルレーヌ。何か怒ってる？」

　怖々といった様子で尋ねるアーヴィングに、けれど、エディルレーヌは答えなかった。

　ただ、ニコリと笑う。

「ハンナってとっても可愛い子ね」

　アーヴィングの表情が、少しひきつる。

　そんなことおかまいなしに、エディルレーヌは続けた。

「ニコニコして、金の巻髪が少しだけ昔の私に似てる。──そう思わない？」

「……っ」

　アーヴィングが、気まずそうに目を反らした。

　エディルレーヌは、小さく嘆息する。

（そうよ。私は怒っているの。アーヴィング）

　エディルレーヌのためであったとしても、何の相談もなしに、しかも自分を悪人であるようにしたてて結婚をなかったことにしようとするなんて許せない。

　嘘でも、他の女性に目移りしたなんて聞きたくない。

　愛してないなんて、言わせない。

「……ねえ。アーヴィング。あなた、こうなることがわかってたんでしょう？」

　結婚して十年。

　彼はきっと、逃げようと思えば、いつだって逃げられたはずだ。

　身分も財も、もしかしたら母国ですら、アーヴィングにとっては重い正装のように窮屈なものでしかなかったのだろうから。

　それらを捨てて、逃げることを彼が考え付かなかったはずがない。

（それでも……それでも、逃げなかったのは……）

　そっと、エディルレーヌはアーヴィングの頬を、両手で包む。

「逃げなかったのは、私の傍にいてくれるためね？」

「……」

　アーヴィングの瞳が、逃げ場所を失い狼狽えて揺れる。

　優しく、エディルレーヌは微笑んだ。

「アーヴィング。私を、愛しているでしょう？」

「……っ」

　アーヴィングが、目を見張る。

　唇が小さく痙攣し、すぐに表情がくしゃりと歪んだ。

「好きだ……っ！」

　覆い被さるように、アーヴィングはエディルレーヌを抱き締めた。

　きつく、強く。

　そして、もう我慢できないというように溢れる想いを言葉に連ね始めた。

「好きだ。愛してる。愛してるんだ、本気で君を……。弟としてでもかまわないから傍にいたくて、でも我慢できなかった。ごめん、あんなことして……っ。本当は俺なんかが君に触れるなんて許されないのに」

　今にも泣きそうな声で、アーヴィングは謝る。

「ごめん。俺は……」

「……」

　エディルレーヌは、アーヴィングの背中に手を回し、彼を抱き締め返す。

（ああ、やっぱり）

　だから、彼はエディルレーヌを抱かなかったのだ。

　エディルレーヌを愛しているから、だからこそ、抱けなかったのだ。

「……アーヴィング殿下。エディルレーヌ様」

　黙って控えていたバーグが、遠慮がちに口を開く。

「申し訳ありませんが、時間が……」

「……そうね」

　エディルレーヌは頷き、アーヴィングの体を優しく押し返す。

「アーヴィング。着替えて。お願い」

「……どこに」

　アーヴィングは、また泣きそうな顔で俯いた。

「どこに逃げろって言うんだ。メルバーナはもうない。俺が帰る場所なんて、もうどこにもない。それなら、せめて最後まで君の傍で……」

「アーヴィング」

　エディルレーヌは、またアーヴィングの頬に手をやり、上を向かせる。

　そして青雛菊のような綺麗な瞳を覗きこんだ。

「エレーヌ揚羽を見に行きたいって言っていたのを、覚えている？　アーヴィング」

　出会ってすぐ。

　まだ、夫婦ではなかった夜。

　いつかエドアール山脈にエレーヌ揚羽を見に行くのだと、アーヴィングは言った。エディルレーヌも一緒に行こう、と。

　幼い彼の不躾なほどまっすぐで強い眼差しを思い出し、エディルレーヌの心が切なく軋んだ。

「行って」

　目に、声に、エディルレーヌは力をこめる。

「今がその時なの」

「……エディルレーヌ」

　蛹が殻を脱ぎ捨てて蝶になるように、アーヴィングは窮屈で身動きすらつらい人生を捨てて広い世界へ行くのだ。

「大丈夫よ。アーヴィング。あなたはどこへだって行ける」

　力強く微笑むエディルレーヌに、アーヴィングは迷うように目を閉じた。

　エディルレーヌは、必死に言葉を連ねる。

「アーヴィング。あなたなら飛んで行ける。そうでしょう？」

　城壁も山脈も海でさえも軽々越えて、どこへだって飛んでいけるはずだ。

（急がないと……）

　エディルレーヌが王宮を抜け出したことがロスイムにばれれば、きっと彼はエディルレーヌがアーヴィングを逃がすために離宮に向かったと勘づくだろう。

　そうしたら、追っ手が差し向けられる。

　その前にアーヴィングをできるだけ遠くに逃がさなければ。

　アーヴィングの頬に添えたエディルレーヌの手に、アーヴィングの大きな手が重なった。

　アーヴィングが、ゆっくり目を開ける。

「……一緒に行こうと言ったら、君は来てくれる？」

「……」

　行きたい────本音を、エディルレーヌは必死に飲み込んだ。

　連れて行って。

　そう言ったら、きっとアーヴィングはエディルレーヌを連れて行ってくれる。

　エディルレーヌが足手まといになろうと、その結果として自分が命を落とすことになろうと、彼はかまわずエディルレーヌを連れていってくれるだろう。

　だから、言えない。

　アーヴィングが自由に羽ばたくために、一緒に行きたいとは────愛してるとは、エディルレーヌは口が避けても言えないのだ。

　涙をこらえて、必死にエディルレーヌは微笑んだ。

「────いいえ」

　悟られてはならない。

　アーヴィングに、どれだけ彼について行きたいか。

　その試みは、見事に成功した。

　アーヴィングは、エディルレーヌの微笑みに寂しげに笑い返す。

「そっか……」

「……」

　奥歯を、エディルレーヌは密かに噛み締める。

　これでいいのだ。

　アーヴィングに愛された──それだけで、エディルレーヌの人生は満たされるのだから。

（……生きていて、くれさえすればいい）

　アーヴィングは逃げ延びて、どこかで誰かと幸せになればいい。

　バーグと服を交換すると、アーヴィングは髪と顔を隠すために頭からすっぽりと外套をかぶった。

　バーグも、同じように外套をかぶる。

　背丈が同じほどの二人がそうすると、どちらがどちらなのかはひと目見ただけでは分からない。

　夜の闇の中、アーヴィングを見慣れていない衛兵が見れば、仕立てがよい外套を着ているバーグを、公子と見紛うだろう。

「……あんなに小さかったアーヴィング殿下が、こんなに大きくなったんですね」

　バーグが、感慨深げに呟く。

　その姿に、アーヴィングは顔をしかめた。

「バーグ……」

「そんな顔なさらないでください。これでも将来有望と言われた騎士ですからね。衛兵達を引き付けるだけ引き付けて、上手く逃げます」

　けれど、彼がアクロスティアの騎士団から追われるだろうことは想像に難くない。下手をすれば命を落とす。

　それが分からない筈がないのに、それでもアーヴィングを逃がす算段に手をかしてくれるバーグに、エディルレーヌは今更ながら申し訳なくなった。

「バーグ……ごめんなさい」

「エディルレーヌ様までやめてください」

　明るく、バーグは笑う。

「俺には養う家族も待っている恋人もいませんし、いいんです」

　バーグが、アーヴィングを見て目を細めた。

「十年前……あなたに会って、大昔に死んだ弟が帰ってきたかのような錯覚に陥りました」

「……バーグ」

　アーヴィングの瞳が潤む。

　バーグは、その瞳をみつめながら、跪いた。

「あなたにお仕えできて、光栄でした。アーヴィング公子殿下」

「……逃げるんだぞ？」

　アーヴィングが、強い口調でバーグに詰め寄る。

「絶対に逃げきれ！　いいな!?」

「もとより、そのつもりです」

　太く笑うバーグに、エディルレーヌも目頭が熱くなる。

「さあ、行きましょう」

　バーグが立ち上がった。
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「公子が逃げたぞーーッ!!」

　その声に驚き振り向いた衛兵達の頭上を、栗色の牝馬が垣根ごと飛び越えていく。

　牝馬の背には、灰青色の外套を頭からかぶった男が跨がっていた。

「た、大変だ！」

　腰を抜かして座り込んだ衛兵が、慌てて立ち上がる。

「公子が……っ」

「追いかけるんだ！」

　離宮の要所を守っていた衛兵達が、馬に乗って逃げる『公子』を追いかける。

　その騒ぎのなか、エディルレーヌはアーヴィングと密かに離宮を抜け出し、待たせていた馬車に飛び乗った。

　馬車は森のなかの道を街道に向かって走り、やがて曲がり道で止まる。

「降りてアーヴィング！」

　御者が扉を開けるのを待たずに馬車から飛び出ると、エディルレーヌは背の丈ほどもある叢くさむらを掻き分けていく。

「エディルレーヌ!?」

　後ろをついてくるアーヴィングが、心配そうに叫んだ。

「大丈夫？　虫が……」

「言わないで！」

　エディルレーヌはアーヴィングを制する。

「考えないようにしてるんだから！」

　虫は、今でも大嫌いだ。

　虫がいるだろう叢や森なんて、本当なら足を踏み入れたくもない。

　けれど、そんなことを言っている場合ではない。

　叢が開け、そこには一頭の馬が木に繋がれていた。アーヴィングの愛馬だ。

　エディルレーヌはアーヴィングを見上げた。

「私は街道沿いに馬車を走らせるわ。アーヴィングは……」

「北にいく」

　馬を撫でながら、アーヴィングが言った。

　エディルレーヌは戸惑い、眉を寄せる。

「北に？」

　アーヴィングの故郷であるメルバーナはここから南。北に行けば逆方向だ。

　アーヴィングは、小さく笑う。

「言っただろう？　エレーヌ揚羽を見に行けって」

「確かに言ったけれど、でも……」

　あれは、自由に生きて欲しいと言う意味の比喩だ。

　エディルレーヌとしては、当然アーヴィングは母国のメルバーナを目指すものだとばかり思っていた。

　エディルレーヌの心の内を読み取ったようにアーヴィングは首を振る。

「メルバーナには帰らない。帰っても家族はいないし、『最後の王族』として利用されるのもごめんだ。それに」

　アーヴィングは、アクロスティア王宮のある方角の空を見た。

「きっと……俺はメルバーナに逃げると誰もが考えるだろうから」

　その考えの裏をかくというわけだ。

　エディルレーヌは考え込んだ。

（いい考えかもしれないわ……）

　追っ手が南のメルバーナに向かう間に、北の山岳地帯まで逃げてしまえばいい。

「わかったわ」

　エディルレーヌは馬車から持ち出した荷袋をアーヴィングに渡した。

「当座の路銀と食べ物がはいってる」

「ありがとう」

「気を付けてね」

「……エディルレーヌ」

　アーヴィングが、口ごもる。

　どうしたというのだろう。

「アーヴィング？」

「……婚姻無効の申立書」

　エディルレーヌの心臓が、ドキリと鳴った。

　アーヴィングは、真剣な表情だ。

「署名はした？　陛下に渡した？」

「……ええ」

　エディルレーヌは、精いっぱいの嘘をついた。

「署名して、お父様に渡したわ。心配しないで」

「じゃあ、君が投獄されることはないね。よかった」

　アーヴィングは安堵した様子だったが、どこか複雑そうな顔だ。

（……私の夫）

　エディルレーヌは、心の内で呼びかける。

　彼の姿を心に焼き付けておこう。

　夢に彼を描けるように。

「エディルレーヌ……キスしていい？」

　甘えるように、アーヴィングが囁く。

　エディルレーヌはまず驚き、そして困ってしまった。

　きっと、最後の口づけになる。

　もう二度と……口づけどころか、会うことすら叶わなくなる。

　最後の思い出に、もう一度アーヴィングと……。

（けれど……）

　淡く笑いながら、エディルレーヌは拒否する。

「……ダメ」

　今、彼と口づけをしたら、きっと離れがたくなる。

　連れていってと、泣いてすがってしまう。

（だから、ダメ……）

　アーヴィングの表情が、悲しげに沈む。

「……わかった」

　さよならを、言うべきだろうか。

　あえて言わない方がいいだろうか。

　迷ううちに、エディルレーヌの瞳が潤む。

（……ダメ）

　泣いてしまう。

　その時。

　アーヴィングが、身を屈ませた。

　唇が、重なる。

　ただ、触れるだけのキス。

　一瞬だけ互いの目線が熱くからまったが、アーヴィングはそれを振り切るようにしてエディルレーヌに背を向け、馬に跨がった。

「……さよならは言わない」

　馬上から、アーヴィングはエディルレーヌを見下ろし微笑む。

「それでいいよね？」

「……ええ」

　エディルレーヌは、頷く。

『さよなら』なんて悲しい言葉を、アーヴィングの口から聞きたくはない。

　エディルレーヌも、言わなくていいだろうか。

　二度と会えないだろうけれど、それでも『いつか』と希望を持つことは、許されるだろうか。

「アーヴィング……」

「……じゃあ、行くよ」

　短い言葉と共に、アーヴィングは愛馬に鞭打った。

　弾けるように馬は走り出し、瞬く間に遠ざかる。

　アーヴィングを乗せて。

「……っう」

　涙が、途端に瞳から溢れだす。

「ああ……っあああ！」

　子供のように、エディルレーヌは声をあげて泣いた。

（私のアーヴィング……）

　逃げて。

　生きて。

　お願い。




　愛してるから。





　　　＊　＊　＊






　街道沿いに馬車を走らせたエディルレーヌが、王宮から遣わされた騎士団に囲まれたのは朝方だった。

　薄暗い道を王宮へと連れ戻され、ロスイムの前に座らされるに至った頃には、既に日は高く昇っていた。

「困ったなあ」

　そう言いながらも、ロスイムに困った様子はない。

　いつものように悠然と笑う父親を、エディルレーヌは静かに見つめる。

「まさか君がこんなことをしでかすなんてね。エディルレーヌ」

「……」

「君はよく私に似ていると言われるけど」

　ロスイムが、肘掛に頬杖をついた。

「中身は、完全にミーフェだね」

「……」

　ロスイムは何故か嬉しそうだ。

　けれど、当然ながらエディルレーヌは笑えない。

　暗い室内を、燭台の灯が揺れて照らし出す。

（アーヴィング……っ）

　今頃はどこを走っているだろう。

　寒さに凍えたりはしていないだろうか。

　怪我をして、動けなくなってはいないだろうか。

　心配ばかりが、エディルレーヌの胸をよぎる。

「とにかく、アーヴィングは生きて捕まえなさい。エディルレーヌとの婚姻無効の書類に署名をさせねばならないからね」

　ロスイムは、傍らに控えていた宰相を見上げて言う。

「このままじゃエディルレーヌを投獄しなければならなくなる。そんなことになったら私がミーフェに殺されてしまう」

　宰相は心得ていると言わんばかりに頭を下げた。

「メルバーナとの国境には早馬を出してすでに兵を配置しております」

「ああ、たぶんそっちじゃないよ」

　事も無げに言うロスイムに、エディルレーヌは目を見張る。

「北だ」

　ロスイムは、あっさり言った。

「北の山岳地方に重点的に兵を送ってくれ」

「……え？」

　なぜ。

　動揺を隠せないエディルレーヌに、ロスイムは優しく微笑む。

　燭台の灯りのせいだろうか。父親の微笑みが、エディルレーヌは身震いするほどに恐ろしかった。

「メルバーナに逃げるのが常道。……そう見せかけて逆に逃げる。あの子は賢い子だからね」

　足元が崩れて、真っ暗な底無しの闇に落ちていく感覚。

　エディルレーヌは真っ青になった。

　ミーフェの言葉が、耳に甦る。

『あの人は王なの』

『返り血をおそれない』

　氷水に浸ったように体が震える。

「お、お父様……お願い」

　怖くて怖くてたまらない。

　アーヴィングを失ってしまうかもしれない。

　残酷な現実が、エディルレーヌのすぐ背後に迫っている。

　それは、エディルレーヌにとってあまりにも強烈で鮮烈な恐怖だった。

「お願い！　殺さないで……！」

　椅子から崩れおちるように床に膝をついたエディルレーヌは、這うようにして父親の膝にすがる。

「お父様！　お願い……っアーヴィングを殺さないで……っ！」

「ごめんよ、エディルレーヌ」

　少し困ったようにロスイムは眉尻を下げたが、未だ優しい微笑みはくずれない。

　こんなに恐ろしく笑う人だったのかと、エディルレーヌの目に涙が浮かぶ。

「お、お父様……っ」

「出来ないんだ。それは」

　小さな子供にするように、ロスイムはエディルレーヌの頭を撫でた。

　子供の頃から、エディルレーヌを慈しんで、守り育ててくれた手。

　でも、今はその手が恐ろしい。

　この手が、アーヴィングの処刑執行を許可する書類に署名するのだ。

「おね……お願い!!　お願いよ、お父様!!」

　もはや同じ言葉を繰り返すしかできない。

　あふれた涙は、エディルレーヌの美しい顔をグシャグシャにした。

　思考は不安に染まり、エディルレーヌは我を忘れて泣き叫ぶ。

「アーヴィングを殺さないで!!」




　エディルレーヌの祈りも虚しく、三日後。

　アーヴィングは追っ手に捕らえられ、王宮に連れ戻された。
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　暗い階段を、エディルレーヌはミーフェについて下る。

　連れ戻されたアーヴィングは、以前幽閉されていた離宮ではなく、一度入れられれば二度と生きては出られないと言われる王宮の地下牢に繋がれている。

　王族としては異例であるが、一度逃亡したアーヴィングの警備が厳しくなるのは仕方がないことだ。

　太陽の光が届かない地下の冷たさに、エディルレーヌは震え上がる。

（アーヴィングは……）

　自由を求めて羽ばたいたはずだったのに、こんな暗く寒々しい場所に閉じ込められている。

　ミーフェが、燭台で通路を照らして道を示した。

「こっちよ」

「……」

　黙って、エディルレーヌは後に続く。

　闇が居座る空の独房が続き、その突き当たりの鉄の扉の両脇に、衛兵が二人立っていた。

「これは……王妃様」

「下がっていなさい」

　ミーフェが命じると、衛兵達は軽く頭を下げて去って行った。

　ミーフェは鍵を取りだし、扉の錠に差し入れ、押し回す。

　錠は外れ、重い扉がきしんで僅かに内側へ開いた。

「エディルレーヌ」

　申し訳なさそうに、ミーフェが言う。

「アーヴィングにつけられた手枷ははずせないの」

「……いいの」

　表情を動かすことなく、エディルレーヌは頷く。

　エディルレーヌは、すでに疲れきっていた。

　泣いて喚いて糾弾したところで、天はアーヴィングを助けてはくれない。

　それを思い知り絶望し、また泣いた。

　泣きつかれ、涙がとまった頃。

　エディルレーヌの心は、凪いだ湖のように静かになっていた。

「わがままを……きいてくれてありがとう。お母様」

　最後に別れが言いたい──エディルレーヌの我が儘を、ミーフェは叶えてくれた。

　人形のようなエディルレーヌの顔を見て、ミーフェが目を伏せる。

「朝になったら迎えに来るわ。くれぐれも……」

「馬鹿な真似はしません」

　ミーフェの忠告を、エディルレーヌは遮った。

　そして、母親を見つめる。

「約束するわ」

「……」

　黙りこんだミーフェから燭台をうけとり、エディルレーヌは暗い室内に足を踏み入れた。

　背後で扉が閉まり、ミーフェの足音が遠ざかってから、エディルレーヌは暗闇の中に燭台をかざす。

　石造りの部屋は妙に広く、うすら寒い。

　室内には何もない。

　燭台の光が十分に届かない奥の正面の壁で、黒い影が蠢いた。

　エディルレーヌは、そっと影に呼び掛けた。

「……アーヴィング？」

「……エディルレーヌ？」

　返ってきた予想通りの声に、エディルレーヌは弾けるように駆け出す。

「アーヴィング！」

　両腕を上げた姿勢で、アーヴィングは壁を背もたれにして座っていた。

　両手を拘束する手枷は、壁に打ち付けられた鉄の杭に繋がっている。

　逃げるどころか身動きすら難しいアーヴィングの痛々しい姿に、エディルレーヌは息をのむ。

「アーヴィング……！」

　燭台を脇に置き、エディルレーヌは跪いて彼の体を掻き抱いた。

「……ごめん」

　エディルレーヌの金髪に頬を寄せ、アーヴィングがひどく疲れた様子で謝る。

「逃げ切れなかった……」

「……いいの」

　エディルレーヌは体を起こし、アーヴィングの頬を両手でそっと包み込む。

　つい数日前に別れたばかりなのに、アーヴィングは少し痩せたようだった。

　薄汚れ、逃避行の疲れも色濃いその姿に、エディルレーヌの目に涙が滲む。

「……いいの！」

　温かい。

　生きている。

　それが今は何よりも嬉しい。

「エディルレーヌ。バーグは？」

　急いて尋ねてくるアーヴィングに、エディルレーヌは首を振る。

「大丈夫。捕まってないわ」

　バーグは、あの後行方知れずだ。

　彼を追いかけていた衛兵も、後から捜索にあたった騎士団も、バーグを見つけることはできなかった。

　彼のことだ。きっと、上手く逃げきれたに違いない。

「よかった……」

　アーヴィングは安堵し、目を閉じる。

「……エディルレーヌ」

「何？」

「俺に嘘をついたね」

　瞼を上げて、アーヴィングはエディルレーヌを真っ直ぐに見つめた。

「どうして申立書を陛下に渡してないんだ？」

「……」

　嘘をついた後ろめたさと、アーヴィングの眼差しの強さに、エディルレーヌは俯いた。

「……さっき宰相が来て、エディルレーヌとの婚姻無効の申立書に署名しろって……」

「……」

「俺が渡した申立書は？」

「……」

「エディルレーヌ。陛下に申立書を渡すんだ。このままじゃ君まで投獄されてしまう」

「……」

　黙ったまま俯くエディルレーヌに、アーヴィングは小さくため息をつく。

「……エディルレーヌ。ちゃんと聞いて」

　真剣味が増した低い声に、エディルレーヌはアーヴィングが何を言おうとしているのか直感した。

「……いやよ。聞かないわ」

「エディルレーヌ……」

　アーヴィングの両手を拘束する手枷が、耳障りな音を生む。

「聞いてくれ。生きてるうちに」

「やめて。聞きたくない」

「君を『未亡人』にしたくないんだ」

「いや!!」

「聞いて!!」

「アーヴィング！」

　エディルレーヌは叫んだ。

　けれどその叫びを掻き消すように、アーヴィングが更に大きく声を荒げる。

「俺が死んだら！」

　牢獄の闇に、声が溶けて消えていく。

　それが、まるでアーヴィングの未来を暗示しているようで、エディルレーヌは堪らなかった。

「……やめて。そんなこと言わないで……お願い……」

　すすり泣き始めたエディルレーヌをあやすように、アーヴィングは声と表情を和らげる。

「俺が死んだら、俺のことなんて忘れて」

「いや……」

「君はまだ若いし、美人だ。全部やりなおせる。そのためにも、申立書に署名して陛下に渡すんだ」

「いやよ……」

「エディルレーヌ……」

「いやあ！」

　髪を振り乱し、エディルレーヌはむずがった。

　そして、またアーヴィングの肩に顔を伏せる。

　静かに、時間が過ぎていく。

　時間は、なんて無情なんだろう。

　何もせず、どんなに息をひそめても、指の隙間からこぼれ落ちる砂のように時は流れる。

　アーヴィングに残された『時間』は、刻一刻と失われていく。

「…………」

　エディルレーヌは、静かに身を起こした。

　涙を拭い、立ち上がる。

　そして、身に付けていた外套を紐解いた。ふわりと、軽い外套は床に落ちる。

「……エディルレーヌ？」

　アーヴィングが怪訝に見守るなか、エディルレーヌは背中に腕を伸ばし、ドレスの紐を力任せに引きちぎった。

　重い衣擦れの音とともに、ドレスが外套の上に重なる。

　アーヴィングが、ぎょっと目を見開く。

「エディルレーヌ!?　ちょっ……何を……」

　ドレスの下に重ねて着込んでいた中衣も、下着も、エディルレーヌはかまわず乱暴に脱ぎ捨てた。

「エディルレーヌ！」

　怒ったように声を上げ、アーヴィングは顔を背けた。その頬は赤く染まっている。

「何考えてるんだ！　早くドレスを……」

「アーヴィング。見て」

　牢獄の冷気に、エディルレーヌは一糸纏わぬ肌を晒した。

　暗闇のなか、その白い肌は月の女神のように浮かびあがる。

「……エディルレーヌ！」

「アーヴィング」

　決してエディルレーヌを見ようとしないアーヴィングの前に、エディルレーヌは跪く。

「私を貴方の妻にして」

「……っ出来るわけないだろ！」

　アーヴィングは、吐き捨てるように叫んだ。

「俺は死ぬんだ！　それが分かってるのに……」

「あなたが私を抱いてくれないなら、私があなたを抱くわ」

　とんでもないことを言っている自覚はあった。

　けれど、他に何が出来るのだ。

　無慈悲な時間のなかで迫り来る死神を遠ざけられないなら、せめて何もかも忘れてしまいたい。

「……エディルレーヌ。いいんだ」

　俯きながら、アーヴィングは力なく微笑んだ。

「君が『弟』のためにそこまでする必要はない。君はいつか誰かに恋をする。肌を許すのはその相手だけでいいんだ」

　まるで泣きそうなその声に、エディルレーヌのなかで何かが焼ききれた。

「……っエディルレーヌ!?」

　アーヴィングが抵抗出来ないのをいいことに、エディルレーヌはアーヴィングの脚衣の前を強引に寛げた。

　下穿きの中で、アーヴィングのそれは緩く立ち上がりかけている。

「エディルレーヌ。頼むから……っ」

　自らの体の変化を恥じて、アーヴィングが目を閉じる。

　口で制止はしても、アーヴィングの男の性さがはエディルレーヌの白い肌に欲情せずにはいられないのだ。

　そのことに、エディルレーヌはほの暗い喜びを感じた。

　下穿きの紐を解き、中からアーヴィング自身を取り出すと、エディルレーヌは迷うことなく唇を寄せる。

「……っな……」

　アーヴィングが驚愕し、そして息をつめる気配を感じた。

　初めて口の中にいれた肉竿は、例えようのない味がした。

　汗の匂いが生々しい。その味がアーヴィングの味なのだと思うと、エディルレーヌの体が熱を持つ。

　その熱に急き立てられるように、エディルレーヌはアーヴィングの肉竿を両手で擦り上げ、必死に舌をからめた。

「……っ……エ……ディ……」

　アーヴィングが体を捩り、手枷がガシャンと冷たく鳴った。

　エディルレーヌの口内で、彼の欲望はみるみる硬度を増していく。

「……エディルレーヌ！」

　切羽詰まった制止に、エディルレーヌは体を起こした。

　けれど、アーヴィングに従うつもりはない。

　はちきれんばかりに質量を増した肉竿。赤黒いそれは、以前見た時より大きい気がした。

　それを見下ろしたエディルレーヌの胸に不安が宿る。

　初めてはひどく痛いとは話に聞いて知っていたが、そもそもどうすれば自分の体にアーヴィングを招き入れられるのだろう。

　具体的なことは、何一つわからない。

（でも……）

　引き下がるわけにはいかない。

　エディルレーヌは意を決すると、アーヴィングの体を膝立ちで跨いだ。

　アーヴィングの屹立を指で支え、自らの体の中心にあてがう。

　恐る恐る、エディルレーヌは腰を下ろした。

　けれど、緊張で硬くなった膣孔はアーヴィングを受け入れない。

「……エディルレーヌ」

　アーヴィングが、掠れた声で言った。

「無理しなくていい。君がそんなことする必要ない」

「無理なんかじゃないわ」

「でも」

「違うの！」

　エディルレーヌは首を振った。

　わけもなく、涙があふれ出る。

「違うの、私……っ」

　どう言えば、アーヴィングに伝わるのだろう。

　分からなかった。

　分からないから、彼と繋がりたい。

　そうすれば、伝わるような気がするのだ。

「私……っ無理なんかしてないわ。無理なんかしてないの。アーヴィング」

「……エディルレーヌ？」

「……あなたが好き」

　アーヴィングが、瞠目する。

「……え？」

「好きよ」

　エディルレーヌの涙は止まらなかった。

　弟だったはずの彼にいつから恋をしていたのか、明確には分からない。

　それでも、エディルレーヌにはアーヴィングしかいない。

　アーヴィングを愛してる。

「……エディルレーヌ」

　呼ばれ、エディルレーヌは涙に濡れた目を、アーヴィングに向けた。

　真っ直ぐにエディルレーヌを見つめ、彼は懇願する。

「キスしてくれ。俺からはできないんだ」

　心臓が、大きく高鳴った。

　小さく震える手をアーヴィングの肩に置き、エディルレーヌはゆっくりとアーヴィングの唇に口づけた。

「……っん」

　アーヴィングの舌が、エディルレーヌの唇と歯を割って入ってくる。

　優しく舌を吸われ、なぶられる。

　エディルレーヌは夢中になってその感覚を追いかけた。

「この間」

「え？」

　キスの合間に、アーヴィングが囁いた。

「俺がどうやったか覚えてる？」

「どう……」

　アーヴィングに肌を晒した夜。

　ほどこされた執拗なほどの愛撫を思い出し、エディルレーヌは頬を染めた。

　その頬に、アーヴィングは甘くキスをする。

「思い出して、同じようにやってごらん」

「……自分で？」

「俺にされてると思えばいい」

　唇が、またアーヴィングに塞がれる。

　アーヴィングの舌に酔いながら、エディルレーヌは自らの体に指を這わせた。

（思い出して……同じように……）

　胸の膨らみを、エディルレーヌは掬うようにして揉みこんだ。

　柔らかな感触。

　アーヴィングがそれを泥遊びを楽しむように捏ね回していたことを思い返す。

　彼は強く柔く胸を掴み、そして指の腹で先端を……。

「……んっ……」

　ゾワリと、腰が痺れた。

「……アーヴィング……っ」

「そう。上手だよエディルレーヌ」

　アーヴィングの瞳の中に快楽に苦悶する自分の顔を見つけて、エディルレーヌは羞恥に震える。

「……恥ずかしいわ」

「俺は嬉しい。エディルレーヌのやらしい姿が見れて」

　アーヴィングはエディルレーヌの耳元で、低く囁いた。

「もっと見せて」

「……っ」

　アーヴィングに乞われれば、エディルレーヌに拒否することは出来ない。昔から彼の頼みには弱いのだ。

　エディルレーヌは片手を胸から離し、そっと下半身に移動させた。

（アーヴィングがやったように……）

　そこに自分で触るのは初めてだ。

　指先でゆっくりと花弁に押し入ると、エディルレーヌは官能の芽を探して中指を滑らせた。

　小さい突起はすぐ見つかり、爪の先で円を描くように愛撫する。

「あ……っん……っ」

　アーヴィングの指が何度もそこを往復し、波のように快感が押し寄せてきたことを、エディルレーヌは忘れていなかった。

「ん……っ」

　あの夜の悦びが呼び覚まされていくうちに、秘処を探る指がアーヴィングの指である錯覚に囚われる。

　熱い息を、エディルレーヌは吐き出した。

「……アーヴィング……っ」

「……中も触ってごらん」

　促されるままに、エディルレーヌは蜜口をつついた。

　すでにしとどに濡れそぼっているそこに、指を埋める抵抗感はない。

　ぐちゅ、と婬猥な水音がして、アーヴィングが嬉しそうに唇を歪める。

「濡れてるの？　エディルレーヌ」

「……そうよ……濡れ……てるの……」

　気持ちよくてたまらなかった。

　クチュクチュと、中をかき回すのを止められない。

　腰が、快感に波打つ。

「ああ……っ！」

　エディルレーヌがたまらずに背をそらすと、豊かな胸がブルリと揺れた。

　アーヴィングはそれを待っていたと言わんばかりに、乳輪ごとエディルレーヌの胸の先端を口に含む。

「……っああ！　アーヴィング！」

　エディルレーヌは、甘く喘いだ。

　アーヴィングの舌が乳輪をなぞり、乳首を転がす。

　その度に、蜜口の奥がひくつき愛液が溢れ出す。

「指を増やして」

　アーヴィングの指示に、エディルレーヌは忘我のままに従った。

　指はやがて三本にまで増えたが、蜜を滴らせるエディルレーヌの隘路は痛むどころか疼いて熱を溜め込んでいく。

　自らの指で悦び喘ぐエディルレーヌを見つめながら、アーヴィングが淡い桃色の胸の頂を舐め上げる。

（アーヴィングが……アーヴィングが見てるわ……）

　アーヴィングの獰猛な視線に犯されて、エディルレーヌの下腹部で熱が爆ぜた。

「あああぁっ……!!」

　天を仰ぎ、エディルレーヌは体を強張らせる。

「あ……ああ……」

　足から、力が抜けていく。

　重力に従って崩れていく体を、下から貫こうとするものがあった。

　その固い感触が何か、エディルレーヌはもちろんわかっていた。

　エディルレーヌのあられもない姿に煽られ、アーヴィングの肉竿はそり立つほどに猛り、先端から先走りの白濁をこぼす。

「エディルレーヌ……」

　アーヴィングが、苦しげにエディルレーヌを見上げてくる。

「アーヴィング……」

「君が欲しい」

　待ちきれないというふうなアーヴィングの懇願に、エディルレーヌは目を見張り、そして微笑んだ。

「嬉しい……」

　ゆっくり、腰を下ろす。

　恐怖も不安もなかった。

　どんなに痛くても、血が流れても、アーヴィングのものになれるならかまわない。

　濡れた淫唇が、アーヴィングの太い雄芯の先端をぐぷりと咥え込む。

　やっとアーヴィングを受け入れられると安堵したのもつかの間。

「……っつ……」

　想像以上の圧迫感と痛みに、エディルレーヌは思わず腰を浮かしかけた。

（……だ……め……）

　逃げ出したい衝動を、かたく目を閉じることで必死に堪える。

　ここで負けてしまえば、きっと痛みへの恐怖心で二度と挑めなくなってしまう。

「……は……っ」

　アーヴィングの切ない呼吸に、エディルレーヌは微かに瞼をあけた。

　快楽に苦悶する、アーヴィングの艶めいた表情。

　それを見た途端、痛みに強張っていたエディルレーヌの奥が溶け、入りきっていなかったアーヴィングの太い熱棒を一気に飲み込んだ。

「エ……ディルレ……待っ……」

　エディルレーヌの媚肉にきつく締め付けられ、アーヴィングが歯を食い縛る。けれど、結局彼は堪えきれずに、エディルレーヌの奥に熱い飛沫をあっけなく吐き出した。

「……っくそ」

　小さく、アーヴィングが舌打ちする。

　彼の肩に頭を預け、エディルレーヌは下腹にじんわりと広がる熱を味わった。

（ああ……）

　体の奥が、アーヴィングの放った欲に悶えてひくついている。

　充足感と疲労感に、エディルレーヌは瞼を閉じた。

　だが、そのすぐに頭上で、アーヴィングの両手首を拘束する手枷が耳障りな金属音を響かせた。

　それと同時に、エディルレーヌは下から強く突き上げられる。

「えっ!?　あ……っ！」

　果てたばかりのはずなのに、エディルレーヌの蜜壺の中で、アーヴィングの肉竿は既に十分な堅さを取り戻していた。

「ア、アーヴィング……？」

「ごめん。エディルレーヌ」

　小さく謝罪すると、アーヴィングは手枷と腕力を利用して自らの腰を浮かせ、エディルレーヌの奥を穿ち始めた。

「足りないんだ……っ」

「ア、アーヴ……っん！　あっ！」

「君が足りない……！」

　胎内に吐き出されたばかりのアーヴィングの欲望が、ぐちゅぐちゅと泡立ち、慣れない抽挿の手助けをする。

「あっ……っアーヴィんっグ……っ」

　アーヴィングの肩にしがみついたまま、エディルレーヌは律動に翻弄された。

　痛みは徐々に遠ざかり、なめらかになった抜き差しが、エディルレーヌの奥にまた熱を溜め込み始める。

「……っ夢みたいだ」

　ため息とともに、アーヴィングが呻く。

「君の中にはいれるなんて……」

「あっん……っは……っああん」

「絶対に叶わないと思ってた……っ」

　肉壁を熱く擦られ、エディルレーヌの腰骨に痺れが走る。

「ああ……っ」

　溶けてしまいそうだった。

　溶けてしまいたかった。

　このまま二人で溶けて一つになってしまえたら、離れ離れにならずにすむのに。

（アーヴィングがいないと……）

　もう、生きていけない。

　彼なしには、生きていけない。

　不意に見上げたアーヴィングの手首が、傷ついて血が滲んでいることにエディルレーヌは気がついた。

「アーヴィン……グっ……手、が……っ」

　エディルレーヌを突き上げる無理な動きのせいで、手首が鉄の手枷で擦れているのだ。

　痛いだろうに、アーヴィングは動きを止めようとしない。

「血、が…っ……んっ」

「……かまわ、ない」

　情欲に底光る紫の瞳が、エディルレーヌを熱く見つめた。

「手がもげてもいい……っ」

　そして、飲み込むようにエディルレーヌの唇を吸った。

　エディルレーヌも、夢中になってアーヴィングの唇を味わう。

　腰を打ち付けられるごとに体は大きく揺れて唇が離れたが、エディルレーヌはアーヴィングの首に両腕を回し、懸命に舌を絡めた。

　エディルレーヌの破瓜の血が、アーヴィングの精液と溢れる愛液と混ざりあい、臀部まで伝い流れる。

「アっ……アーヴィ、ングっ」

「エディルレーヌ……！」

　求められることが嬉しくて、エディルレーヌはアーヴィングの動きにあわせて腰を揺らす。

「ああ、アーヴィング……っ！」

「愛してる……っエディルレーヌ！」

「わ、私も……っぁああッ！」

　私も愛してる──そう答えたかったのに、アーヴィングの熱い楔に強烈に感じる場所を擦り上げられ、エディルレーヌはおとがいを反らして嬌声をあげた。

　高まる熱に翻弄され、余裕がなくなっていく。

　ただただ互いを求め合い、二人は隙間なく肌を重ねた。





　　　＊　＊　＊






　朝が来る。

　日が昇れば、ミーフェとの約束の時間だ。

　アーヴィングのいるこの地下牢から、エディルレーヌは出ていかなければならない。

　エディルレーヌは迫りくる時間に怯えて、アーヴィングに頬を擦り寄せた。

「……エディルレーヌ」

　アーヴィングが優しく囁く。

「帰らなきゃいけないんじゃないの？」

　エディルレーヌを幼子のように甘やかすその声に、エディルレーヌは本当の幼子のように首を振った。

「行きたくないの」

「でも……行かないといけないんだろう？」

　アーヴィングは、エディルレーヌが地下牢に入れるように手配してくれたのはミーフェだと、薄々気が付いているようだった。

「……」

　エディルレーヌは俯いた。

　もう行かなければ、ミーフェに迷惑がかかる。

　罪人との面会は厳しい制限があるにも拘らず、ミーフェはそれを無視してエディルレーヌとアーヴィングに最後の時間をくれた。

　エディルレーヌがここに留まれば、王妃であるミーフェが権限を乱用したことが公になってしまう。

　王妃と言えど……王妃だからこそ、許されることではない。

　じわりと、目に涙が浮かぶ。

　ここを出たが最後、アーヴィングには二度と会えないだろうことはエディルレーヌにも分かる。

　これが、最後。最後なのだ。

「エディルレーヌ」

「……アーヴィング」

　エディルレーヌはアーヴィングの首に腕を回し、彼を抱きしめた。

「アーヴィング……っアーヴィング！」

「エディルレーヌ」

　抱きしめかえせない代わりとでもいうように、アーヴィングはエディルレーヌの金の巻き髪に唇を寄せる。

　ひどく優しいその仕草がエディルレーヌは嬉しくて、そして不思議だった。

　アーヴィングを甘やかすのがエディルレーヌの役目だったのに、いつの間にその役目は逆転したのだろう。

「顔、見せて。エディルレーヌ」

　促され、エディルレーヌは僅かに身を起こす。

　涙に濡れたエディルレーヌの目を見て、アーヴィングは優しく目を細めた。

「窓を開けておいて」

「……え？」

　どういう意味なのかよくわからず、エディルレーヌは訊き返す。

　すると、アーヴィングはもう一度繰り返した。

「窓を開けておいて欲しいんだ」

「……アーヴィング？」

「いいね？」

「……」

　幼い頃から幾度注意しても、窓から出入りするのを改めなかったアーヴィング。

　だからエディルレーヌは、外に出て行った彼が帰ってくるまで窓を閉められなかった。

　窓を開けておいて──それは、帰ってくるということだろうか。

　エディルレーヌのもとに必ず帰るからと、そういう意味なのだろうか。

「……わかったわ」

　エディルレーヌは頷いた。

　これはアーヴィングがエディルレーヌを帰すための方便だ。彼がこの地下牢から生きて出るのは、処刑される日以外にありえない。

　そんなことは分かっていたが、けれどアーヴィングの凪いだ瞳は、エディルレーヌを頷かせる不思議な力を持っていた。

　見つめ合い、二人は唇を寄せる。

　啄むように、何度もキスを交わした。

　お互いに焼き付けるように、やがてそのキスは深くなる。

　朝の訪れと永遠の別れを告げる足音が聞こえるまで、二人はキスを繰り返した。
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　アーヴィングの牢獄で一夜を過ごした数日後。

　エディルレーヌは〈嘆きの塔〉に幽閉された。──反逆者の妻として。

　アーヴィングとの婚姻無効の申し立てをすれば幽閉を免れることは可能だったのだが、エディルレーヌは決してそれをしなかったのだ。

「このままでは君も投獄されるんだよ？」

　ロスイムはそう言って静かにエディルレーヌを脅した。

　婚姻無効の申立書に署名させるためにそうしたのだろう。

　以前のエディルレーヌなら怯えて竦み、署名をしていたかもしれない。

　けれど、自分でも驚くほどにエディルレーヌは落ち着いていられた。

「かまいません」

　エディルレーヌははっきり答えた。

「何があろうと、私はアーヴィングの妻です」

　婚姻無効は成立しない。何故なら、エディルレーヌは名実ともにアーヴィングの妻になったのだから。

「まったく……」

　珍しく、ロスイムは困った顔をしてため息をついた。

「宰相が言うには、アーヴィングも同じようなことを言っているそうだよ。『彼女は俺の妻だ』と」

「え……」

「婚姻無効を言い出したのはむしろアーヴィングだというのに、今では離婚にすら応じない」

　それを聞き、エディルレーヌは目頭が熱くなった。

　ずっとエディルレーヌとの婚姻を無効にするために、エディルレーヌに触れなかったアーヴィング。

　その彼が、エディルレーヌを『妻』だと言ってくれた。

　いや、彼はエディルレーヌをずっと『妻』だと呼んではくれていたのだけれど、それがこんなに特別なことだとエディルレーヌは今まで思わなかった。

（アーヴィングは……）

　覚悟を決めてくれたのだ。

　何よりもエディルレーヌを大切にしていた彼が、エディルレーヌを〈反逆者の妻〉にする覚悟を決めてくれた。

　彼のその独占欲が震えるほど嬉しい。

「アーヴィングに無理矢理に申立書に署名させることは可能だが……君が同意しないんじゃそれも意味がない」

　ロスイムは、エディルレーヌを見下ろした。

「エディルレーヌ。私は娘だからと手心を加えるほど優しい国王ではないよ？」

「はい」

「いいんだね？」

「先ほども言いました。かまいませんと」

　エディルレーヌは、まっすぐに父親を見つめた。

「私を投獄してください」

「……まったく、ミーフェが何と言うか」

　ロスイムがうんざりというふうに、またため息を漏らす。

　手心は加えないと言いながらも、さすがに王女むすめを牢獄に入れることにはロスイムも、そしてその周囲の側近達も躊躇したらしい。エディルレーヌの身柄は特例として、『嘆きの塔』に幽閉されるにとどまった。

　アーヴィングが幽閉されていた、あの寂しげな石造りの塔だ。

　剥き出しの石壁と床。

　古い調度品。

　暖炉すらないその部屋は、雪の降る季節にはきっと凍えるように寒いだろう。

　それでも、暖かな太陽の光があたる。

　窓をあければ、さわやかな風が吹く。

　それに、数日間だけでもアーヴィングがこの場所にいたのだと思うと、エディルレーヌの心は不思議と穏やかになれた。

　そして、その日は訪れた。
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　いい天気だった。

　青い空は雲一つなく澄み渡り、彼方に雪帽子をかぶった山脈の影が見てとれる。

「──刑が執行されたそうです」

　沈痛な面持ちで、侍女が告げた。

　途端に、エディルレーヌの隣にいたミーフェが顔を覆って泣き崩れる。

「何てこと……っアーヴィング！」

「……」

　ぼんやりと、エディルレーヌは嘆き悲しむ母親を見下ろした。

（アーヴィングが、死んだ……）

　それなのに、何故自分は生きているのだろうかと、エディルレーヌは不思議でならない。

　彼がいなければ、生きていけないはずではなかったのか。

　心臓が止まると共に血液が体内を巡ることをやめるように、アーヴィングが死ねばエディルレーヌの心臓も動きを止めるのだとばかり思っていたのに。

　それなのになぜ、空は青いのだろう。

　なぜ、小鳥は囀ずるのだろう。

　なぜ、世界は何一つ変わらず続いているのだ。




　アーヴィングが死んだのに。




「……お母様」

　エディルレーヌは、母親の肩に手を添え、彼女を助け起こした。

「そろそろ、王宮にお戻りにならなければ……ご公務もおありでしょう？」

「エディルレーヌ……っ」

　ミーフェは、涙でグシャグシャになった顔を上げた。

「一緒に……一緒に王宮に帰りましょう!?　こんなところにいることはないわ！　あなたは王女……私の娘なんだから！」

　エディルレーヌが『嘆きの塔』に幽閉されてから、ミーフェは毎日王宮を抜け出してエディルレーヌに会いに来る。

　ミーフェにとっては『牢獄よりはまし』である場所に娘がいるのは耐えがたいことであるらしい。

　彼女は何度も夫にエディルレーヌを塔から出すように嘆願していたらしいが、当のエディルレーヌは塔から出るつもりはまったくなかった。

（私はアーヴィングの妻だもの……）

　アーヴィングが反逆者だというのなら、自分はこの冷たい石の塔に留まるべきなのだ。アーヴィングの妻なのだから。いや──アーヴィングが死んだのなら『未亡人』か。

「エディルレーヌ……っお母様と一緒に……！」

「いいえお母様。私はここにいます」

　エディルレーヌはゆったり微笑んだ。

「エディルレーヌ……っ」

　娘の固い決意を感じたのか、ミーフェは目を伏せる。

「……今日は帰るわ。でも、またすぐに顔を見に来ますからね。何か欲しいものがあったら何でも侍女に言うのですよ？」

　鼻を啜りながら、ミーフェは部屋から出て行った。

（お母様ったら……）

　エディルレーヌは少しばかり呆れて笑ってしまう。

『何か欲しいものがあったら』なんて、幽閉されている罪人に言うことではない。

　世界広しと言えど、侍女に付き従われ何の不自由もない罪人は自分一人だろうと、エディルレーヌは思った。

　自分は両親に愛されている。

　それなのに、それでは足りない自分はなんて我儘で罪深いのだろう。

　アーヴィングがいないとだめなのだ。

　アーヴィングがいないと、生きている意味がない。

「……」

　開け放たれた窓が、キイと小さく軋む。

　窓の向こうに広がるのは、抜けるような青い空。

　優しい風に髪を撫でられ、エディルレーヌは訪れた眠気に身を任せようと瞼を閉じた。

　それを見てとった侍女が、窓を閉めようと手を伸ばす。

「──待って」

　侍女を、エディルレーヌはやんわり制止する。

「開けておいてちょうだい」

「ですが、風邪を召されたら……」

「アーヴィングが……」

　エディルレーヌは儚く微笑む。

「閉めてしまったら、アーヴィングが入ってこれなくなってしまうわ」

　深く愛しあった最初で最後の夜。

　離れたくないと、朝の訪れに怯えて泣くエディルレーヌの耳元で、アーヴィングは言った。

『窓を開けておいて』と。

　エディルレーヌを帰すために言った方便に過ぎないことはわかっている。

　けれどエディルレーヌは、アーヴィングが死んだ今も、窓を閉める気にはどうしてもなれなかった。

「……かしこまりました」

　侍女は気遣わしげに眉尻を下げる。

　悲しみのあまり、エディルレーヌが混乱しているとでも思ったのかもしれない。

「お茶とお菓子をお持ちしますね」

　食事量が目に見えて減ったエディルレーヌを心配して、侍女はたびたびお茶を用意してくれる。

　一礼のもとに部屋から出ていく侍女を見送り、エディルレーヌは、ほっ……と肩から力を抜いた。

　一人は楽だ。

　謝られるのも、憐れまれるのも、もう疲れた。

　風だけは、昔と変わらない。

　冷たく優しく、エディルレーヌを慰めることも、そして痛ぶることもない。

　風が強く吹き荒れた。

　木々が揺れ、葉が舞い落ちる。

「……何度言ったらわかるの」

　逆光の中。窓枠に足をかけた人影に、エディルレーヌは微笑みかける。

「……窓は出入り口じゃないのよ？」

　エディルレーヌの頬を、涙が一筋こぼれ落ちた。

　手が、差し出される。

　かつてはエディルレーヌよりも小さかった手。




『虫が嫌いっていう女の子は、たいてい蝶々は別っていうんだ。でも、エディルレーヌ姫は違うんだね』

『……だって、蝶をよくよく見たら、お腹のあたりが芋虫みたいなんだもの』




　幼い頃の他愛無い会話が蘇る。

　そう言えば、彼と初めて手を繋いだ時はひどい目にあったものだ。

　けれどエディルレーヌは、もうその手を取るのを躊躇わなかった。








　エピローグ









　追悼の鐘が鳴り響く。

　人々は黒衣を纏い、死者を悼む司祭の言葉に耳を傾けた。

「アーヴィング様の処刑を知って、すぐに塔から飛び降りたそうだ」

「まだお若いのにお可哀想に……」

　葬儀の参列客が、ヒソヒソと囁く。

「国王陛下は恐ろしい方だ。いくら反逆罪とはいえ、ご自分の娘婿まで処刑するなど……」

「冷たい方なんだよ。王位継承争いでもご自分のご兄弟を殺しておられるし」

「でも、国王陛下も今回ばかりはご自分のご判断を後悔されているんじゃないかしら。見て」

　促され、頭を寄せあっていた人々は、花が飾られた棺を前に立ち尽くす国王に注目した。

　常に悠然とした微笑みを浮かべている国王は、けれどこの日、眉間に皺を寄せた渋面だった。

「陛下のあんな顔初めて見るわ」

「結果として自分が娘を殺してしまったようなものだからな」

「きっと後悔されているのよ……」

　娘婿を処刑し、それによって愛娘をも失ってしまった国王の悲嘆に暮れる姿に、人々は『無慈悲な』と罵ることも出来ずに同情を寄せる。

　司祭の指示により棺が墓穴の底へ姿を消し、土がかけられた。

　若く美しい王女の非業の死に、人々は涙し、その冥福を祈る。

　やがて人影もまばらになっていく墓地に、けれどロスイムは身動ぎもせずに一人立ち尽くしていた。

　その背に、妻のミーフェが寄り添う。

「いいざまね。ロスイム」

　顔を隠す黒いレースの下で、ミーフェはニヤリと不敵に笑う。

「何でも自分の思い通りになると思っているから、こういうことになるのよ」

　娘の死に嘆く夫にかけるにしては、それはあまりにぞんざいで、手酷い言葉だった。

　当然、ロスイムはその言葉に更に打ちのめされて、項垂れる。

「……あんな小僧の何がいいんだ」

　深く嘆息するロスイムを見て、ミーフェはクスクスと笑った。

「いいことを教えてあげる。気づいてないかもしれないけれど、アーヴィングはあなたにそっくりよ」

「……それの何がいいことなんだい？」

　剣呑な表情で、ロスイムはミーフェを見やる。

　彼が妻をそんな目でみることは、真冬に花が咲くほどに珍しいことだ。

　その珍事を、ミーフェは心の底から楽しんでいた。

「娘は父親に似た相手を夫に選ぶものだと言うでしょう？」

　遥かな山脈の影を眺め、ミーフェは眩しげに目を細める。

「あの子は、あなたに似た夫を選んだのよ」

　妻の言葉にロスイムは瞠目し、そして片手で頭を抱えた。

「そんなこと言われたら、文句すら言えないじゃないか……」

「ふふふ……」

　ミーフェは、楽しげに肩を揺らす。

　────処刑前夜のこと。

　ロスイムはアーヴィングが拘束されている地下牢に足を運んだ。

　エディルレーヌとの婚姻無効に、アーヴィングを同意させようとしたのだ。

　このままではエディルレーヌは『反逆者の妻』として、一生を幽閉されて過ごすことになる。

　それは、ロスイムの望むところではなかった。

　ロスイムは自分が愛情深い人間だとはついぞ思ったことはないが、妻子だけは特別だ。

　彼らを愛している。勿論、エディルレーヌのことも。

　他ならぬミーフェが生んでくれた娘なのだ。可愛くないはずがない。

　その娘を政略につかった言い訳をするつもりはないが、だからと言ってこのままエディルレーヌが幽閉されたままでも構わないと言うわけではない。

　アーヴィングがこのまま処刑されてしまえば、エディルレーヌとの婚姻は無効にならない。

　ロスイムは暗い地下牢で手枷にぶら下がるようにして拘束されたアーヴィングと、対峙した。

『すんなりと処刑を受け入れたかと思えば……』

　ロスイムは、わざとらしくため息をつく。

『逃亡に、今度は婚姻無効の申し立てを拒否。君、せめて離婚に応じてくれないかい？　このままじゃエディルレーヌは反逆者の妻として一生を過ごすことになるんだよ？』

『……わかっています』

　闇のなかで、アーヴィングが頭をもたげた。

『ミーフェ様が怒り狂うのが目に見えますね。娘の夫を処刑する上に、娘本人は幽閉』

　その青紫の瞳には、闇の中に繋がれ死を目前にした罪人には似つかわしくない研ぎ澄まされた強い眼光が宿っていた。

　生き抜く自信と、決意────。

　何もかもを諦めて、半ば自棄気味に座して死を待っていたアーヴィングとは別人だ。

　一体、何が彼を変えたか────。

　数日前、エディルレーヌがこの牢獄を密かに訪れたと、密偵から報せがあったことをロスイムは思い出す。

　姉と弟の枠からなかなか逸脱しなかったアーヴィングとエディルレーヌに何があったか、父親としては想像したくない。

　男なんて単純なものだ。

　女一人のために死ぬほど絶望したり、土壇場で起死回生を図ったり────ロスイムにも覚えがある。

『民の目にどう映るか、心配になりませんか？』

　やつれてはいたが、アーヴィングの口調は淀みない。

　一言一句、論理展開を計算した上で言葉を発している。

『無慈悲な王。冷酷な為政者。即位された頃は〈兄弟殺しの王〉と呼ばれていらしたそうですね』

『……』

　ロスイムは黙した。

〈兄弟殺し〉という懐かしくもない渾名を耳にし、機嫌を損ねたからではない。

　アーヴィングが何を言いたいのかがさっぱり分からず、とりあえずアーヴィングに先を喋らせてみようと思ったのだ。

　アーヴィングは微かに口角を上げ、ロスイムを仰ぎ見る。

『兄弟を一人残らず殺して王になったあなたは、その血濡れたイメージを払拭するために苦労したはずだ』

　その通りだった。

　信用の有無は国内の治世にも、外交においても影響を及ぼす。

　恐怖で人を抑圧することは簡単だが、そうやって押さえつけられたものは必ずどこかで綻びができるものだ。

　返り血を浴びて即位したロスイムは、血で血を洗う王位継承争いに怯える民を宥めるように賢明な施政を重ね、近年ようやく〈兄弟殺しの王〉から脱却しつつあった。

『──けれど、ここで俺を殺せば、これまでのあなたの努力は水の泡だ。〈兄弟殺し〉に重ねて〈婿殺し〉の名が増えることになる』

　ここまで聞いて、ロスイムは少しばかりがっかりした。

　何を言い連ねてどこに着地するかと思えば、結局はただの命乞いか。

　嘲るように、ロスイムは頬を緩める。

『それが嫌なら命を助けろと言いたいのなら大間違いだ。私が無慈悲で残虐な王と言われることを恐れるとでも？』

　まさか、という風に、アーヴィングがクスリと笑う。

　その小さな仕草が、妙にロスイムの癪に触った。

『北風に吹かれた旅人が凍えるように、人は恐怖に凍てつきます。あなたが娘婿を処刑したと知れば、ルーテブルクの国王はどう思うでしょうね。大事な娘をウィセブに嫁がせることを躊躇するのでは？』

　ロスイムの頬から、笑みが削げる。

　そのことに、ロスイム自身は気が付かない。

『……何だって？』

『ルーテブルクには、ウィセブと同じ年の王女がいますね。ルーテブルク国王が目の中にいれても可愛くないほどに溺愛しているそうです。彼女を、ウィセブの妃に欲しいのでしょう？』

『……』

　ロスイムは、自らの記憶を探った。

　腹心である宰相以外に、その考えを口にした相手がいただろうか。

　──いや、いない。

　ロスイムは宰相に対しても『ウィセブの妃をそろそろ探そうか』としか言っていなかった。宰相にはそれで十分意図は伝わってはいるはずだが、けれど宰相がそれを他言することは有り得ない。

　──では、何故？

　アーヴィングが、何故知っている。

　ロスイムの内心の動揺を読み取るように、アーヴィングが目を細める。

『新しい隣国とよしみを通じたいと思うのは自然なことでは？　それに、ルーテブルクの王女をウィセブの妃に貰いうけることでルーテブルク統治下のメルバーナについて口を出せるかもしれない。メルバーナ国内はまだ混乱していますからね。うまくすればメルバーナの半分をアクロスティアのものに出来る』

『……』

　ロスイムは、今度こそ黙した。

　そうするよりなかったのだ。言葉が出ない。

　この少年──いや、青年は本当にアーヴィングだろうか。

　アーヴィングは、愚鈍なふりをすることで細々と生き延びようとしていた愚かで哀れな少年だった。

　けれど目の前の青年は、処刑を目前にしているにも関わらず大胆にもロスイムを相手に交渉を持ちかけている。

　命乞いではない。これは交渉だ。

『ですが、そう上手くいくでしょうか。娘婿を殺すような冷酷な国王が統治する国に、溺愛する娘を誰が嫁がせたいと思いますか？　必要なら兄弟でも娘婿でも殺すあなたや、子供を手駒としか思わなかった私の父のような国王ばかりではないのですよ？』

　挑発的でいて自虐的。

　ロスイムは苛立つと同時に、好敵手を見つけたように心が沸き立つのを感じた。

　口元が、自然と緩む。

『考えたね。慈悲深い王であることをルーテブルクに示すために、自分の命を助けろ、ということか』

　面白い展開だ。悪くない。

　だがアーヴィングは『いいえ』と、大して動かない首を竦めた。

　彼の頭上で、鉄の手枷が無様に泣く。

『俺を生かしておけば、必ず後の禍根になります。俺にその気がなくても、メルバーナ再興を狙う残存勢力は俺を担ぎ出そうとするでしょうから。無慈悲と非難されようが、あなたは王として俺を始末すべきだ』

　ロスイムの頬から再び笑みが削げ落ちる。

　結局、アーヴィングは何が言いたいのだ。

　困惑を隠せないロスイムに、アーヴィングは屈託のない明るい笑顔を向ける。

『俺を……メルバーナの王子を殺すなら、この際アクロスティアの王女も殺してみてはいかがですか？』

　────青空を赤いとんぼが横切った。

　ロスイムはそれを見上げてため息を圧し殺す。

（つまり……）

　アーヴィングは、『メルバーナの王子』と『アクロスティアの王女』を、対外的に『殺す』ようにと提案してきたのだ。

『娘婿を処刑した冷酷な国王』より『娘婿を処刑したことで娘も失った悲劇の父親』の方が周囲への心証がいい。

　人がいいルーテブルク国王は、自らの決断から娘を失ったロスイムに、むしろ同情するかもしれない。

　その提案に、ロスイムは乗ることにした。

　アーヴィングの処刑執行を公示し、エディルレーヌの自殺を偽装。

『嘆きの塔』にあらわれたアーヴィングを、エディルレーヌは当初亡霊か何かだと思ったらしい。

　手を繋ぎ、抱き締め、口づけを交わし、ようやく彼女は『……生きてるの？』と目を丸くした。

　卒倒しかけたエディルレーヌを抱えて慌てるアーヴィングを見て、ロスイムは内心ほくそ笑む。

　いい気味である。わざわざ窓から迎えに行くなんて、気き障ざなことをするからだ。

『アクロスティアの王女としての君は死んだ。この先どうするかは、君の自由だよ』

　事の次第を説明されたエディルレーヌは、すぐさまアーヴィングの腕をとる。

『アーヴィングと行くわ』

　それを聞いていたアーヴィングが嬉しそうな顔をするのが面白くなくて、ロスイムは見つめ合う娘夫婦に水を差すようなことを言ってみた。

『今後私は一切生活の援助はしないよ？　これまでのような暮らしは勿論出来ない。君達が生きているとばれては困るから手紙のやり取りも出来ないし、もう二度と私やミーフェ、ウィセブと会えなくなる』

　王女として何不自由なく育ったエディルレーヌが、田畑を耕し糸を紡ぐような生活に簡単に順応できるはずはない。

　その苦労を想像できないほど、夢見がちな娘にエディルレーヌを育てたつもりもない。

　エディルレーヌが少しでもアーヴィングと行くことに躊躇いを見せれば、ロスイムはアーヴィング一人を放り出し、エディルレーヌだけを引き留めるつもりだった。エディルレーヌ一人くらい、世間から隠して守るくらいたやすいことだ。

　けれど一瞬もエディルレーヌは迷わず、強い口調で言い切った。

『そうだとしても、アーヴィングと行くわ』

『エディルレーヌ！』

　アーヴィングが嬉しくてたまらないというふうにエディルレーヌを抱き締め、エディルレーヌが頬を染めて恥ずかしがる光景を思い出し、ロスイムは苦々しげに眉を寄せる。

「こないだまで『お父様、虫が怖いの』って泣きついてきてたのになあ……」

　真新しい墓石を見下ろし、寂しげに呟いた。

　土に埋まる豪奢な棺は、実をいえば空っぽだ。

　だが、娘を失い悲嘆にくれる父親のふりは、あながち偽りではない。

　愛情を注ぎ何よりも大切に育てたというのに、そんなものには目もくれずに、エディルレーヌは旅立った。アーヴィングと手を繋いで。

　そんな愛娘の後ろ姿に、間違いなくロスイムは落ち込んでいた。

　少しくらい、別れを惜しんでくれてもいいだろうに。

　ロスイムにとってはアーヴィングこそが大きくて邪悪な『虫』である。

　だが、仕方がないとも思う。

　──本当に、そういうところはミーフェにそっくりだ。

　一途で情熱的で、こうときめたら譲らない頑固者。

　ロスイムは何度目か分からないため息をつく。

　肩を落とす夫に、ミーフェはようやく優しい言葉をかけてくれた。

「そんなに落ち込まないの。行きましょう？　お茶をいれてあげる」

　ミーフェは当然のようにロスイムの手をとり、馬車へと導く。

「……」

　この手をとるために、かつてロスイムは総てを手にいれようとした。王位を、国を────。

　そしてアーヴィングは、エディルレーヌの手をとるために総てを捨てたのだ。身分も、祖国も、名前も────。

　やりようは違うが、ミーフェの言うとおりロスイムとアーヴィングは確かに似通ったところがあるのかもしれない。

「……ミーフェ。やっぱりもう一人つくろうか。女の子」

「仮に運よく女の子を授かったとして、その子もいつかお嫁に行くのよ」

「……」

　渋い顔で黙りこんだ夫に、ミーフェはたまらず声をあげて笑った。

　その姿を遠目に見て、ウィセブが顔をしかめる。

「絶っっっ対、おかしい。父上も母上も僕に何か隠してる」

　傍らに控えていた騎士は、困惑して尋ねた。

「隠してる、と言いますと？」

「本当は義兄上も姉上も生きてて、どこかで元気に暮らしてるとか」

「はは。そんなことあるわけないではありませんか。殿下は想像力が豊かでらっしゃる」

　無礼な騎士を、ウィセブは納得しかねる顔で睨みつける。

「だって、じゃあなんで母上は笑ってるのさ？」

「悲しみのあまり動転なさってるんですよ」

「ええー!?」










　王宮から遠く離れた、北のエドアール山脈の麓の森に、悲鳴が響き渡る。

「大丈夫か!?」

　木を切っていたきこりが、若い娘が追い剥ぎにでも出くわしたかと斧を手に慌てて駆け付けると、そこにいたのは旅姿の若い男女だった。

「ああ、大丈夫です。すいません。妻が……」

　まだ少年と言っても間違いではなさそうなその青年は、かぶっていた外套を揺らしてきこりに謝った。

「妻が虫に驚いて声をあげてしまって」

「あなたがいけないのよ！」

　妻と呼ばれた若い娘が、口を尖らせて訴える。

「笑ってばかりで、虫をとってくれないんだもの！」

　美しい娘だった。

　太陽の光を集めたような金の巻髪。

　緑の目は、この地方にだけ生息する揚羽蝶のように鮮やかだ。

「動き回る君がいけないんだよ」

「だってだって……っ」

「ああ、ごめんって。泣かないでよ」

　夫は半泣きの妻を軽く抱き寄せ、その白い額に軽く口づけを落とす。

「大丈夫だって。虫じゃなくて落ち葉だったから」

「……本当に？　本当？」

　すがるように、美しい妻は夫を見上げる。

　見るからに幸せそうな夫婦の姿に、きこりは笑いながらも呆れかえった。

「おいおい。イチャついてると町に行き着く前に日がくれちまうぞ？」

「あはは。すいません」

　明るく笑い軽く頭を下げると、夫は妻を促して歩き始める。

　彼らの進むその道の先は木々が途切れ、柔らかな野草が生い茂る草原になっていた。




　澄み渡る青い空。

　流れる白い雲。




　雪帽子をかぶった山脈が見守るなか、瑠璃色の雛菊が風に揺れ、色鮮やかなエレーヌ揚羽が無数に舞い踊る。




　その美しい風景に溶け込むように、若い夫婦は固く手をとりあい、しっかりした足取りで歩んでいった────。








　後日談　雨宿りの睦言









　黒ぐろとした雲から、冷たい雨が降り注ぐ。

　小さな宿屋に飛び込んだ時には、アーヴィングもエディルレーヌも、すっかり濡れ鼠になっていた。

「部屋はあいてますか？」

　びしょ濡れの外套を脱ぎながらアーヴィングが尋ねると、人が良さそうな宿屋の主人は笑って頷いた。

「運がいいね。最後の一部屋だよ」

「よかった」

　アーヴィングが安堵して言う後ろで、エディルレーヌもホッと胸を撫でおろした。

　他の宿屋は満室で、ここが最後の頼みの綱だったのだ。

（ああ、よかった）

　雨に凍えながら夜を過ごさずにすみそうだ。

「前払いだけどかまわないかい？」

「ええ、もちろん」

　アーヴィングが支払いのために財布を取り出すと、宿屋の扉がまた開いた。

「やぁ、ちょっと雨宿りさせてくれ」

　入ってきたのは、顎に髭を生やした痩せた男だった。顔見知りらしく、主人は軽く手を上げて応える。

「ああ、かまわないよ。休んでいきな」

　アーヴィングから銀貨を受け取った主人は、古びた鍵を差し出した。

「階段を上がって一番奥の部屋だ。娘に温かいスープを持って行かせるよ」

「ありがとう」

　鍵を受け取り、アーヴィングはエディルレーヌに手を差し出した。

「おいで」

「ええ」

　アーヴィングの手に支えられ、エディルレーヌは軋む階段を登る。

　その背後で、宿屋の主人と顎髭の男は世間話を始めた。

「そういや、聞いたか？　国王の一人娘が死んだそうだぞ」

「国王の一人娘っていうと、メルバーナから婿を貰った姫君だろう？」

「その婿が国王に処刑されたんだよ。それを聞いて姫君は塔から身を投げたらしい」

「気の毒に……」

　宿屋の主人が腕を組む。顎髭の男はため息をついて言った。

「娘婿を処刑とはロスイム王はやはり恐ろしいお方だよ」

「まったくだな。自分で自分の娘を殺したようなもんさ」





　　　＊　＊　＊






　毛布にくるまったエディルレーヌは、暖炉の前で宿の主人の娘が持ってきてくれたスープを一口飲み、ほぉ、と息をついた。

「体が温まるわね」

「うん。足はどう？　まだ痛む？」

　スープを飲みながら、アーヴィングは心配そうにエディルレーヌを窺う。

　エディルレーヌは微笑みながら首を振った。

「もう大丈夫よ」

　────エディルレーヌが、幽閉されていた嘆きの塔からアーヴィングと連れ立って出発したのは昨日のこと。

　世間にはアーヴィングとエディルレーヌの死が公表され、誰も疑う様子はなかった。

　名前も身分も捨ててアーヴィングと生きる道を選んだことを、エディルレーヌは後悔してはいない。だが、生まれてからこれまで王女として甘やかされてきた足は、エディルレーヌが思っていたよりずっとひ弱で役立たずだった。少し歩いただけですぐに疲れて痛みを訴え、ろくに先に進むことが出来ない。

　自分の情けなさに落ち込みながら、エディルレーヌは謝った。

「ごめんなさい。私のせいで……」

　本当は今日中にもう一つ先の街まで辿り着くはずだったのに、エディルレーヌのせいで予定が狂ってしまった。

（早くバーグの消息を知りたいのに……）

　アーヴィングの身代わりになって姿を消したバーグは、今も行方不明のままだ。

　この先の街でよく似た背格好の男性を見たという話をしてくれたのは、昨夜泊まった宿屋で居合わせた行商人だった。

　その話を聞いて、エディルレーヌとアーヴィングはいてもたってもいられずここまでやってきたのだが、このありさまだ。アーヴィングの足を引っ張り、迷惑をかけている。

　雨すら自分の責任であるような気がして、エディルレーヌは項垂れた。

「私がもっと早く歩ければ……」

　アーヴィングはからになったスープの器を脇に置くと、エディルレーヌに向き直る。

「そんなふうに考えないでよ、エディルレーヌ。確かにバーグのことは気になるけどね」

　まだ乾かないエディルレーヌの金の髪を撫でつけると、アーヴィングはエディルレーヌの肩を優しく抱き寄せた。

「でもバーグならきっと大丈夫に決まってる。彼を探す時間はたっぷりあるんだから、焦らずに行こう？」

　アーヴィングの匂いに包まれ、エディルレーヌは幸せを噛み締める。

「そう……そうよね。時間はたっぷりあるんだもの」

　命を狙われて急いで逃げる必要はないのだ。残された僅かな時間が、失われていくことに怯えなくてもいい。

　今のエディルレーヌとアーヴィングには、ありあまる時間がある。その時間を、二人で生きていけるのだ。

　一度は、こうして寄り添うことはもう二度とないだろうと覚悟したことを思えば、今一緒にいられることが夢のようだった。

　パチパチと、暖炉の火が小さく爆ぜる。

　一日の疲れが、強烈な眠気になってエディルレーヌを包み始めた。

「エディルレーヌ」

　アーヴィングの肩に頭を預けたまま瞼を閉じていたエディルレーヌは、すぐに返事をすることが出来ない。

「なぁに？」

　ぼんやりしながら重い瞼を押し上げると、アーヴィングの青紫の瞳に捕まった。

　青雛菊を思わせるその美しい瞳に、ユラリと欲情が見えたのは、暖炉の火のせいだろうか。

　霧散していく心地良い眠気の代わりに、アーヴィングの手がエディルレーヌの顎を掬い上げる。

　寄せられる唇に、エディルレーヌは目を閉じることで応えた。

「……ん……」

　優しく触れるだけのキス。

　何度もそれを繰り返すうちに、口づけは徐々に深くなっていく。

　エディルレーヌの上唇の裏側や、舌の付け根を、アーヴィングは執拗なほど丹念に舐めあげる。

　毛布が、肩から床に滑り落ちた。

　荷袋の中の着替えまで濡れてしまったので、エディルレーヌが身につけているのはコルセットとドロワーズだけだ。

　同様に着替えが濡れてしまったアーヴィングも、脚衣しか履いていない。

　互いの素肌に夢中で手を這わせ、二人は官能の糸を手繰り寄せる。

　けれど、アーヴィングの大きな手にコルセットごしに胸を押し潰されると、エディルレーヌは我に返った。

「…っ、ま、待ってアーヴィング」

　焦ってアーヴィングの体を押し戻す。

　すると、アーヴィングは悲しげに眉を寄せた。

「ダメ？」

　長年可愛がってきた『弟』のこの表情に、エディルレーヌは「うっ……」と身構える。

　この顔のアーヴィングに、何度白旗を上げてきただろう。だが、今回は簡単に降参できない。

「ダ、ダメというか……」

　エディルレーヌは部屋の中に目をやった。

　きちんと掃除された部屋だ。寝台の敷布も真っ白で清潔そうである。

　だが古く、壁が薄い。

　隣の部屋で客が歩く音が時折聞こえるように、こちらの音も隣人に聞こえてしまうのではないか。

　足音や、ちょっとした物音ならエディルレーヌも気にしない。

　けれど、体を重ねていると分かるような音が──特に声が、聞かれてしまうと思うとエディルレーヌは気が気ではなかった。

「こ、声が聞こえないかしら？　その……隣の人に」

　エディルレーヌの訴えに、アーヴィングは難しい顔をして考え込んだ。

「確かに……それは大問題だ」

「そ、そうでしょう？」

　エディルレーヌはホッとした。

　アーヴィングを拒むのは本意ではないが、こんな場所では落ち着いて愛し合えない。

（せっかくなんだもの）

　牢獄にいるわけでも、手枷を気にしなくてもいいのだから、もっと静かな場所で、思う存分手に入れた幸せを味わいたい。

「だからね。バーグを見つけて、どこか田舎に家をかりて、それから……」

　エディルレーヌの提案は、けれどアーヴィングの耳には届いていないようだった。

「俺以外の人間に君の可愛い声を聞かせるなんて……」

　アーヴィングは真剣な顔で、ブツブツと一人言を呟いている。

「アーヴィング？」

「……うん。そうだ」

　アーヴィングは、名案を思いついたという顔でエディルレーヌを見た。

「声を出さないようにすればいいよ」

「……え」

　──アクロスティア国王ロスイムを黙らせた明晰な頭脳はどうした。

「ね？　エディルレーヌ」

　ニッコリと笑うアーヴィングに、エディルレーヌは顔を引きつらせた。

（『ね？』と言われても……）

「ダ、ダメ。ダメよ。ま、またの機会にしましょう？　時間はたっぷりあるんだし、焦らなくても……」

「エディルレーヌ」

　アーヴィングは、人差し指でエディルレーヌの唇をそっと制した。

「『今』を含めて、たっぷりある時間のすべてを、君を愛するために俺は使いたいんだ」

　アーヴィングの頬には、蠱惑的な表情が滲んでいた。

　その鮮烈な艶に、エディルレーヌの体の芯が燃えるように熱くなる。

「ア、アーヴィング……」

「エディルレーヌ」

　アーヴィングはエディルレーヌの体を両腕に抱えあげて立ち上がると、その額に口づけを落とした。

「君が牢獄に来てくれたあの夜。俺は天国と地獄の両方を味わったよ」

「……天国と地獄？」

　寝台に横たえられ、エディルレーヌは不安と期待に顔を赤らめてアーヴィングを見上げる。

　頬にかかる金の巻髪を、アーヴィングが優しく掻き分けてくれた。

「君に好きだと言ってもらえて、君と一つになれた。天にも昇る心地だったよ」

　そう言って微笑むアーヴィングに、エディルレーヌの心臓は甘く疼く。

「じゃあ……地獄って？」

「君に触れられなかった」

　アーヴィングの手が、エディルレーヌのドロワーズの裾から中にはいり、大腿を撫であげた。

「あ……」

「目の前で、君が真珠のような白い肌を晒しているのに」

　コルセットの紐が解かれ、肌着を剥かれ、エディルレーヌは恥ずかしさに手で口元を覆う。

「ア、アーヴィング……」

「この柔らかい胸にも、白い肩にも」

　レースのドロワーズも下ろされ、エディルレーヌはアーヴィングの体の下で一糸まとわぬ姿になる。

　接する下半身にアーヴィングの猛りを感じ、エディルレーヌの腰の奥がジワリと潤んだ。

「すべらかな足にも、指一本触れられない。気が狂いそうだった」

　切なげに言うと、アーヴィングはエディルレーヌの乳房を揉みしだく。

「ふっ、あ……っ！」

「声」

　耳元で低く囁かれ、エディルレーヌの背筋はゾクリと甘く痺れた。

「聞かれたくないんだろう？」

「……！」

　慌てて、エディルレーヌは両手を重ねて口を抑えた。

　顔も知らない誰かに、あられもない声など聞かれたくない。恥ずかしすぎる。

　アーヴィングが、胸の先端を口に含んだ。

「ん、……っん」

　厚い舌が蕾を舐め回すたびに、エディルレーヌは声にならない悲鳴を上げた。

　足の付け根に集まる疼きを散らしたくて体を捩るが、思うようにいかない。むしろ疼きは急激に加速して、エディルレーヌは腰を揺らめかせた。

　それを見て、アーヴィングが嬉しそうに目を細める。

「物足りない？」

「ち、違……」

　消え入りそうな声で否定するも、アーヴィングは体を起こすとエディルレーヌの両膝を押し開く。

　触られてもいないのにそこが濡れている自覚があったエディルレーヌは、羞恥心で目に涙を浮かべる。

「や……っ」

　そこをアーヴィングに晒すのは初めてではなかったが、だから平気だというわけではない。

　はしたないと思われはしないかと、それがひどく心配だった。

　だが、そんな心配は必要なかったらしい。

「ああ……濡れてる」

　アーヴィングは嬉しそうに微笑むと、掌で恥丘全体を撫で回した。そして蜜壺を探り当て、骨張った指を中に差し入れる。

「ん……ふぅ……う」

　必死に口を抑えて、エディルレーヌは声を殺した。

　アーヴィングの指が下肢の中心をかき混ぜるたびに、クチュクチュと淫猥な水音がする。

（ああ……）

　体を包む愉悦に、エディルレーヌはうっとりと身を任せた。

　理性は、蜂蜜のようにとろりと溶け出している。

　アーヴィングが、指を引きぬいた。

　次に彼は指の代わりに自身の欲望を押し入れてくるだろう──そう予想したエディルレーヌだったが、それに反してアーヴィングは身を屈ませる。

「……んっ!!」

　エディルレーヌは目を見開いた。

　アーヴィングの舌が恥毛を分け入り、隠れていた陰核を舐め上げたからだ。

「────ああ!!」

　殺しきれなかった声が、指の隙間から漏れる。

「ひ、あ、あっ……や、ああ」

　舌のざらついた感触に肉芽を苛まれ、エディルレーヌは、遂に嬌声を堪えられなくなった。口を抑えていた手で、アーヴィングの黒い髪を掴み、押しやろうとする。

「ダメぇ、あん、や……っあ」

　気持ち良すぎて怖い。

　だが、アーヴィングはエディルレーヌの臀部を両手で掴んで腰を抑え込み、そこから顔を上げようとしない。

「エディルレーヌ……」

「ああっ！　やあ、あ」

「凄い……蜜があふれてグチャグチャだ」

　嬉しそうなアーヴィングを、エディルレーヌはすすり泣きながら罵った。

「や、馬鹿……っあ、あっ」

「ああ、もう我慢出来ない」

　アーヴィングは脚衣を下穿きごと引き下ろすと、愛液が滴るエディルレーヌの泥濘に、自らの屹立を突き立てた。

「やああっ！」

「エディルレーヌ……っ」

　衝撃に背を反らせるエディルレーヌを、アーヴィングは体を倒して掻き抱く。そして、腰を強く打ち付けた。

「ひ、あ、っあ……！」

　エディルレーヌがアーヴィングを受け入れるのは久しぶりで、そしてまだ二度目だ。

　だが、エディルレーヌの媚肉はアーヴィングの剛直がもたらす嵐のような喜悦を忘れてはいなかった。

　アーヴィングを咥えた膣壁は、エディルレーヌが戸惑ってしまうほどに喜び、淫らにうねる。

「ん、っ、あ、ああ……っひあっ」

「エディルレーヌ……っは、綺麗だ」

　耳孔に睦言を吹きかけながら、アーヴィングはエディルレーヌの体を穿ち続ける。

「俺の、揚羽蝶……っ」

「や、っそこ……っダメぇ」

「捕まえた……っもう離さない……っ」

　時間はたっぷりあるはずなのに、二人は性急に互いを求めあった。

　声が隣の部屋の客に聞こえないか、そんな心配はもはや頭の中から追いやられていた。絶え間ない抽挿に、エディルレーヌの大きな乳房がたわわに揺れる。

「あ、アーヴィング……ッ！」

　内股がビクビク痙攣する。

　迫る絶頂を予感し、エディルレーヌはアーヴィングの首に腕を回して引き寄せた。

　互いの唇を貪り、乱れた呼吸を分け合う。

「……好、きッ」

　濃厚なキスの合間に、エディルレーヌは喘ぐように漏らす。

「アーヴィ、ング……好きぃ」

　この喘ぎにアーヴィングは瞠目し、そして苦笑した。

「僕もだよ、エディルレーヌ……っ」

「大好き、よ……っア、アーヴィ……ん、」

「……っああ、くそ。可愛いすぎる……!!」

　アーヴィングはエディルレーヌの両膝を肩に担ぐと、真上から抉るようにして猛然と子宮口を穿ち始めた。

　寝台が、アーヴィングの動きにあわせて大きく軋む。

「やああっ！　っあ、ああ……ッ」

　狂おしいほどの快感に、エディルレーヌは髪を振り乱して嬌声を上げた。

　窓の外では雨が降り続けている。

　その雨がやみ、東の空が明るくなるまで、エディルレーヌはその身にアーヴィングを受け入れ続けた。





　　　＊　＊　＊






「馬鹿馬鹿馬鹿馬鹿！　アーヴィングの馬鹿！」

　目尻に涙を浮かべたエディルレーヌが、枕を投げつける。

　枕はアーヴィングの顔面に勢いよくぶつかり、床に落ちた。

「い、たたた……ごめんって。そんなに怒らないでよ」

　心から謝ったが、エディルレーヌはプイッと顔をそらすと寝台に突っ伏し、頭から毛布をかぶってしまった。

（困ったな……）

　アーヴィングはため息をつく。

　夜は明け、日はもう高く登っている。

　だが、エディルレーヌは寝台からまだ起き上がれていなかった。長く激しく愛し合いすぎたせいか、足腰が立たないらしい。

　その上、先程朝食を持ってきてくれた宿の主人の娘が、顔を真っ赤にして挨拶もそこそこに逃げるように部屋から出て行ってしまったことで、エディルレーヌは自分が行為中にあげた嬌声が、隣の部屋どころか宿中の人間に聞かれていたかもしれないと気づいてしまったのだ。

（たしかに、ちょっとやりすぎた）

　基本的にアーヴィングは何事もエディルレーヌとその意思を尊重して生きてきた。今後もその方針を変えるつもりはない。だが、エディルレーヌが言う『またの機会』までお預けをくらうのは、どうしても我慢ならなかったのだ。

　ずっと、自分はエディルレーヌの弟として死んでいくのだと思っていた。思いがけずエディルレーヌに想いが通じて彼女を本当の妻にでき、そして生き延びた。

　それを実感したい。それには、単にエディルレーヌを抱きしめるだけではたりなかった。彼女を深く貫いて、貪りたい。

　長年はめていた箍がはずれてしまって、収まりがつかなくなっているだけだと指摘されればそれまでだが。

　ともかく、アーヴィングは『声をあげなければいい』と単純なわりに至極難しい案をエディルレーヌに押し付けて、強引に彼女を組み敷いた。一応ある程度の節度は保つつもりだったのだが、健気に声を殺すエディルレーヌがあんまり可愛くて、ついつい調子にのってしまった。

　自分以外の人間があの啼き声を聞いたと思うといい気分はしないが、後悔はない。

　何の枷もなくエディルレーヌを抱ける幸せを噛み締めて、アーヴィングは満足していた。

（けど……）

　毛布のなかで丸まって震えるエディルレーヌに、アーヴィングは途方に暮れる。

　怒ったエディルレーヌも悪くないが、そろそろ機嫌をなおして欲しい。

「ごめん。謝るから、エディルレーヌ」

「アーヴィングなんて知らない！」

「エディルレーヌ……」

「知らない！」

　エディルレーヌは顔すら見せてくれない。

　まるで物語から出てきた妖精のような繊細な容姿をしてはいるが、エディルレーヌはなかなかの頑固者なのだ。勿論、エディルレーヌのそんな面にも、アーヴィングは夢中なのだが。

　腕を組み、アーヴィングは考え込む。

（仕方がないな）

　正攻法では埒が明かない。ここは多少卑怯でも強引にいこう。

「あ。虫」

　アーヴィングが呟くと、毛布の中のエディルレーヌが飛び上がった。

「虫!?」

　エディルレーヌは血相を変えて、アーヴィングにすがりつく。

「どこ!?　どこに虫がいるの!?」

　怯えてあたりを見回すエディルレーヌを、アーヴィングは腕のなかに閉じ込めた。顔がにやけるのを堪えきれない。作戦は見事成功だ。

「……っ騙したのね!?」

　謀られたと気付き、エディルレーヌがアーヴィングの肩を押しやろうと腕に力をこめる。

　だが、アーヴィングは手を離す気はなかった。

　眉尻を釣り上げて、エディルレーヌはアーヴィングを睨む。

「卑怯だわ！」

「甘んじてその謗そしりは受けるよ」

「離して！」

「それは出来ない相談だ」

　エディルレーヌの金の髪に、アーヴィングは顔を埋めた。甘い香りがして、心臓が切ないほどに痺れる。

（ああ、本当に……）

　エディルレーヌを本当の妻にできたのだ。

　この先の人生を、エディルレーヌと生きていけるのだ。

　叶わないと思っていた夢が現実になった幸せに酔っていると、いつの間にか大人しくなったエディルレーヌが、指でアーヴィングの手首をなぞった。

　冷たい鉄の手枷で傷ついた手首には、今もその傷痕が残っている。

「痛む？」

　心配そうなエディルレーヌに、アーヴィングはゆるく首を振ることで答える。

「いや、平気だ」

「よかった」

　エディルレーヌが、ホッとしたように微笑んだ。

　輝く青緑色の瞳。

　羽ばたく蝶のように美しいその目に、アーヴィングは見惚れた。

　その白い手をとり、細い指先に口付ける。

　天に地に、エディルレーヌという奇跡を生み出したこの世のありとあらゆるものすべてに、心の底から感謝を捧げたい。

　そして何より、すべてを捨ててアーヴィングを選んでくれた彼女に、自分は一生かけてきっと報おう。

　雨に洗われた空は、眩しいほどに輝いていた。








蝶は窓辺で恋に微睡む


年下夫はひたむきに愛を隠す
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